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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下する遊技領域を有する遊技盤と、この遊技盤の後側に取り付けられ、該遊
技盤に設けられた表示部を介して前側に臨む図柄表示装置とを有する遊技機において、
　前記遊技盤に取り付けられるベース部材と、
　前記ベース部材の後側に設けられ、該ベース部材の後側に隠れる位置と該ベース部材の
一縁から突出する位置との間でベース部材の後面に沿って往復動する第１の可動体と、
　その出力軸を前記ベース部材の後側に臨ませて該ベース部材の前面に設けられた第１の
モータと、
　前記ベース部材の後側に前記隠れる位置にある第１の可動体の前側に重なるように設け
られ、前記第１のモータの出力軸に連繋して該第１の可動体を往復動させる第１の駆動機
構と、
　前記ベース部材の前側を覆う取付部に支持された支持軸を中心として回転可能に設けら
れた第２の可動体と、
　その出力軸を前記ベース部材の前側に臨ませて、該ベース部材の後面において前記隠れ
る位置にある前記第１の可動体の前記突出する位置への動作方向と反対側に設けられた第
２のモータと、
　前記ベース部材の前側に設けられ、前記第２のモータの出力軸に連繋すると共に前記取
付部の後側に突出した前記第２の可動体の連結軸に連繋して該第２の可動体を前記支持軸
を中心として揺動させる第２の駆動機構とを備えた
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ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記ベース部材は、前側に半透明の前記取付部を介して光を照射可能な発光体基板を備
え、
　前記発光体基板は、前記第１の可動体の前側に突出形成されて、前記ベース部材に開設
された第１の検出片通孔を介して該ベース部材の前側に臨む第１の検出片を検出する第１
の原位置検出手段を後面に備えると共に、第２の可動体の後側に突出形成されて、前記取
付部に開設された第２の検出片通孔を介して該取付部の後側に臨む第２の検出片を検出す
る第２の原位置検出手段を前面に備えた請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記ベース部材は、中央部に前記第１のモータが配置されると共に、該第１のモータを
挟んで両側に発光体基板が設けられ、一方の発光体基板と第１のモータとの間に前記第２
の駆動機構が設けられ、他方の発光体基板と第１のモータとの間に該モータに接続する配
線用の開口が開設される請求項１または２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記遊技盤は、前面に遊技領域が設けられ、該遊技領域に開口する入賞口を有する始動
入賞装置が設けられる透明板と、この透明板の後側に設けられ、後側に取り付けられる図
柄表示装置を保持すると共に前記表示部を画成する裏ユニットとを有し、
　前記ベース部材は、前記遊技盤において図柄表示装置による図柄変動ゲームが表示され
る図柄表示領域の下側で、かつ前記透明板と前記裏ユニットとの間に配置して該裏ユニッ
トに取り付けられ、
　前記取付部は、前記透明板の後面に沿って前面が延在する前突部と、前記透明板の後面
から離間するよう前記前突部より後側に凹んだ設置凹部とを有し、前突部で前記第１のモ
ータおよび該モータの前側に設けた発光体基板の前側を覆うと共に、該前突部の下部に前
記始動入賞装置に合わせた入賞装置凹部が形成され、
　前記第１の可動体を、前記図柄表示領域の下縁をなす前記取付部の上縁から出没するよ
う構成し、
　前記第２の可動体が前記設置凹部に設置されて、該第２の可動体が、前記透明板の後側
において前記入賞装置凹部に整合した前記始動入賞装置の上側に位置するよう配置される
請求項１～３の何れか一項に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技演出を担う可動体が設けられた遊技盤を備えた遊技機に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　例えば遊技機の代表例の一つであるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に
パチンコ球が打ち出される遊技領域が画成されて、該遊技盤における遊技領域の裏側に、
各種図柄を変動表示して図柄変動演出を行なう液晶パネルが用いられた図柄表示装置が配
設される。またパチンコ機は、遊技盤に形成した開口部等を介して図柄表示装置の表示面
を前側から視認し得るよう構成される。この種のパチンコ機では、遊技盤の前面側に、遊
技領域に打ち出されたパチンコ球が入賞可能な入賞装置が配設され、該入賞装置へのパチ
ンコ球の入賞により図柄表示装置での図柄変動演出が開始されるよう構成されている。そ
して、パチンコ機では、図柄変動演出の結果として図柄表示装置に所定の組合わせで図柄
が停止すると、遊技者に有利な所謂大当りが発生するようになっている。またパチンコ機
には、キャラクターや演出に応じた可動体が配設され、遊技に際して図柄表示装置に表示
される図柄や装飾等に合わせて可動体に所定の動作を行なわせて興趣を高めることも行な
われている(例えば、特許文献１参照)。
【特許文献１】特開２００８－２００２１７号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１に開示された可動役物は、遊技盤の図柄表示領域の一側部に亘って延在する
大型の可動体を備えている。この可動役物は、可動体の側方に設けたモータを正逆回転し
することで前後方向に配置した複数のギヤを介して、可動体を第１位置と第２位置との間
で回転している。パチンコ機では、図柄表示装置や所謂センター役物の大型化に伴って、
可動体の設置スペースが制限されており、可動役物の配設スペースをよりコンパクトにす
ることが求められている。
【０００４】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、２つの可動体を有していても該可動体の駆動機
構を含めた配設スペースをとらない遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明の遊技機は
、
　遊技球が流下する遊技領域を有する遊技盤(20)と、この遊技盤(20)の後側に取り付けら
れ、該遊技盤(20)に設けられた表示部(20b)を介して前側に臨む図柄表示装置(17)とを有
する遊技機において、
　前記遊技盤(20)に取り付けられるベース部材(102)と、
　前記ベース部材(102)の後側に設けられ、該ベース部材(102)の後側に隠れる位置と該ベ
ース部材(102)の一縁から突出する位置との間でベース部材(102)の後面に沿って往復動す
る第１の可動体(110)と、
　その出力軸を前記ベース部材の後側に臨ませて該ベース部材(102)の前面に設けられた
第１のモータ(116)と、
　前記ベース部材(102)の後側に前記隠れる位置にある第１の可動体(110)の前側に重なる
ように設けられ、前記第１のモータ(116)の出力軸に連繋して該第１の可動体(110)を往復
動させる第１の駆動機構(118,120)と、
　前記ベース部材(102)の前側を覆う取付部(40)に支持された支持軸(132)を中心として回
転可能に設けられた第２の可動体(130)と、
　その出力軸を前記ベース部材(102)の前側に臨ませて、該ベース部材(102)の後面におい
て前記隠れる位置にある前記第１の可動体(110)の前記突出する位置への動作方向と反対
側に設けられた第２のモータ(160)と、
　前記ベース部材(102)の前側に設けられ、前記第２のモータ(160)の出力軸に連繋すると
共に前記取付部(40)の後側に突出した前記第２の可動体(130)の連結軸(134)に連繋して該
第２の可動体(130)を前記支持軸(132)を中心として揺動させる第２の駆動機構(162,164)
とを備えたことを特徴とする。
　請求項１に係る発明によれば、ベース部材の前側と後側にバランスよく２つの可動体の
駆動機構およびモータを設けることで、ベース部材を挟んで前後の関係で２つの可動体を
設けても全体としてコンパクトにできる。
【０００６】
　請求項２に係る発明では、前記ベース部材(102)は、前側に半透明の前記取付部(40)を
介して光を照射可能な発光体基板(174)を備え、
　前記発光体基板(174)は、前記第１の可動体(110)の前側に突出形成されて、前記ベース
部材(102)に開設された第１の検出片通孔(102d)を介して該ベース部材(102)の前側に臨む
第１の検出片(115)を検出する第１の原位置検出手段(124)を後面に備えると共に、第２の
可動体(130)の後側に突出形成されて、前記取付部(40)に開設された第２の検出片通孔(49
)を介して該取付部(40)の後側に臨む第２の検出片(138)を検出する第２の原位置検出手段
(126)を前面に備えたことを要旨とする。
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　請求項２に係る発明によれば、夫々の可動体に設けた検出片を検出する原位置検出手段
についても、他の駆動機構に干渉することなく配置される。
　請求項３に係る発明では、前記ベース部材(102)は、中央部に前記第１のモータ(116)が
配置されると共に、該第１のモータ(116)を挟んで両側に発光体基板(174,174)が設けられ
、一方の発光体基板(174)と第１のモータ(116)との間に前記第２の駆動機構(162,164)が
設けられ、他方の発光体基板(174)と第１のモータ(116)との間に該モータ(116)に接続す
る配線用の開口(109a)が開設されることを要旨とする。
　請求項３に係る発明によれば、第２の可動体を動かす第２の駆動機構および配線の配設
スペースを確保しつつ、発光体基板により光の演出を行える。
　請求項４に係る発明では、前記遊技盤(20)は、前面に遊技領域(20a)が設けられ、該遊
技領域(20a)に開口する入賞口(25a)を有する始動入賞装置(25)が設けられる透明板(22)と
、この透明板(22)の後側に設けられ、後側に取り付けられる図柄表示装置(17)を保持する
と共に前記表示部(20b)を画成する裏ユニット(30)とを有し、
　前記ベース部材(102)は、前記遊技盤(20)において図柄表示装置(17)による図柄変動ゲ
ームが表示される図柄表示領域の下側で、かつ前記透明板(22)と前記裏ユニット(30)との
間に配置して該裏ユニット(30)に取り付けられ、
　前記取付部(40)は、前記透明板(22)の後面に沿って前面が延在する前突部(43)と、前記
透明板(22)の後面から離間するよう前記前突部(43)より後側に凹んだ設置凹部(44)とを有
し、前突部(43)で前記第１のモータ(116)および該モータ(116)の前側に設けた発光体基板
(172)の前側を覆うと共に、該前突部(43)の下部に前記始動入賞装置(125)に合わせた入賞
装置凹部(101)が形成され、
　前記第１の可動体(110)を、前記図柄表示領域の下縁をなす前記取付部(40)の上縁から
出没するよう構成し、
　前記第２の可動体(130)が前記設置凹部(44)に設置されて、該第２の可動体(130)が、前
記透明板(22)の後側において前記入賞装置凹部(101)に整合した前記始動入賞装置(25)の
上側に位置するよう配置されることを要旨とする。
　請求項４に係る発明によれば、可動体を遊技盤における透明板の後側に配置することで
、遊技者が注視する始動入賞口の近くに可動体を配置することができ、演出効果をより向
上し得る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る遊技機によれば、複数の可動体を備えていても可動体の駆動機構を含む全
体がコンパクトであるので、図柄表示装置やその他の装飾部材等の大型化に対応し得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行うパチ
ンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「
右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見た
状態で指称する。
【実施例】
【０００９】
(パチンコ機について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に設置される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、後述する遊技盤
２０(図２参照)を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１２が開閉および着脱可能に組
み付けられて、該遊技盤２０の裏側に対して、各種図柄を変動表示可能な図柄表示装置１
７(図３参照)が着脱し得るよう構成される。また、中枠１２の前面側には、装飾用の電飾
装置等が設置された装飾枠としての前枠１３が開閉可能に組み付けられると共に、該前枠
１３の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に組み付けられている。前
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枠１３には、中枠１２に保持された遊技盤２０の前面に、ガラス板や透明な合成樹脂材に
より形成された透明保護板１３ａが備えられており、該遊技盤２０を透視保護するよう構
成されている。なお、実施例では、前記前枠１３の下部位置に、パチンコ球を貯留する上
球受け皿１４が一体的に組み付けられており、前枠１３の開閉に合わせて上球受け皿１４
も一体的に開閉するよう構成される。
【００１０】
(遊技盤について)
　前記遊技盤２０は、図３に示すように、略矩形状に形成されたアクリルやポリカーボネ
ート等の透明な合成樹脂材からなる透明板２２と、該透明板２２の後側に外周装飾部２８
を介して組み付けられると共に図柄表示装置１７が配設される裏ユニット３０とから構成
される。図２に示すように、前記透明板２２の前面には、外レール２３と内レール２４と
が半円弧状に配設されており、両レール２３,２４により画成される略円形の遊技領域２
０ａに、中枠１２に配設された図示しない打球発射装置から発射されたパチンコ球が打ち
出されて、該遊技領域２０ａ内をパチンコ球が流下して遊技が行われるようになっている
。なお、打球発射装置から発射されたパチンコ球は、透明板２２の下側から左側に両レー
ル２３,２４で案内されて、遊技領域２０ａの左上部に打ち出される。
【００１１】
　前記透明板２２には、裏ユニット３０に配設された図柄表示装置１７の表示面１７ａに
対応して前後に開口する図示しない装着口(表示部開口)が形成されており、該装着口に対
して枠状装飾体７０が配設される。透明板２２の前面には、図２に示す如く、枠状装飾体
７０より下方位置に、遊技領域２０ａを流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞装置２
５や特別入賞装置２６が配設されており、始動入賞装置２５の始動入賞口２５ａにパチン
コ球が入賞することで、図柄表示装置１７の表示面１７ａで図柄変動が開始されるように
なっている。また、特別入賞装置２６は、入賞口が開閉扉２６ａで常には閉鎖されており
、図柄表示装置１７での図柄変動の結果、図柄表示装置１７に所定の図柄組み合わせ(例
えば同一図柄の三つ揃い等)で図柄が停止表示されることで所謂「大当り」が発生し、こ
れにより開閉扉２６ａが開放して入賞口への入賞により多数の賞球を獲得し得るようにな
っている。更に、透明板２２の前面には、遊技領域２０ａの入賞口を臨ませて普通入賞装
置２７が枠状装飾体７０の外側に配設されている。なお、透明板２２の遊技領域２０ａに
は、枠状装飾体７０の外側位置に多数の遊技釘が植設されて、遊技領域２０ａを流下する
パチンコ球の流下方向が不規則に変更される。
【００１２】
　図４～図８に示すように、前記裏ユニット３０は、透明板２２の外郭形状と略整合する
形状に形成されると共に前方に開口する箱枠状に形成されて、該裏ユニット３０の開口前
端部を外周装飾部２８の後面に当接させた状態で外周装飾部２８に連結固定される。そし
て、裏ユニット３０は、外周装飾部２８を透明板２２の後面に取り付けることで、透明板
２２の後側に固定される(図３参照)。裏ユニット３０には、透明板２２との間に画成され
る空間に、可動体１１０,１３０,２２０,４２０,４２４,４２８を備えた演出装置１００,
２００,４００や内周装飾部４０,５０,６０等の装飾部材が配設されており(図４参照)、
透明板２２を介して外周装飾部２８、演出装置１００,２００,４００の可動体１１０,１
３０,２２０,４２０,４２４,４２８および各種の装飾部材を視認し得るようになっている
(図２参照)。また、裏ユニット３０には、略矩形状の裏ユニット開口部３０ａが前後に開
口するよう中央部に開設されると共に(図５および図８参照)、該裏ユニット３０の後側に
図柄表示装置１７が着脱自在に取り付けられており、該開口部３０ａを介して図柄表示装
置１７が透明板２２の前側から視認し得るようになっている。なお、図柄表示装置１７と
しては、液晶表示装置やドラム式の表示装置、ベルト式の表示装置等の各種図柄を変動表
示可能な従来公知の表示装置を用いることができる。
【００１３】
　前記外周装飾部２８は、中央に前後に貫通する外周装着部開口(図示せず)が開設される
と共に透明板２２の外郭形状に略整合する大きさで形成された枠状の板部材であって(図
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４および図５参照)、透明板２２の外周縁を覆うように該透明板２２の後面に取り付けら
れる(図３参照)。また外周装飾部２８には、パチンコ機のモチーフに合わせた意匠形状が
施されており、遊技盤２０の遊技領域２０ａの外周縁を装飾している。例えば実施例では
、外周装飾部２８の後側に網目状に設けた外周リブ２８ａ(図５参照)の影が半透明の前面
部分に写ることで、前面部分が透明板２２の後面に合わせて平坦であるににかかわらず、
立体感のある氷塊の如き意匠形状を備えている。なお、透明板２２は、アクリル等の樹脂
板であって、従来から遊技盤に多く用いられているベニヤ板と比べて薄く、透明板２２と
外周装飾部２８とを重ね合せた厚さがベニヤ板と同一になる。
【００１４】
　図４に示すように、前記裏ユニット３０の前側には、略矩形状に開設された裏ユニット
開口部３０ａの開口縁四辺に対応して複数の内周装飾部４０,５０,６０,６０が配設され
ている。また、複数の内周装飾部４０,５０,６０,６０は、遊技盤２０における遊技領域
２０ａの中央部において、図柄表示装置１７の表示面１７ａにおける図柄変動ゲームが表
示される領域(図柄変動領域)としての表示部２０ｂを画成している。なお前述した透明板
２２の装着口は、表示部２０ｂに重なる部位に設けられる。更に、各内周装飾部４０,５
０,６０,６０は、外周装飾部２８と共通するモチーフの意匠形状に形成され、例えば実施
例では、光拡散処理を施した有色半透明の部材の表面がカット平面を組み合わせて氷塊の
如き意匠形状とされる。各内周装飾部４０,５０,６０,６０は、同じ辺の外周装飾部２８
の内側(遊技盤２０において外周装飾部２８より中央側)に配置されると共に、外周装飾部
２８の内側に露出する部位前面が該外周装飾部２８の前面より透明板２２の後面から離間
した後側に延在するよう基本的に構成されている(図７参照)。すなわち、内周装飾部４０
,５０,６０,６０は、遊技盤２０において表示部２０ｂの四辺を画成している。各内周装
飾部４０,５０,６０,６０は、後側に開口する器形状に形成され、前面部分と裏ユニット
３０の設置部分との間に、後述する演出装置１００,２００,４００の駆動機構を収容し得
るスペースが設けられる。なお、実施例の裏ユニット３０は、遊技領域２０ａの下側に左
右に長手が延在するよう設置されて、表示部２０ｂの下辺を画成する下部内周装飾部４０
と、遊技領域２０ａの上側に左右に長手が延在するよう設置されて、表示部２０ｂの上辺
を画成する上部内周装飾部５０と、遊技領域２０ａの両側部に上下に長手が延在するよう
設置されて、表示部２０ｂの側辺を画成する左右の側部内周装飾部６０,６０とを備えて
いる。なお、内周装飾部４０,５０,６０,６０は、演出装置１００,２００,４００の前面
を構成するカバーとしても機能する。
【００１５】
(枠状装飾体について)
　図１,図２,図９～図１１に示すように、枠状装飾体７０は、前後に開口する枠状に形成
されてた透明な部材であって、遊技盤２０(透明板２２)に開設した装着口(図示せず)に取
り付けられており、裏ユニット３０に配設された図柄表示装置１７が枠状装飾体７０の枠
状開口部７１に臨んで前側から視認し得るようになっている。また、枠状装飾体７０の左
右両側部には、遊技領域２０ａを流下するパチンコ球が通過可能な球入口７２や、該球入
口７２に通入したパチンコ球を枠状装飾体７０の内周下縁部へ誘導する球通路７３が形成
されると共に(図１０および図１１参照)、該枠状装飾体７０の内周下縁部には、球通路７
３を通過したパチンコ球が転動するステージ７４が形成されている。そして、球通路７３
を通過したパチンコ球はステージ７４上で転動して、パチンコ球が遊技領域２０ａ内に排
出されるようになっている。なお、ステージ７４は、始動入賞装置２５の入賞口２５ａの
真上となる中央部が凹になるよう形成されて、ステージ７４から落下したパチンコ球の始
動入賞装置２５への入賞確率を高めている。また、枠状装飾体７０は、後述する前部演出
装置３００の取付部分としても機能する。
【００１６】
　ここで、本願で云う光拡散処理とは、例えば光透過性を有する部材の表面に凹凸を形成
するような表面加工や、光反射性を有する微粒子を含有する光拡散インクを種々の濃度分
布で光透過性を有する部材の表面に印刷または塗布等する加工や、部材を構成する樹脂自
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体に光反射性を有する微粒子を分散させる例えばラメ加工や、透過する光の屈折率を変え
る加工等を指し、１つの加工だけであっても、複数の加工を組み合わせてもよい。なお、
表面加工の具体例としては、溝加工、ダイヤモンドカット加工、シボ加工、ブラスト加工
などが挙げられ、光の屈折率を変える加工としては、部材の表面に該部材と屈折率が異な
る微細な凹凸を設けたシートレンズの如きものが挙げられる。
【００１７】
　図２および図４に示すように、前記遊技盤２０には、可動体１１０,１３０,２２０,３
３０,４２０,４２４,４２８を有する演出装置１００,２００,３００,４００が表示部２０
ｂを囲んで複数設けられている。実施例の遊技盤２０は、表示部２０ｂの下側に位置して
裏ユニット３０に設置された下部演出装置１００と、表示部２０ｂの上側に位置して裏ユ
ニット３０に設置された上部演出装置２００と、表示部２０ｂの上側で、上部演出装置２
００の前側に位置して枠状装飾体７０に設置された前部演出装置３００と、表示部２０ｂ
の両側部に位置して裏ユニット３０に設置された左右の側部演出装置４００,４００とを
備えている。
【００１８】
(下部演出装置)
　前記下部演出装置１００は、図３に示すように、裏ユニット３０における裏ユニット開
口部３０ａ下側を画成する辺部に設置され、透明板２２の後側に配置されている。また下
部演出装置１００は、図２に示すように、表示部２０ｂとこの表示部２０ｂの下側に配置
された始動入賞装置２５との間に位置し、該下部演出装置１００の前面に設けられる後述
する第２下部可動体(可動体)１３０がステージ７４の後側に重なるように配置されている
。
【００１９】
　図１２～図３３に示すように、前記下部演出装置１００は、下部ベース部材１０２と、
この下部ベース部材１０２の後側に設けられた第１下部可動体１１０と、下部ベース部材
１０２の前側を覆う下部内周装飾部４０の前側に設けられた第２下部可動体１３０と、下
部ベース部材１０２に設けられ、第１下部可動体１１０を動作させる第１下部駆動機構と
、下部ベース部材１０２に設けられ、第２下部可動体１３０を動作させる第２下部駆動機
構とから基本的に構成される。下部演出装置１００は、第１下部可動体１１０と第２下部
可動体１３０とが前後の関係で重なるように配置され、下部内周装飾部４０の前側で揺動
する第２下部可動体１３０の後側から第１下部可動体１１０が表示部２０ｂに対して出没
するようになっている(図７および図８参照)。
【００２０】
(下部ベース部材)
　前記下部ベース部材１０２は、第１下部可動体１１０、第１下部駆動機構および第２下
部駆動機構の設置基盤となる透明な板状部材であって、透明板２２と裏ユニット３０との
間に配置されている(図１２参照)。下部ベース部材１０２は、本体部分である設置面部１
０２ａ,１０２ｂの側縁および下縁に、後側に向けて突出形成された突壁１０３を有し(図
１６および図２２参照)、この突壁１０３の後端を裏ユニット３０の前面に突き合わせて
、長手辺を左右方向に延在させると共に設置面部１０２ａ,１０２ｂを遊技盤面に平行に
沿わせて該裏ユニット３０に取り付けられる。なお、下部ベース部材１０２の上縁には突
壁１０３が設けられず、設置面部１０２ａと裏ユニット３０との間の隙間を介して該下部
ベース部材１０２の後側に設置される第１下部可動体１１０が突出するようになっている
。下部ベース部材１０２は、後側に開口する箱形状の下部内周装飾部４０の内側に整合す
る外形形状に形成されると共に(図１６参照)、下部内周装飾部４０の後面に突出形成され
た下部取付ボス４２(図１７参照)に対応して、該下部取付ボス４２の後端に整合する凹溝
を有する取付凸部１０６が設けられている(図２５参照)。そして、下部ベース部材１０２
は、下部内周装飾部４０の内側に嵌め合わせて下部取付凸部１０６の凹溝に下部取付ボス
４２を収容して位置決めして、下部ベース部材１０２の後側からネジ固定することで、該
下部ベース部材１０２と下部内周装飾部４０の後面との間に空間をあけた状態で取り付け
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られる(図１４参照)。なお、下部内周装飾部４０の後面には、下部取付ボス４２とは別に
位置決めピン(図示せず)が突出形成されて、下部ベース部材１０２を取り付けた際に、下
部ベース部材１０２に設置された後述する下部ＬＥＤ基板に当接して前後スペースを維持
するようになっている。
【００２１】
　図２２または図２６に示すように、前記下部ベース部材１０２は、該下部ベース部材１
０２の中央部に設けられた設置面部(特に区別する場合は第１設置面部(機構設置部)とい
う。)１０２ａが、左右の側部の設置面部(特に区別する場合は第２設置面部(可動体支持
部)という。)１０２ｂより前側に延在するよう段差状に形成されている。下部ベース部材
１０２には、第１設置面部１０２ａの左右両側で該第１設置面部１０２ａより後側に延在
する左右の第２設置面部１０２ｂ,１０２ｂに、上下方向に長手が延在する長孔形状に形
成された下部取付孔部(取付孔部)１０４が夫々開設されている(図１６参照)。なお、左右
一対の下部取付孔部１０４,１０４は、下部ベース部材１０２において平行に延在してい
る。各下部取付孔部１０４は、下部ベース部材１０２を前後に貫通するよう形成され、各
第２設置面部１０２ｂにおける第１設置面部１０２ａ側に偏倚した部位に配置されている
。下部ベース部材１０２には、各第２設置面部１０２ｂの第１設置面部１０２ａ側の縁部
に上下に延在して突出形成された下部当接リブ１０５が夫々設けられており(図２２参照)
、各下部当接リブは、第２設置面部１０２ｂからの突出寸法が突壁１０３より小さく設定
される。下部ベース部材１０２において左右に離間配置された一対の下部当接リブ１０５
,１０５は、一対の下部取付孔部１０４,１０４で後述する下部取付軸１１２がスライド可
能に保持されて下部ベース部材１０２の後面に沿って上下に往復動する第１下部可動体１
１０に前側への移動を規制すると共に、下部ベース部材１０２と第１下部可動体１１０と
が面接触するのを防止している(図２６参照)。
【００２２】
(第１下部可動体)
　前記第１下部可動体１１０は、透明な樹脂に光を反射する模様を施した板状部材であっ
て(図２０参照)、下部ベース部材１０２の後側に突壁１０３により設置面部１０２ａ,１
０２ｂと裏ユニット３０との間に画成される空間に収容されるようになっている(図１４
参照)。第１下部可動体１１０の前面には、該第１下部可動体１１０の左右に対向する端
縁側に夫々離間して対をなす下部取付軸(取付軸)１１２,１１２が設けられ、各下部取付
軸１１２は、第１下部可動体１１０の下部に配置されている。なお、各下部取付軸１１２
の外径は、下部取付孔部１０４の短手寸法と略同一寸法に設定される。また第１下部可動
体１１０には、対をなす下部取付軸１１２,１１２の間に位置して該取付軸１１２,１１２
の離間方向である左右に離間して、一対の下部連繋孔部１１４,１１４が開設されている
。各連繋孔部１１４は、左右方向に長手が延在する長孔形状に形成されて、第１下部可動
体１１０の下部に下縁に沿って設けられる。第１下部可動体１１０は、一対の下部取付軸
１１２,１１２が対応する下部取付孔部１０４,１０４に保持されて、下部ベース部材１０
２の長手辺に合わせて長手辺を左右方向に延在して、下部ベース部材１０２の後側に下部
取付孔部１０４の長手に沿う方向である上下にスライド可能に取り付けられる。すなわち
、各取付孔部１０４は、一対の下部取付軸１１２,１１２の離間方向(左右方向)と交差す
る上下方向に長手が延在する関係にある。
【００２３】
　そして、第１下部可動体１１０は、下部ベース部材１０２の後側に大部分が重なって下
部ベース部材１０２の後側に隠れる位置(以下、下位置という。)と(図２３(ａ)、図２４(
ａ)、図２５(ａ)、図３０(ａ)、図３１(ａ)参照)、この下位置から上方に変位して下部ベ
ース部材１０２(下部内周装飾部４０)の上縁から表示部２０ｂに大部分が突出した位置(
以下、上突出位置という。)との間で(図２３(ｂ)、図２４(ｂ)、図２５(ｂ)、図３０(ｃ)
、図３１(ｃ)参照)、第１下部駆動機構により往復動される。なお、第１下部可動体１１
０の下位置が、該第１下部可動体１１０の待機位置となる。また、第１下部可動体１１０
は、左右両側の下部取付軸１１２,１１２が第２設置面部１０２ｂ,１０２ｂの下部取付孔
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部１０４,１０４で保持されることで、第２設置面部１０２ｂより前側に延在している第
１設置面部１０２ａの後面と第１下部可動体１１０の間に、第１下部駆動機構の後述する
下部駆動歯車１１８や下部従動歯車１２０が設置される下部機構収容空間１０２ｃが画成
される。
【００２４】
　前記下部内周装飾部４０の右側には、前側に位置して普通入賞装置２７が透明板２２に
取り付けられ(図２参照)、この普通入賞装置２７の普通入賞口２７ａに入賞したパチンコ
球を導く下部通路４０ａおよびこの通路４０ａを通過するパチンコ球を検出する検出スイ
ッチ８０が、下部内周装飾部４０の右側後面に設けられている(図１７または図１９参照)
。そして、第１下部可動体１１０は、下部内周装飾部４０の右側に設けられる検出スイッ
チ８０を避けるため、右側に位置する下部取付軸１１２の右側(外側)が切り欠かれている
(図３０参照)。
【００２５】
(第１下部駆動機構)
　第１下部駆動機構は、駆動手段としての第１下部モータ１１６と、この第１下部モータ
１１６の出力軸１１６ａに固定された下部駆動歯車(駆動歯車)１１８と、この下部駆動歯
車１１８の回転につれて回転する複数の下部従動歯車(従動歯車)１２０と、この下部従動
歯車１２０に設けられ、第１下部可動体１１０の下部連繋孔部１１４に挿入される下部連
繋軸１２２とから構成される(図２２および図２７参照)。第１下部モータ１１６は、下部
ベース部材１０２の前面に出力軸１１６ａを後側に向けて取り付けられ、第１設置面部１
０２ａの左右方向の中央部に配置されている。下部駆動歯車１１８は、板状の平歯車であ
って、第１設置面部１０２ａの後面に突出する出力軸１１６ａに固定されて、第１設置面
部１０２ａの後側に第１下部可動体１１０との間に画成される下部機構収容空間１０２ｃ
に配置される。
【００２６】
　下部駆動歯車１１８の後面には、圧入される出力軸１１６ａを安定して固定するために
下部駆動ボス部(ボス部)１１８ａが後側に向けて突出形成されており(図２２参照)、第１
下部可動体１１０の中央下縁には、該第１下部可動体１１０の下位置で下部駆動ボス部１
１８ａに整合する部位を切り欠いてボス切欠部１１０ａが設けられている(図３０参照)。
第１下部可動体１１０は、下部駆動歯車１１８の下部駆動ボス部１１８ａが下位置で重な
る位置まで突出していても、ボス切欠部１１０ａで下部駆動ボス部１１８ａとの干渉を回
避できるので、第１下部可動体１１０を下部駆動歯車１１８の後側に重なる下部ベース部
材１０２の下側まで変位させることが可能となり、変位範囲を大きくとることができる。
【００２７】
　前記下部従動歯車１２０は、板状の平歯車であって、前後方向に回転軸を延在させて下
部ベース部材１０２の第１設置面部１０２ａに対して回転自在に軸支されている(図２１
または図２２参照)。また、複数(実施例では４つ)の下部従動歯車１２０は、外径が同一
であって、下部駆動歯車１１８の外径より大きいもの(実施例)または同一径のものが採用
される。４つの下部従動歯車１２０は、第１設置面部１０２ａの中央部にある下部駆動歯
車１１８を挟んで左右対称な関係で第１設置面部１０２ａに配置されており、４つの下部
従動歯車１２０の回転軸が左右方向に一直線上に並ぶようになっている(図２１参照)。更
に、４つの下部従動歯車１２０は、板面を遊技盤面に沿わせて左右に並設されて、第１設
置面部１０２ａと第１下部可動体１１０との間の下部機構収容空間１０２ｃに収容されて
いる。そして、内側２つの下部従動歯車１２０は、下部駆動歯車１１８にかみ合って、下
部駆動歯車１１８を基準として第１設置面部１０２ａにおける同一の側部にある下部従動
歯車１２０,１２０同士がかみ合うようになっている。すなわち、第１下部駆動機構は、
下部駆動歯車１１８により内側の下部従動歯車１２０が回転されて、隣り合う下部従動歯
車１２０のうち内側に位置する下部従動歯車１２０により外側の下部従動歯車１２０が順
次回転されるよう構成される。なお、４つの下部従動歯車１２０の中で外側に位置する２
つの下部従動歯車１２０の回転方向は同一になっている。
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【００２８】
　前記４つの下部従動歯車１２０のなかで下部駆動歯車１１８より最も遠くに位置して左
右方向における外側にある２つの下部従動歯車１２０,１２０には、第１下部可動体１１
０の連繋孔部１１４に挿入される下部連繋軸１２２が夫々設けられている(図２１参照)。
各下部連繋軸１２２は、下部従動歯車１２０の回転中心から半径方向外側に偏倚した位置
に配置されて、該下部従動歯車１２０の後面から後側に突出するよう形成される。なお、
各下部連繋軸１２２の外径は、下部連繋孔部１１４の短手寸法とが略同一寸法に設定され
る。第１下部駆動機構では、対をなす下部連繋軸１２２,１２２の位相が同じになるよう
設定されており、対をなす下部連繋軸１２２,１２２が、下部駆動歯車１１８の回転につ
れて対応の下部従動歯車１２０の回転中心に対して互いに同じ位置を同期して変位するよ
う構成される(図３０および図３１参照)。すなわち、第１下部可動体１１０は、対をなす
下部連繋軸１２２,１２２が対応の下部連繋孔部１１４,１１４の長手辺に当接しつつ同期
して回転変位することで、左右の下部取付軸１１２,１１２の水平状態が維持されたまま
直線的に往復動するようになっている。なお、実施例では、左右の下部連繋軸１２２,１
２２の位相を合わせる構成であるが、左右の下部連繋軸１２２,１２２の位相をずらすよ
うに構成することで、第１下部可動体１１０を一方の側部と他方の側部とでずらして変位
させることができ、第１下部可動体１１０の各側部が交互に上下するような動作態様とす
ることも可能である。
【００２９】
　前記下部ベース部材１０２の第１設置面部１０２ａにおいて、第１下部モータ１１６の
出力軸１１６ａと下部従動歯車１２０とは、出力軸１１６ａが下部駆動歯車１１８にかみ
合う下部従動歯車１２０の上下幅の範囲に対応する部位に少なくとも位置するよう配置さ
れる(図２１参照)。ここで、実施例では、下部従動歯車１２０の回転中心から下側(第１
下部可動体１１０の下位置から上突出位置に向かう方向の反対側)において、下部駆動歯
車１１８にかみ合う下部従動歯車１２０における上下の半径範囲に対応して、第１下部モ
ータ１１６の出力軸１１６ａを位置させて、この出力軸１１６ａに固定される下部駆動歯
車１１８を下部従動歯車１２０より小径に設定している。これにより、第１下部駆動機構
では、下部駆動歯車１１８を挟んで左右に並ぶ２つの下部従動歯車１２０,１２０におい
て隣り合う四半円のなす隙間に、これら下部従動歯車１２０,１２０にかみ合う下部駆動
歯車１１８の一部が収まって、下部ベース部材１０２において下部駆動歯車１１８および
下部従動歯車１２０の設置に要する上下スペースを少なくでき、第１下部駆動機構の上下
寸法をコンパクトにできる。
【００３０】
　前記下部連繋孔部１１４は、短手寸法(短手に沿う方向の寸法)が下部連繋軸１２２の外
径と一致すると共に、長手寸法(長手に沿う方向の寸法)が下部従動歯車１２０の回転に伴
う下部連繋軸１２２の回転変位経路の直径以上に形成される(図２４参照)。実施例では、
下部連繋軸１２２の直径分以下の余裕寸法をとって下部連繋孔部１１４の長手寸法が設定
されている。また、下部取付孔部１０４は、長手寸法が下部従動歯車１２０の回転に伴う
下部連繋軸１２２の回転変位経路の直径以上に形成されている(図２１参照)。すなわち、
下部取付孔部１０４の長手寸法により規定される第１下部可動体１１０(下部取付軸１１
２)の変位許容範囲は、下部連繋軸１２２の回転変位経路の直径以上になるよう設定され
る。実施例では、第１下部可動体１１０の変位許容範囲を下部連繋軸１２２の回転変位経
路の直径と同一に設定して、下部連繋軸１２２の最下点で下部取付軸１１２が下部取付孔
部１０４の開口縁下縁に当接し(図２４(ａ)参照)、下部連繋軸１２２の最上点で下部取付
軸１１２が下部取付孔部１０４の開口縁上縁に当接するようになっている(図２４(ｂ)参
照)。
【００３１】
　なお実施例では、下部従動歯車１２０を４つ組み合わせる構成であるが、２つ以上であ
れば例えば３つでも５つでもよい。また複数の下部従動歯車１２０を、下部駆動歯車１１
８を挟んで対称な位置関係で配置するのが好ましいが、下部駆動歯車１１８を基準として
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何れかの側部のみに下部従動歯車１２０を配置しても、各側部の配置数を変えてもよい。
この場合、下部連繋軸１２２は、左右方向に最も離間した外側に位置する下部従動歯車１
２０,１２０に夫々設けるとよい。
【００３２】
　前記第１下部駆動機構による第１下部可動体１１０の動作について説明する。第１下部
可動体１１０が下位置で待機している場合に、左右の下部連繋軸１２２,１２２は、下部
従動歯車１２０の最下点に位置すると共に、対応の下部連繋孔部１１４の中央部に位置し
ている(図２４(ａ)、図３０(ａ)、図３１(ａ)参照)。第１下部モータ１１６が駆動すると
、下部駆動歯車１１８が回転し、これにつれて下部従動歯車１２０が回転し、左右外側の
下部従動歯車１２０の下部連繋軸１２２,１２２が、同じ方向に同期して回転変位する。
この際、下部連繋軸１２２は、左右方向に延在する下部連繋孔部１１４の長手辺に沿って
左右方向の変位が許容される一方、下部連繋孔部１１４の上側開口縁に係合することで、
左右の下部連繋軸１２２,１２２の上方変位につれて第１下部可動体１１０の左右方向の
姿勢を維持したまま押し上げる。左右の下部連繋軸１２２,１２２が、下部従動歯車１２
０において右端または左端にあって対応の下部連繋孔部１１４の何れか一方の側端部に位
置した際に、第１下部可動体１１０が下位置と上突出位置との中間に位置している(図３
０(ｂ)または図３１(ｂ)参照)。
【００３３】
　左右の下部連繋軸１２２,１２２が下部従動歯車１２０の最上点に位置すると、第１下
部可動体１１０が下部ベース部材１０２の上縁から最も突出した上突出位置に至る(図２
４(ｂ)、図３０(ｃ)、図３１(ｃ)参照)。なお、下部連繋軸１２２の最上点において、該
下部連繋軸１２２が下部連繋孔部１１４の中央部に位置している。そして、下部連繋軸１
２２が最上点から更に回転すると、下部連繋軸１２２が左右方向に延在する下部連繋孔部
１１４の長手辺に沿って左右方向の変位が許容される一方、下部連繋孔部１１４の下側開
口縁に係合することで、左右の下部連繋軸１２２,１２２の下方変位につれて第１下部可
動体１１０の左右方向の姿勢を維持したまま押し下げる。第１下部駆動機構は、第１下部
可動体１１０を例えば所定回数だけ上下に往復動した後、後述する第１下部検出手段(原
位置検出手段)１２４による第１下部検出片(検出片)１１５の検出によって、第１下部可
動体１１０を下位置で停止する(例えば図２６参照)。
【００３４】
　このように、第１下部駆動機構は、第１下部モータ１１６を一方向に回転するだけで、
第１下部可動体１１０を上下に往復動することができ、第１下部モータ１１６の制御を簡
単にすることが可能となる。また、第１下部駆動機構は、下部駆動歯車１１８を基準とし
て一側部に複数(実施例では２つ)の下部従動歯車１２０を設置することで、一側部に例え
ば１つの下部従動歯車１２０を設置する場合と比べて下部従動歯車１２０の外径を大きく
することなく、左右に長尺な第１下部可動体１１０を外側で支持することができ、左右長
尺な第１下部可動体１１０をバランスよく支持して、適切に動作させることができる。換
言すれば、下部駆動歯車１１８を基準として一側部に複数の下部従動歯車１２０を設置す
ることで、一つ一つの下部従動歯車１２０を小さくできるから、下部従動歯車１２０の設
置に要する上下スペースを削減できる。
【００３５】
　実施例では、第１下部モータ１１６を一方向に回転する構成であるが、該第１下部モー
タ１１６の制御負荷の増大を考慮しなければ、第１下部モータ１１６を正逆回転制御して
もよい。
【００３６】
(第２下部可動体)
　図１３および図１５に示すように、前記第２下部可動体１３０は、下部内周装飾部４０
の前側に回転可能に設けられ、下部ベース部材１０２に設けられた第２下部駆動機構によ
って下部内周装飾部４０への支持部位を中心として揺動するようになっている。図１５、
図２８および図２９に示すように、第２下部可動体１３０は、細長く薄型の箱状体であっ
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て、後面の中央部に下部支持軸(支持軸)１３２が設けられると共に、この下部支持軸１３
２から該第２下部可動体１３０の長手に沿う方向に離間して下部連結軸(連結軸)１３４が
後面に設けられている。また第２下部可動体１３０の後面には、下部支持軸１３２を挟ん
で下部連結軸１３４と反対側に下部補助軸(補助軸)１３６が設けられると共に、同様に下
部支持軸１３２を挟んで下部連結軸１３４と反対側の後面に、後述する第２下部検出手段
(原位置検出手段)１２６の検出対象となる第２下部検出片(検出片)１３８が突出形成され
ている。なお、実施例の第２下部可動体１３０では、左側に下部連結軸１３４が設けられ
、右側に下部補助軸１３６が設けられている。そして、第２下部検出片１３８は、下部補
助軸１３６の右側(外側)に並べて配置されている。
【００３７】
　図２８および図２９に示すように、前記第２下部可動体１３０は、光を透過しない不透
明な枠部１４０を本体として、光拡散部１４２,１４４、ロゴＬＥＤ基板(発光体基板)１
４６および後壁部１４８を順に枠部１４０に取り付けて構成される。なお、第２下部可動
体１３０は、パチンコ機のモチーフに合わせた複雑な外形とされる。枠部１４０は、第２
下部可動体１３０の前面を構成する前壁１４０ａと、この前壁１４０ａの外周縁から後側
に延出形成されて、第２下部可動体１３０の側面を構成する周壁１４０ｂとを備え、前壁
１４０ａの後側に周壁１４０ｂで囲われて光拡散部１４２,１４４、ロゴＬＥＤ基板１４
６および後壁部１４８の収容空間が画成される。また枠部１４０には、前壁１４０に複数
の前壁開口部(開口部)１４０ｃが設けられると共に、前壁１４０ａの後面から後側へ向け
て円柱形状の突片１４０ｄが複数突出形成され、実施例では、長手辺が延在する左右方向
に離間して３つの突片１４０ｄが設けられている。すなわち、複数の突片１４０ｄは、前
壁１４０ａの後面に設けられるので、前壁１４０ａに隠れて前壁開口部１４０ｃを介して
第２下部可動体１３０の外側から視認不能である。なお、突片１４０ｄの前壁１４０ａか
らの突出寸法は、周壁１４０ｂの前壁１４０ａからの突出寸法より僅かに(後壁部１４８
の板厚分)小さくなるよう設定される。更に枠部１４０は、突片１４０ｄより突出寸法を
抑えて前壁１４０ａの後面に形成され、第２下部可動体１３０の短手に沿う方向に延在す
る規制突部１４０ｅを備えている。なお、実施例の規制突部１４０ｅは、光拡散部の後述
する前光拡散部１４２の板厚分程度の突出寸法にしてある。
【００３８】
　図２８および図２９に示すように、前記光拡散部１４２,１４４は、枠部１４０の収容
空間に嵌め合わせてロゴＬＥＤ基板１４６の前側に配置され、前壁１４０ａの複数の前壁
開口部１４０ｃから露出する部位が第２下部可動体１３０の前面を構成している。光拡散
部１４２,１４４は、光拡散処理が施された部材単体または光拡散処理が施された光透過
性を有する部材を複数組み合わせて構成され、実施例では、前側から前光拡散部１４２、
後光拡散部１４４および光拡散シート(図示せず)を順に重ね合せて構成される。
【００３９】
　図２８および図２９に示すように、前記前光拡散部１４２は、光拡散処理が施された有
色半透明の部材であって、枠部１４０の収容空間において最前に取り付けられる。また前
光拡散部１４２は、枠部１４０の前壁１４０ａに設けられた複数の前壁開口部１４０ｃに
夫々整合する突出部１４２ａを複数有すると共に、外形形状が枠部１４０の周壁１４０ｂ
の内側に整合する形状に形成されている。なお、各突出部１４２ａは、前壁開口部１４０
ｃの中央部に向けて凸となるよう傾斜面を組み合わせて形成される。更に前光拡散部１４
２は、前壁１４０ａ後面に突出する複数の突片１４０ｄに対応して光拡散部通孔１４３が
前後に貫通形成されると共に、前壁１４０ａ後面に突出する規制突部１４０ｅに対応する
部位に規制切欠１４２ｂが切り欠き形成されている。そして、前光拡散部１４２は、周壁
１４０ｂの内側に嵌め込んで光拡散部通孔１４３に対応の突片１４０ｄを挿通すると共に
、前壁１４０ａの後面に突出部１４２ａを除く前面を突き合わせて規制突部１４０ｅに規
制切欠１４２ｂを嵌め合わせることで、収容空間において上下左右方向に移動しないよう
位置決めされる。この際、前光拡散部１４２は、突出部１４２ａが対応の前壁開口部１４
０ｃから前側に突出して、第２下部可動体１３０の前面を構成するので(図１５参照)、第
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２下部可動体１３０の立体感が増し、突出部１４２ａの形状によって後側から照射された
光を適切に拡散し得る。
【００４０】
　図２８および図２９に示すように、前記後光拡散部１４４は、光拡散処理が施された有
色半透明の部材であって、枠部１４０の収容空間において前から２番目(前光拡散部１４
２の後側)に取り付けられる。また後光拡散部１４４は、外形形状が枠部１４０の周壁１
４０ｂの内側に整合する形状に形成されると共に、平坦な板状本体部分の後面外周縁に、
後隔片(スペーサ部)１４４ａが後側に向けて突出形成されている。更に後光拡散部１４４
は、前壁１４０ａ後面に突出する複数の突片１４０ｄに対応して光拡散部通孔１４３が前
後に貫通形成されると共に、前壁１４０ａ後面に突出する規制突部１４０ｅに対応する部
位に規制切欠１４４ｂが切り欠き形成されている。そして、後光拡散部１４４は、周壁１
４０ｂの内側に嵌め込んで光拡散部通孔１４３に対応の突片１４０ｄを挿通すると共に、
前光拡散部１４２の後面に前面を突き合わせて規制突部１４０ｅに規制切欠１４４ｂを重
ねて、収容空間において上下左右方向に移動しないよう位置決めされる。
【００４１】
　前記光拡散シートは、所謂レンズシートの如き光拡散処理が施されたシートであって、
枠部１４０の収容空間において前から３番目(後光拡散部１４４の後側でロゴＬＥＤ基板
１４６の前側)に取り付けられる。また光拡散シートは、外形形状が枠部１４０の周壁１
４０ｂに内側に整合する形状に形成されている。更に光拡散シートは、前壁１４０ａ後面
に突出する複数の突片１４０ｄに対応して光拡散部通孔が前後に貫通形成されると共に、
前壁１４０ａ後面に突出する規制突部１４０ｅに対応する部位に規制切欠が切り欠き形成
されている。そして、光拡散シートは、周壁１４０ｂの内側に嵌め込んで光拡散部通孔に
対応の突片１４０ｄを挿通すると共に、後光拡散部１４４における後隔片１４４ａの後端
に外周縁前面を突き合わせて規制突部１４０ｅに規制切欠を重ねて、後隔片１４４ａとロ
ゴＬＥＤ基板１４６とに挟まれて収容空間において位置決めされる。
【００４２】
　図２８および図２９に示すように、前記ロゴＬＥＤ基板１４６は、前面に複数のＬＥＤ
(発光体)１４６ａを有し、枠部１４０の収容空間において光拡散部１４２,１４４の後側
に配置されている。またロゴＬＥＤ基板１４６は、外形形状が枠部１４０の周壁１４０ｂ
の内側に整合する形状に形成されている。更にロゴＬＥＤ基板１４６は、前壁１４０ａ後
面に突出する複数の突片１４０ｄに対応して基板通孔１４６ｂが前後に貫通形成されると
共に、前壁１４０ａ後面に突出する規制突部１４０ｅに対応する部位に規制切欠１４６ｃ
が切り欠き形成されている。なお、基板通孔１４６ｂは、ＬＥＤ１４６ａの配置に応じて
ロゴＬＥＤ基板１４６の外周縁から切り欠いて形成したものがある。ロゴＬＥＤ基板１４
６の後面には、該ロゴＬＥＤ基板１４６に電力を供給する配線が接続されるロゴＬＥＤ基
板ソケット(ソケット)１４７が後側に向けて突出形成され、このソケット１４７は後側に
開口している。そして、ロゴＬＥＤ基板１４６は、周壁１４０ｂの内側に嵌め込んで基板
通孔１４６ｂに対応の突片１４０ｄを挿通すると共に、後光拡散部１４４における後隔片
１４４ａの後端に光拡散シートを介して外周縁前面を突き合わせて規制突部１４０ｅに規
制切欠１４６ｃを重ねて、収容空間において上下左右方向に移動しないように位置決めさ
れる。また、ロゴＬＥＤ基板１４６は、後隔片１４４ａによってＬＥＤ１４６ａと後光拡
散部１４４におけるＬＥＤ１４６ａの前側に延在する光拡散面との間のスペースが一定間
隔で保持される。
【００４３】
　図２８および図２９に示すように、前記後壁部１４８は、ロゴＬＥＤ基板１４６の後側
に設けられて、第２下部可動体１３０の後面を構成する不透明の部材であって、後面に前
記下部支持軸１３２、下部連結軸１３４、下部補助軸１３６および第２下部検出片１３８
が設けられている。後壁部１４８は、周壁１４０ｂの内側に整合する外形形状に形成され
ている。また後壁部１４８は、圧入して固定される下部支持軸１３２を保持する前ボス部
１４８ａが前面中央部に設けられ、この前ボス部１４８ａは、側部を面取りして外形が多
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角形状になるよう形成されている。そして、後壁部１４８は、周壁１４０ｂの内側に嵌め
込んで前面外周縁に前側に突出形成した前隔片(スペーサ部)１４８ｂの前端をロゴＬＥＤ
基板１４６の後面に当接させると共に、複数の突片１４０ｄに対応して前面に凹状に設け
られた受部１４８ｃに対応の突片１４０ｄを収容して収容空間の後側を塞ぐように組み付
けられる。この際、後壁部１４８は、ロゴＬＥＤ基板１４６の中央部に前ボス部１４８ａ
に整合する形状で開設された前ボス孔１４６ｄに前ボス部１４８ａを挿入し、この後壁部
１４８にロゴＬＥＤ基板ソケット１４７に対応して開設された後壁ソケット開口(ソケッ
ト開口)１４９を介してロゴＬＥＤ基板ソケット１４７を後側に露出させるようになって
いる。すなわち、ロゴＬＥＤ基板１４６と後壁部１４８とは、前ボス孔１４６ｄと前ボス
部１４８ａとの嵌合によっても互いに位置決めされる。
【００４４】
　更に、後壁部１４８は、前壁１４０ａ後面に突出する規制突部１４０ｅに対応する部位
に規制切欠１４８ｄが切り欠き形成されている。後壁部１４８は、前隔片１４８ｂによっ
てロゴＬＥＤ基板１４６との間に隙間を設け、ロゴＬＥＤ基板１４６の後側に突出する抵
抗が該後壁部１４８に干渉しないようになっている。ここで、第２下部可動体１３０では
、ロゴＬＥＤ基板ソケット１４７が下部支持軸１３２から該第２下部可動体１３０の長手
に沿う方向に離間して配置され、実施例のロゴＬＥＤ基板ソケット１４７は、第２下部可
動体１３０の後面において下部支持軸１３２と下部連結軸１３４との間に位置している。
【００４５】
　前記第２下部可動体１３０は、枠部１４０の周壁１４０ｂおよび突片１４０ｄによって
光拡散部１４２,１４４、光拡散シート、ロゴＬＥＤ基板１４６および後壁部１４８が上
下左右方向に位置決めされて、突片１４０ｄに受部１４８ｃを介して後壁部１４８の後側
からネジで固定される。ここで、光拡散部１４２,１４４、光拡散シートおよびロゴＬＥ
Ｄ基板１４６は、枠部１４０の前壁１４０ａと後壁部１４８の前隔片１４８ｂとの間に挟
まれて互いに前後に位置決めされるので、光拡散部１４２,１４４、光拡散シートおよび
ロゴＬＥＤ基板１４６の夫々をネジ等で別々に固定する必要はない。また、第２下部可動
体１３０では、枠部１４０における前壁１４０ａに設けた規制突部１４０ｅが前光拡散部
１４２の規制切欠１４２ｂに嵌合するが、後光拡散部１４４、光拡散シート、ロゴＬＥＤ
基板１４６および後壁部１４８の規制切欠１４４ｂ,１４６ｃ,１４８ｄは、規制突部１４
０ｅに重なって該第２下部可動体１３０の後側に開口している。すなわち、第２下部可動
体１３０は、これらの規制切欠１４４ｂ,１４６ｃ,１４８ｄからなる開口を介して前光拡
散部１４２から後壁部１４８までの収容空間に取り付けた部材を確認することができる。
また、前光拡散部１４２は、枠部１４０の前壁開口部１４０ｃから突出部１４２ａが露出
するので、第２下部可動体１３０の揺動時にがたつきのないより確実な位置決め保持がな
されている。
【００４６】
　前記第２下部可動体１３０を支持する取付部としての下部内周装飾部４０は、半透明の
樹脂を基本とした部材であって、下部ベース部材１０２の前側を覆って該下部ベース部材
１０２に取り付けられている(図１４参照)。すなわち、下部内周装飾部４０は、裏ユニッ
ト３０の下辺に亘って左右に長手を延在させて下部ベース部材１０２を介して裏ユニット
３０に取り付けられ、遊技盤２０において透明板２２を介して前面から視認可能で、また
表示部２０ｂの下辺を構成している(図２参照)。また下部内周装飾部４０は、透明板２２
の後面に沿って前面が延在する前突部４３と、透明板２２の後面から離間するよう前突部
４３より後側に凹んだ設置凹部４４とを有している(図１７または図１９参照)。前突部４
３は、下部内周装飾部４０における左右方向中央部の下側領域に設けられ、下縁を裾とす
る山形に形成されており、前突部４３の下部は、表示部２０ｂの下側に位置して透明板２
２の下部に取り付けられる始動入賞装置２５の後側に重なっている。なお、下部演出装置
１００では、前突部４３および下部ベース部材１０２の下部中央に、透明板２２の後側に
突出する始動入賞装置２５の後部に合わせて、下縁から一部切り欠いて入賞装置凹部１０
１が設けられ、この入賞装置凹部１０１に始動入賞装置２５の後部を受け入れるようにな
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っている。設置凹部４４は、下部内周装飾部４０における前突部４３の上側領域に、前突
部４３より後側に下がって延在した段差状に設けられ、透明板２２と設置凹部４４との間
のスペースに第２下部可動体１３０が設置される。すなわち、第２下部可動体１３０は、
始動入賞装置２５における遊技領域２０ａに開口する始動入賞口２５ａの直上に位置して
、透明板２２におけるステージ７４の後側に配置される
【００４７】
　図１７、図１８および図１９に示すように、前記設置凹部４４には、中央部に第２下部
可動体１３０の下部支持軸１３２を回転可能に支持する下部支持孔部(支持孔部)４５が設
けられ、この下部支持孔部４５に支持されて揺動する第２下部可動体１３０に伴う下部連
結軸１３４および下部補助軸１３６の移動経路に対応して下部連結軸通孔(通孔)４６およ
び下部補助軸通孔(別の通孔)４７が開設されている。また、設置凹部４４には、下部支持
孔部４５に支持されて揺動する第２下部可動体１３０に伴うロゴＬＥＤ基板ソケット１４
７および第２下部検出片１３８の移動経路に対応して第２下部ソケット通孔(ソケット通
孔)４８および第２下部検出片通孔(検出片通孔)４９が開設されている。ここで、設置凹
部４４には、下部支持孔部４５の左側に下部連結軸１３４に対応した下部連結軸通孔４６
が前後に貫通形成され、下部支持孔部４５の右側に下部補助軸１３６に対応した下部補助
軸通孔４７が前後に貫通形成されている。また設置凹部４４には、下部支持孔部４５と下
部連結軸通孔４６との間に第２下部ソケット通孔４８が前後に貫通形成されて、第２下部
可動体１３０の後面から突出するロゴＬＥＤ基板ソケット１４７を受け入れるようになっ
ている。更に、設置凹部４４には、下部補助軸通孔４７の右側(外側)に第２下部検出片通
孔４９が前後に貫通形成され、この第２下部検出片通孔４９の上下の中間部位が左右方向
に拡張して開設されて、当該拡張部位に第２下部検出手段１２６を受け入れるようになっ
ている(図１７または図１９参照)。
【００４８】
　図１７に示すように、前記設置凹部４４の前面には、下部支持孔部４５を挟んで左右に
支持突起４４ａ,４４ａが設けられ、これら支持突起４４ａ,４４ａが第２下部可動体１３
０の対応する側部後面に当接し、下部支持軸１３２の外周に有するスリーブのフランジが
下部支持孔部４５の開口縁に当接して、設置凹部４４と第２下部可動体１３０との摺接部
位を最小限に抑えている。なお、下部連結軸１３４および下部補助軸１３６も外周にスリ
ーブを有し、下部連結軸１３４のスリーブは、下部連結軸通孔４６の後側に後述する下部
ラックの上端が整合するので短尺であり、下部補助軸１３６のスリーブは、下部補助軸通
孔４７の開口縁が後側に向けて突出しているので(図２２参照)、下部連結軸１３４のスリ
ーブと比べて長尺に設定されている。
【００４９】
(第２下部駆動機構)
　図２５に示すように、前記第２下部可動体を揺動する第２下部駆動機構は、駆動手段と
しての第２下部モータ(モータ)１６０と、この第２下部モータ１６０の出力軸に固定され
た下部ピニオン(ピニオン)１６２と、第２下部可動体１３０の下部連結軸１３４に連結さ
れると共に、下部ピニオン１６２の回転につれて往復動する下部ラック(ラック)１６４と
から構成される。下部演出装置１００では、第１下部可動体１１０を動作させる第１下部
駆動機構の第１下部モータ１１６を下部ベース部材１０２の前側に設けると共に下部駆動
歯車１１８や下部従動歯車１２０等の伝達手段および第１下部可動体１１０を下部ベース
部材１０２の後側に設けている。下部演出装置１００では、第２下部可動体１３０を動作
させる第２下部駆動機構の第２下部モータ１６０を下部ベース部材１０２の後側に設ける
と共に下部ピニオン１６２や下部ラック１６４等の伝達手段および第２下部可動体１３０
を下部ベース部材１０２の前側に設けている。すなわち、第１下部駆動機構と第２下部駆
動機構とは、下部モータ１１６,１６０および下部モータ１１６,１６０の出力を下部可動
体１１０,１３０に伝える伝達手段が下部ベース部材１０２を挟んで前後反対の関係で配
置されている(図２６参照)。
【００５０】
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　前記第２下部可動体１３０が第１下部可動体１１０の前側で下部演出装置１００が有す
る下部可動体１１０,１３０の中で最前面に位置しているので、第２下部駆動機構は、下
部ベース部材１０２の前側に伝達手段を設け、前後に設置スペースを要する第２下部モー
タ１６０を下部ベース部材１０２の後側に設けるのが、スペースの有効利用の観点から合
理的である。一方、第１下部駆動機構は、第１下部可動体１１０が下部ベース部材１０２
の後側に位置しているので、下部ベース部材１０２の後側に伝達手段を設け、前後に設置
スペースを要する第１下部モータ１１６を下部ベース部材１０２の前側に設けるのが、ス
ペースの有効利用の観点から合理的である。しかも、第１下部モータ１１６は、下部内周
装飾部４０の後側に設置凹部４４と比較して空間を有する前突部４３に収容されるので、
設置凹部４４の前側に設置される第２下部可動体１３０と干渉することはない。このよう
に、下部演出装置１００は、第１下部駆動機構と第２下部駆動機構とを動作させる下部可
動体１１０,１３０の位置に応じて下部ベース部材１０２の前面と後面とに振り分けて設
置することで、全体としてコンパクトにでき、透明板２２と裏ユニット３０との間の限ら
れた前後スペースであっても、前後に並べて複数(２つ)の下部可動体１１０,１３０を設
けることが可能となる(図３参照)。
【００５１】
　前記第２下部駆動機構について具体的に説明する。図２４に示すように、前記第２下部
モータ１６０は、出力軸を前側に向けて下部ベース部材１０２における第１設置面部１０
２ａの後面に取り付けられる。第２下部モータ１６０は、第１下部可動体１１０の往復動
の範囲外(実施例では、下位置の第１下部可動体１１０の下側)で、下部ベース部材１０２
における何れか一方の側部(実施例では、左側)に偏倚させて配置される。第２下部モータ
１６０は、ネジ固定のためのモータ取付片１６０ａが突出形成されて、下部ベース部材１
０２の後面にモータ取付片１６０ａに対応して設けた下部保持片１０７に外周が保持され
て位置決めされている。なお、裏ユニット３０は、第２下部モータ１６０の後側に対応す
る位置に放熱用の開口３２を備えている(図５および図８参照)。
【００５２】
　図２５または図２７に示すように、前記下部ピニオン１６２は、板状の平歯車であって
、下部ベース部材１０２における第１設置面部１０２ａの前側に突出する出力軸に固定さ
れて第１設置面部１０２ａの前側に設けられる。下部ピニオン１６２は、下部ベース部材
１０２の前側から取り付けられるピニオン保持片１６３と下部ベース部材１０２との間に
回転可能に保持されている。
【００５３】
　図２５または図２７に示すように、前記下部ラック１６４は、細長い板状部材であって
、第１設置面部１０２ａの前面に上下に離間して突出形成された２つの下部ラック軸１０
８,１０８に対応して、下部ラック１６４には該下部ラックの長手に沿う方向に離間して
２つの下部ラック孔部１６６,１６６が開設されている。下部ラック孔部１６６は、下部
ラック１６４の長手辺に長手を沿わせた長孔形状に形成されて、該下部ラック孔部１６６
の短手寸法が下部ラック軸１０８の外径と略同一に設定されている。下部ラック１６４は
、上下の下部ラック軸１０８,１０８を対応する下部ラック孔部１６６,１６６に夫々収容
して下部ベース部材１０２に対してスライド可能に保持され、第１設置面部１０２ａの前
側において下部ピニオン１６２の内側(第１設置面部１０２ａの中央部に設けられた第１
下部モータ１１６と下部ピニオン１６２との間)に配置される。すなわち、下部ラック１
６４は、その長手辺が上下方向に延在すると共に、下部ラック孔部１６６の長手も上下方
向に延在するようになっている。また下部ラック１６４には、下部ピニオン１６２に臨む
側縁(左側縁)下部に、該下部ピニオン１６２にかみ合う歯部が設けられている。そして、
下部ラック１６４は、第２下部モータ１６０の正逆回転に伴う下部ピニオン１６２の正逆
回転により遊技盤面に沿う上下方向に直線的に往復動するよう構成される。なお、下部ラ
ック１６４は、下部ベース部材１０２の前側を覆う下部内周装飾部４０の内側の範囲で変
位するようになっている。
【００５４】
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　図２５または図２７に示すように、前記下部ラック１６４は、下部ピニオン１６２がか
み合う下部と反対側の端部である上部に、第２下部可動体１３０の下部連結軸１３４を受
け入れる下部連結孔部(連結孔部)１６８を備えている。下部連結孔部１６８は、下部ラッ
ク１６４の往復移動方向と交差する遊技盤面に沿う左右方向に長手が延在する長孔形状に
形成されている。そして、下部ラック１６４は、下部連結軸通孔４６を介して下部内周装
飾部４０の後側に突出した下部連結軸１３４を下部連結孔部１６８に受容して、上下への
往復動につれて下部連結孔部１６８における上下の開口縁に当接する下部連結軸１３４を
上下に押動するようになっている。すなわち、第２下部可動体１３０は、下部連結軸１３
４が下部ラック１６４により上下に押動されることで、下部支持軸１３２を中心として揺
動される。
【００５５】
　図３３に示すように、前記下部支持軸１３２、下部連結軸１３４および下部補助軸１３
６は、下部支持孔部４５、下部連結軸通孔４６および下部補助軸通孔４７を介して下部内
周装飾部４０の後側に夫々突出した後端が、下部リンク(リンク)１７０で互いに連結され
てる。下部リンク１７０は、下部連結軸１３４および下部補助軸１３６の後端に夫々合わ
せて、該下部リンク１７０の両端に凹状に形成された２ヶ所の側部受容部と、下部内周装
飾部４０の後面から突出形成された下部支持孔部４５の後部およびこの下部支持孔部４５
から突出する下部支持軸１３２の後部に合わせて、該下部リンク１７０の中央部に段状に
凹ませて形成された中央受容部(何れも図示せず)とを備えている。下部リンク１７０は、
前記受容部に対応の軸１３２,１３４,１３６を受け入れて組み付けた際に、下部補助軸通
孔４７の開口縁全周に突出形成された保持リブ(リブ)４７ａと、第２下部ソケット通孔４
８における下部連結軸通孔４６側の開口縁に突出形成された保持リブ(リブ)４８ａとに前
面が当接するよう構成されている。なお、保持リブ４７ａ,４８ａは、第２下部可動体１
３０の揺動に伴う下部補助軸１３６およびロゴＬＥＤ基板ソケット１４７の移動経路に合
わせて開設された通孔４７,４８の開口縁に沿わせて設けられているので、該保持リブ４
７ａ,４８ａは、第２下部可動体１３０の揺動に伴う下部リンク１７０の移動経路全体に
亘って該下部リンク１７０を支持可能になっている。
【００５６】
　このように、第２下部可動体１３０は、下部連結軸１３４が下部ラック１６４によって
押動される構成であるが、下部連結軸１３４と下部補助軸１３６とを連結する下部リンク
１７０によって下部支持軸１３２を挟んで下部連結軸１３４と反対側の下部補助軸１３６
側からも、下部連結軸１３４側と同期して第２下部可動体１３０を押動することができる
(図３３参照)。第２下部可動体１３０は、左右方向に長手が延在する比較的大型の部材で
あるが、長手に離間する下部連結軸１３４と下部補助軸１３６とからバランスよく押動さ
れるので、安定して動作させることができる。しかも、第２下部可動体１３０は、前側へ
の移動が下部支持孔部４５の後部に嵌合すると共に保持リブ４７ａ,４８ａで前方変位を
規制された下部リンク１７０によって阻まれるので、ロゴＬＥＤ基板１４６等を内蔵して
重くなっても前のめりになることはなく、適切な姿勢を維持し得る。
【００５７】
　前記第２下部駆動機構による第２下部可動体１３０の動作について説明する。第２下部
可動体１３０が待機姿勢にある場合に、第２下部検出片１３８は、第２下部検出手段１２
６に位置している。第２下部モータ１６０の一方への回転駆動につれて下部ピニオン１６
２が回転すると、下部ラック１６４が例えば上方に変位し、これに伴って下部連結孔部１
６８に挿入された下部連結軸１３４が上方に変位されることで、第２下部可動体１３０の
左側部が下部支持軸１３２を中心として押し上げられて右側部が下がる(図３２(ａ)参照)
。また、第２下部モータ１６０が他方へ回転駆動されて、下部ラック１６４が下方に変位
し、これに伴って下部連結孔部１６８に挿入された下部連結軸１３４が下方に変位される
ことで、第２下部可動体１３０の左側部が下部支持軸１３２を中心として押し下げられて
右側部が上がる(図３２(ｂ)参照)。すなわち、第２下部モータ１６０が所定の制御下に正
逆回転することで、下部ラック１６４の上下往復動につれて第２下部可動体１３０が揺動
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する。そして、第２下部可動体１３０は、例えば所定回数揺動されると、第２下部検出片
１３８が第２下部検出手段１２６で検出されることを条件として第２下部モータ１６０が
停止される。
【００５８】
　図２４に示すように、前記第１下部可動体１１０は、左右の下部連繋孔部１１４,１１
４の間に位置して左右に離間配置されて、前後に貫通する２つの下部挿脱孔１１０ｂ,１
１０ｂを有している。下部演出装置１００では、第１下部可動体１１０の上突出位置にお
いて、左側の下部挿脱孔１１０ｂが待機位置にある第２下部可動体１３０の下部リンク１
７０の左端部後側に位置し、右側の下部挿脱孔１１０ｂが待機位置にある第２下部可動体
１３０の下部リンク１７０の右端部後側に位置するよう構成される。すなわち、下部演出
装置１００では、下部リンク１７０の左端部後側から下部ラック１６４の下部連結孔部１
６８を挟んで下部連結軸１３４に螺合されるネジを、第１下部可動体１１０を取り外すこ
となく左側の下部挿脱孔１１０ｂを介して着脱し得ると共に、下部リンク１７０の右端部
後側から下部補助軸１３６に螺合されるネジを、第１下部可動体１１０を取り外すことな
く右側の下部挿脱孔１１０ｂを介して着脱し得る。
【００５９】
(発光手段)
　前記下部演出装置１００は、第２下部可動体１３０の内蔵されたロゴＬＥＤ基板１４６
だけでなく、他にもＬＥＤ基板(発光体基板)１７２,１７４,１７６を備えている。図２３
または図２５に示すように、下部ベース部材１０２には、中央部に設置した第１下部モー
タ１１６の前側に位置して該モータ１１６を隠すように取り付けられた第１下部ＬＥＤ基
板(発光体基板)１７２と、第１設置面部１０２ａの前側から第２設置面部１０２ｂの前側
を延在するように下部ベース部材１０２の両側部に取り付けられた２つの第２下部ＬＥＤ
基板(別の発光体基板)１７４,１７４とを備えている。第１下部ＬＥＤ基板１７２は、下
部内周装飾部４０の前突部４３に第１下部モータ１１６と共に収容されて、前突部４３の
入賞装置凹部１０１に合わせて透明板２２に設置される始動入賞装置２５の上側に配置さ
れる。第１下部ＬＥＤ基板１７２の配線接続口(図示せず)は、該第１下部ＬＥＤ基板１７
２と下部ベース部材１０２との間に設けられて前側から隠れている。すなわち、第１下部
ＬＥＤ基板１７２は、始動入賞装置２５の始動入賞口２５ａの上側で、ステージ７４から
始動入賞口２５ａへパチンコ球が流下する経路を照明することになり、遊技者が注目する
始動入賞口２５ａの回りを適切に発光演出し得る。また、下部演出装置１００は、下部内
周装飾部４０の前突部４３に第１下部ＬＥＤ基板１７２および第１下部モータ１１６を収
容する構成であるので、下部内周装飾部４０の下部ベース部材１０２への取り付けに際し
て、位置合わせを行い易い。なお、枠状装飾体７０には、第１下部ＬＥＤ基板１７２の前
側に対応して重なる下部部位に、光拡散処理が施されており、この光拡散処理によって第
１下部ＬＥＤ基板１７２から照射された光をより適切に拡散している。
【００６０】
　前記第２下部ＬＥＤ基板１７４は、下部ベース部材１０２の前側に設置される下部ピニ
オン１６２および下部ラック１６４の略同一垂直平面上に前面が位置しており(図２６参
照)、下部ベース部材１０２の左側部に設置される第２下部ＬＥＤ基板１７４は、下部ピ
ニオン１６２の上側で下部ラック１６４の左側(外側)に配置される(図２３または図２５
参照)。また第２下部ＬＥＤ基板１７４は、下部ベース部材１０２において下部内周装飾
部４０の設置凹部４４に前側が覆われて、下部連繋軸１２２が設けられた外側の下部従動
歯車１２０の前側に位置している。第２下部ＬＥＤ基板１７４は、第１設置面部１０２ａ
の前側から第２設置面部１０２ｂの前側を延在するように下部ベース部材１０２に取り付
けてあるので、第１設置面部１０２ａの後側に延在する第２設置面部１０２ｂと第２下部
ＬＥＤ基板１７４との間に、第１下部可動体１１０の下部取付軸１１２の前端が変位する
スペースや第１および第２下部検出手段１２４,１２６の設置スペースを確保できる。な
お、左側の第２下部ＬＥＤ基板１７４は、下部ベース部材１０２の左下部に設けられる第
２下部モータ１６０の取り付け部分を避けるように切り欠き形成されている。
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【００６１】
　図１５に示すように、前記下部内周装飾部４０における前突部４３の後面には、第３下
部ＬＥＤ基板(更に別の発光体基板)１７６が、第１下部ＬＥＤ基板１７２および第２ＬＥ
Ｄ基板１７４の前側から外れた位置に設けられている。第３下部ＬＥＤ基板１７６は、下
部ベース部材１０２の中央に位置する第１下部モータ１１６の左右に位置すると共に、下
部連繋軸１２２が設けられた下部従動歯車１２０の下部駆動歯車１１８側に連繋する内側
の下部従動歯車１２０の前側に位置しており、前突部４３の入賞装置凹部１０１に合わせ
て透明板２２に設置される始動入賞装置２５の左右に配置される。そして、第３下部ＬＥ
Ｄ基板１７６を前突部４３に設置することで、第３下部ＬＥＤ基板１７６の後側に下部ピ
ニオン１６２や下部ラック１６４を配置する前後スペースを確保できる。なお、下部ベー
ス部材１０２の右側上部には、下部内周装飾部４０の下部通路４０ａの後側に対応して第
４下部ＬＥＤ基板１７８が設けられている(図２３参照)。第４下部ＬＥＤ基板１７８は、
下部通路４０ａを隠すと共に、普通入賞装置２７の周辺を発光演出している。
【００６２】
　前記下部内周装飾部４０の前面には、所要部位に下部カバー開口４０ｂが前後に貫通形
成され、この下部カバー開口４０ｂに下部光拡散カバー４０ｃが取り付けられている(図
１３参照)。すなわち、下部内周装飾部４０は、下部カバー開口４０ｂを覆う下部光拡散
カバー４０ｃによって前面の一部が構成されている。なお、下部光拡散カバー４０ｃは、
下部カバー開口４０ｂに整合する外形形状に形成された側縁に設けた図示しない爪を、下
部カバー開口４０ｂの開口縁に引っ掛けて取り付けられる。下部内周装飾部４０は、ラメ
入りの樹脂からなる有色半透明であるのに対して、下部光拡散カバー４０ｃは、後面に筋
状の凹凸を並べた無色問透明な樹脂部材であり、下部内周装飾部４０と下部光拡散カバー
４０ｃとの光拡散処理が相違するよう構成される。ここで、下部内周装飾部４０では、下
部カバー開口４０ｂが設置凹部４４における第２下部可動体１３０の側方に位置して、第
２下部可動体１３０の揺動によって一部が隠れるように配置される。また下部カバー開口
４０ｂは、前突部４３の左右の側部にも設けられている。
【００６３】
　前記第１～第４下部ＬＥＤ基板１７２,１７４,１７６,１７８は、下部内周装飾４０の
本体部分で覆われる部位に配置されるＬＥＤとしてフルカラーで発光可能なものが用いら
れ、前側が下部光拡散カバー４０ｃで覆われる部位に配置されるＬＥＤとして単色(実施
例では白色)発光のものが用いられる。すなわち、下部ＬＥＤ基板１７２,１７４,１７６,
１７８では、前側に位置する相違する光拡散処理の施された部材に合わせて、設置するＬ
ＥＤの発光態様を変える構成である。
【００６４】
　前記下部演出装置１００は、前面の大部分を構成する下部内周装飾部４０の本体部分と
下部光拡散カバー４０ｃとで光拡散態様が異なり、夫々の部位に対応して設けられたＬＥ
Ｄの発光態様も異なるので、下部内周装飾部４０の部位によって異なる発光演出を行うこ
とができる。しかも、第２下部可動体１３０の動作につれて該可動体１３０により覆われ
る下部内周装飾部４０の本体部分および下部光拡散カバー４０ｃの領域が変化するので、
発光態様に変化を与えることができる。そして、下部演出装置１００は、強く光を照射し
たい部分を無色透明な下部光拡散カバー４０ｃで構成すると共に、下部光拡散カバー４０
ｃに対応して強い光を照射し得る白色のＬＥＤを用い、これに対して下部内周装飾部４０
の大部分を有色半透明としてフルカラーのＬＥＤを用いており、下部内周装飾部４０と下
部光拡散カバー４０ｃとで夫々の光拡散処理に合わせ適切な種類のＬＥＤを対応して配置
してあるので、発光態様の変化を大きくすることができる。なお、下部内周装飾部４０の
下部光拡散カバー４０ｃを用いた発光態様を変化させる構成は、他の演出装置２００,３
００,４００でも採用可能である。
【００６５】
　図２３に示すように、下部ベース部材１０２の前面には、中央部に設けた第１下部モー
タ１１６を挟んで両側に第２下部ＬＥＤ基板１７４,１７４が設置されており、該下部ベ
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ース部材１０２の前面に、第１下部モータ１１６と左側(一方)の第２下部ＬＥＤ基板１７
４との間に第２下部駆動機構の下部ピニオン１６２および下部ラック１６４が設けられて
いる。また下部ベース部材１０２には、第１下部モータ１１６と下部ラック１６４との間
に下部配線開口(配線用の開口)１０９ａが前後に貫通形成されており、この配線用開口１
０９ａを介して左側の第３下部ＬＥＤ基板１７６に接続する配線が下部ベース部材１０２
の後側に取り出される。更に、下部ベース部材１０２には、第１下部モータ１１６と右側
(他方)の第２下部ＬＥＤ基板１７４との間に下部配線開口(配線用の開口)１０９ｂが前後
に貫通形成されており、この下部配線開口１０９ｂを介して第１下部モータ１１６、第１
下部ＬＥＤ基板１７２および右側の第３下部ＬＥＤ基板１７６に接続する配線が下部ベー
ス部材１０２の後側に取り出される。実施例の下部ベース部材１０２では、第１下部モー
タ１１６の下部から該第１下部モータ１１６の下側に位置する入賞装置凹部１０１の横側
にかけて下部配線開口１０９ａ,１０９ｂが開設されている。このように、下部演出装置
１００では、下部駆動機構および配線の配設スペースを確保しつつ、下部ＬＥＤ基板１７
４,１７６により光の演出を行える。
【００６６】
　前記下部演出装置１００では、第１下部可動体１１０および第２下部可動体１３０の位
置検出のために、夫々の下部可動体１１０,１３０に対応した下部検出手段(原位置検出手
段)１２４,１２６を備えており、これら下部検出手段１２４,１２６は、左右の第２下部
ＬＥＤ基板１７４,１７４に振り分けて設置されている(図２６参照)。
【００６７】
　先ず、第１下部可動体１１０の原位置を検出するための構成について説明する。第１下
部可動体１１０は、一方(実施例では左側)の下部取付軸１１２の左側(外側)に並べて前面
から突出形成された第１下部検出片(検出片)１１５を有している(図２７参照)。下部ベー
ス部材１０２は、左側に位置する下部取付孔部１０４の左側(外側)に平行して、第１下部
可動体１１０の往復動に伴う第１下部検出片１１５の移動経路に対応して開設された第１
下部検出片通孔(検出片通孔)１０２ｄを左側の第２設置面部１０２ｂに有し(図１６参照)
、この第１下部検出片通孔１０２ｄを介して第１下部検出片１１５が下部ベース部材１０
２の前側に臨むようになっている。第１下部可動体１１０に対応する第１下部検出手段１
２４は、左側に位置する第２下部ＬＥＤ基板１７４の後面に設けられ、第２下部ＬＥＤ基
板１７４と第２設置面部１０２ｂとの間のスペースに収容されている(図２６参照)。また
、第１下部検出手段１２４は、下部取付孔部１０４の下端部の横側に配置されており、下
位置にある第１下部可動体１１０の第１下部検出片１１５を第１下部検出手段１２４で検
出するようになっている。すなわち、第１下部検出手段１２４を第１下部可動体１１０を
支持する下部取付軸１１２の一方の近くに配置することで、第１下部可動体１１０の原点
位置を確実に検出できる。
【００６８】
　前記下部ベース部材１０２には、第１下部可動体１１０の往復動の範囲より外側におい
て第１下部検出片通孔１０２ｄの下部に繋げて、左側に位置する第２下部ＬＥＤ基板１７
４の後面に設けた第２下部ソケット(ソケット)１７４ａが臨むソケット通孔１０２ｅが開
設されている(図２４参照)。すなわち、第１下部可動体１１０や第２下部駆動機構の伝達
手段との第２下部ソケット１７４ａに接続される配線との干渉を回避し得る。なお、右側
に位置する第２下部ＬＥＤ基板１７４の第２下部ソケット１７４ａは、裏ユニット３０の
配線開口(図示せず)に向けて斜め下側に開口するよう遊技盤面に沿って後面に設けられる
。
【００６９】
　次に、第２下部可動体１３０の原位置を検出するための構成について説明する。第２下
部可動体１３０に対応する第２下部検出手段１２６は、右側に位置する第２下部ＬＥＤ基
板１７４の前面に設けられ(図２６参照)、下部内周装飾部４０の第２下部検出片通孔４９
の拡張部位に収容される(図１９参照)。そして、実施例では、左右方向に長手辺が延在す
る第２下部可動体１３０が略水平となった際に、第２下部検出手段１２６が第２下部検出
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片１３８を検出するようになっている。第２下部検出手段１２６は、第２下部ＬＥＤ基板
１７４から前側に突出するものの、下部内周装飾部４０の第２下部検出片通孔４９の拡張
部位に収容される構成であるので、下部内周装飾部４０の板厚分のスペースを有効利用し
て、第２下部検出手段１２６を設置するために要する前後のスペースを短縮することがで
きる。第２下部可動体１３０では、下部連結軸１３４と反対側に第２下部検出手段１２６
の検出対象となる第２下部検出片１３８を設けることで、下部ラック１６４による第２下
部可動体１３０の揺動を該検出片１３８や第２下部検出手段１２６が邪魔することなく、
第２下部検出手段１２６における誤検出を抑制することができる。
【００７０】
　前記下部演出装置１００では、下部内周装飾部４０の後面から突出した下部支持孔部４
５の後部を基準として左側に第２下部ソケット通孔４８を介してロゴＬＥＤ基板ソケット
１４７が下部内周装飾部４０の後側に臨んでいる。また、下部内周装飾部４０には、下部
支持孔部４５の後部を基準として左側で、かつ前記第２下部ソケット通孔４８の下側に位
置して、ロゴＬＥＤ基板ソケット１４７に接続した配線の接続先となる第３下部ソケット
(ソケット)１７６ａを後面に備えた第３下部ＬＥＤ基板１７６が設けられている(図１８
参照)。更に下部内周装飾部４０の後面には、下部支持孔部４５の後部を基準として右側(
下部支持孔部４５を挟んで第２下部ソケット通孔４８と反対側)に位置して、下部配線保
持具４１が設けられている。そして、ロゴＬＥＤ基板ソケット１４７と第３下部ソケット
１７６ａとを接続する配線を、下部支持孔部４５の後部の左側を迂回して取り回し、下部
支持孔部４５の後部左側に位置する下部配線保持具４１で該配線の中間部位を保持するよ
う構成している。具体的には、ロゴＬＥＤ基板ソケット１４７に接続した配線は、下部支
持孔部４５の左側から下部支持孔部４５の上方を通り、下部支持孔部４５の右側を回って
下部支持孔部４５の下方を通って第３下部ソケット１７６ａに接続される。なお、下部内
周装飾部４０の後面には、下部支持孔部４５の下側に該下部内周装飾部４０を下部ベース
部材１０２にネジ固定するための下部取付ボス４２が突出形成されており、支持孔部４５
の下側を通る配線は、下部支持孔部４５の後部と下部取付ボス４２との間に保持される。
【００７１】
　図１８に示すように、前記下部演出装置１００では、ロゴＬＥＤ基板ソケット１４７と
第３下部ソケット１７６ａとが、同一の側部に上下の関係で配置されているが、配線を最
短距離となる上下に通して両ソケット１４７,１７６ａに接続すると、配線の取り回し長
さを確保することができずに両ソケット１４７,１７６ａに対する着脱作業を行い難い。
また、上下方向に変位するロゴＬＥＤ基板ソケット１４７のために配線の余裕寸法をとる
と、後側が凸となるように湾曲した配線が、ロゴＬＥＤ基板ソケット１４７の上下変位に
つれて前後方向に変位するので、後側の下部ベース部材１０２に干渉して配線の断線や第
２下部可動体１３０の揺動を妨げるおそれがある。実施例の下部演出装置１００は、配線
を第２下部可動体１３０の揺動方向と交差する左右方向に迂回させて取り回すことで、配
線の取り回し寸法を長くすることができるから、両ソケット１４７,１７６ａに対する着
脱作業を行い易く、配線が邪魔をして第２下部可動体１３０の変位を妨げることもない。
しかも、配線を、左右方向(実施例では右側)に凸になるよう湾曲することができ、ロゴＬ
ＥＤ基板ソケット１４７が上下に変位しても、配線が下部内周装飾部４０の後面に沿って
上下に変位するので、配線が下部ベース部材１０２に干渉することを回避できる。
【００７２】
　前記下部演出装置１００は、第１下部モータ１１６を一方向に回転することで、下部従
動歯車１２０の下部連繋軸１２２の回転変位が第１下部可動体１１０の往復動に変換され
るので、第１下部可動体を往復動させるために第１下部モータ１１６を正逆回転する必要
がなく、第１下部モータ１１６への負荷および制御負荷を軽減することができる。また、
第１下部可動体１１０は、左右に長手が延在しているが、左右に離間して設けられた対を
なす下部連繋軸１２２,１２２で第１下部可動体１１０を支持すると共に、第１下部可動
体１１０の左右に離間する下部取付軸１１２,１１２が下部ベース部材１０２で保持され
る構成であるから、第１下部可動体１１０をバランスよく支持でき、第１下部可動体１１
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０を大型化したり、第１下部可動体１１０の動作頻度や動作速度を増しても、第１下部可
動体１１０をがたつきなく安定して動作することができる。下部演出装置１００は、複数
の下部ＬＥＤ基板１７２,１７４,１７６,１７８を備えているので、第１下部可動体１１
０および第２下部可動体１３０の動作演出と併せて、光による発光演出も行うことができ
る。
【００７３】
　前記下部演出装置１００は、下部駆動歯車１１８および下部従動歯車１２０を下部ベー
ス部材１０２の下部機構収容空間１０２ｃに配置すると共に、前後方向に重ねて配置せず
に遊技盤面に沿って並べているので、第１下部可動体１１０に第１下部モータ１１６から
動力を伝達する伝達手段が前後方向に大型化しない。また、第２ＬＥＤ基板１７４と下部
ベース部材１０２における第２設置面部１０２ａとの間の隙間を利用して第１下部検出手
段１２４を設けてあるので、第１下部検出手段１２４が前または後に突出することを回避
できる。すなわち、下部演出装置１００は、全体として前後方向にコンパクトであって、
透明板２２と裏ユニット３０との間の狭いスペースに設置可能である。
【００７４】
　前記下部演出装置１００は、第１下部可動体１１０の下部取付軸１１２,１１２を保持
する下部取付孔部１０４,１０４、複数の下部従動歯車１２０および下部駆動歯車１１８
を、第１下部可動体１１０の動作方向である上下方向と交差する左右方向に並べて配置し
てあるので、第１下部可動体１１０に第１下部モータ１１６から動力を伝達する伝達手段
が第１下部可動体１１０の動作方向に大型化しない。すなわち、下部演出装置１００は、
全体として上下方向にコンパクトであって、透明板２２と裏ユニット３０との間の狭いス
ペースにおいて表示部２０ｂを塞ぐことなく該表示部２０ｂの下側に設置可能である。
【００７５】
　前記第２下部可動体１３０は、左右に長手辺が延在しているが、中央部に設けた下部支
持軸１３２と該第２下部可動体１３０の長手に沿う左右方向に離間した部位に設けた下部
連結軸１３４を、第２下部モータ１６０に下部ピニオン１６２を介して接続する下部ラッ
ク１６４で動かす構成であるので、第２下部可動体１３０の長手を少なくとも２ヶ所で支
持することができる。すなわち、第２下部可動体１３０が大型化すると共にロゴＬＥＤ基
板１４６を内蔵する等によって重量が嵩んだとしても、第２下部モータ１６０の正逆回転
に適切に連動して該第２下部可動体１３０を安定して揺動させることができる。しかも、
第２下部可動体１３０は、下部連結軸１３４と下部支持軸１３２を挟んで反対側に設けた
下部補助軸１３６を、下部リンク１７０を介して連結しているので、合計３ヶ所でまた左
右にバランスよく支持されている。従って、ＬＥＤ１４６ａによる発光演出が可能な大型
の第２下部可動体１３０を採用することができ、第２下部可動体１３０の動作による演出
効果をより向上し得る。更に、第２下部可動体１３０は、透明板２２の後側に配置されて
いるので、遊技領域２０ａを流下するパチンコ球に第２下部可動体１３０が干渉すること
はなく、遊技者が注視する始動入賞口２５ａの近くに第２下部可動体１３０を配置するこ
とができ、演出効果をより向上し得る。
【００７６】
　前記第２下部可動体１３０は、ロゴＬＥＤ基板１４６に設けたＬＥＤ１４６ａの前側に
設けられる光拡散部１４２,１４４がＬＥＤ１４６ａと間隔をあけて位置決めされると共
に、前光拡散部１４２が枠部１４０における前壁１４０ａの前壁開口部１４０ｃから突出
する突出部１４２ａを有する立体的な形状であるので、ＬＥＤ１４６ａから照射された光
が適切に拡散されて、第２下部可動体１３０の前側に臨む突出部１４２ａ全体が発光して
いるように視認される。しかも、光拡散部が光拡散シートを含めて前後に重なる複数の部
材で構成されているので、各光拡散部の光拡散処理の組み合わせによってＬＥＤ１４６ａ
から照射される光を適切に拡散することができ、第２下部可動体１３０における光の演出
効果を向上できる。また第２下部可動体１３０を構成する部材１４２,１４４,１４６,１
４８が、枠部１４０の収容空間において周壁１４０ｂおよび突片１４０ｄで位置決めされ
た状態で配設されているので、第２下部可動体１３０を揺動しても第２下部可動体の構成
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部材１４２,１４４,１４６,１４８のがたつきを防止することができる。更に、第２下部
可動体１３０の側面および後面が不透明な枠部１４０の周壁１４０ｂおよび後壁部１４８
で構成されているので、前面以外の部分からＬＥＤ１４６ａの光が漏れることはない。
【００７７】
　なお、下部演出装置は、下部ベース部材１０２に下部駆動機構、第１下部可動体１１０
および下部内周装飾部４０が取り付けられる構成であるので、下部ベース部材１０２を基
準としてユニットとして取り扱い可能である。
【００７８】
(上部演出装置)
　前記上部演出装置２００は、図３に示すように、裏ユニット３０における裏ユニット開
口部３０ａ上側を画成する辺部に設置され、装着口に臨んで透明板２２の後側に配置され
ている。また上部演出装置２００は、図２に示すように、表示部２０ｂの上側に位置して
、枠状装飾体７０に装着口に延出するように設けられた前部演出装置３００の後側に設置
されている。
【００７９】
　図３４～図４７に示すように、前記上部演出装置２００は、上部ベース部材(取付部材)
２０２と、この上部ベース部材２０２の後側に設けられた上部可動体２２０と、上部ベー
ス部材２０２に設けられ、上部可動体２２０を動作させる上部駆動機構とから基本的に構
成される。なお、上部演出装置２００は、表示部２０ｂの上側の縁辺を構成する上部内周
装飾部５０が上部ベース部材２０２の前側を覆って該上部ベース部材２０２に取り付けら
れ、この上部内周装飾部５０が上部演出装置２００の前面を構成するカバーとして機能し
ている(図３５または図３７参照)。上部演出装置２００は、後述する前部演出装置３００
と前後の関係で重なるように配置され、前部演出装置３００の後側から上部可動体２２０
が表示部２０ｂに対して出没するようになっている(例えば図３４参照)。
【００８０】
　前記上部ベース部材２０２の前側を覆うカバーとしての上部内周装飾部５０は、半透明
の樹脂を基本とした部材であって、上部ベース部材２０２の中央部の前側を覆って該上部
ベース部材２０２に取り付けられている(図３５または図３７参照)。すなわち、上部内周
装飾部５０は、裏ユニット３０の下辺に亘って左右に長手を延在させて上部ベース部材２
０２を介して裏ユニット３０に取り付けられ、遊技盤２０において透明板２２を介して前
面から視認可能で、また表示部２０ｂの上辺を構成している(図４参照)。
【００８１】
(上部ベース部材)
　前記上部ベース部材２０２は、上部可動体２２０および上部駆動機構の設置基盤となる
透明で細長い板状部材であって(図４５または図４６参照)、透明板２２の後側に位置して
裏ユニット３０の前側に配置されている(図３４参照)。また、上部ベース部材２０２は、
長手辺を左右方向に延在させて板面を遊技盤面に平行に沿わせて該裏ユニット３０に取り
付けられる。上部ベース部材２０２は、左右方向の中央部分が後側に開口する箱形状の上
部内周装飾部５０の内側に整合する外形形状に形成されると共に、上部内周装飾部５０の
後面に突出形成された上部取付ボス(図示せず)に対応して、該上部取付ボスの後端に整合
する凹溝を有する上部取付凹部２０４が設けられている(図４０参照)。そして、上部ベー
ス部材２０２は、中央部分を上部内周装飾部５０の内側に嵌め合わせて上部取付凹部２０
４に上部取付ボスを収容して位置決めして、上部ベース部材２０２の後側からネジ固定す
ることで、該上部ベース部材２０２と上部内周装飾部５０の後面との間に空間をあけた状
態で取り付けられる(図３４または図３８参照)。ここで、上部ベース部材２０２の左右の
側部は、上部内周装飾部５０の側縁より突出しており、後述する側部内周装飾部６０,６
０の上部で前側が覆われるようになっている(図４または図７参照)。
【００８２】
　図４５または図４６に示すように、前記上部ベース部材２０２は、後面部２０２ａおよ
びこの後面部２０２ａの前側に段差をつけて延在する前面部２０２ｂを有しており、部材
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の設置部分となる板面(後面部２０２ａと前面部２０２ｂ)が前後にずらしてある。上部ベ
ース部材２０２は、左右側部および上縁部を除く中央部分が前側に向けて突出するよう凹
んだ段差形状に形成され、該上部ベース部材２０２の左右側部および上縁部が後面部２０
２ａとなり、左右側部および上縁部を除く中央部分が後面部より前側に板面が延在する前
面部２０２ｂとなっている。すなわち、上部ベース部材２０２は、後面部２０２ａを裏ユ
ニット３０に突き合わせて取り付けた際に、前面部２０２ｂと裏ユニット３０との間に可
動体収容空間を画成するよう構成される。
【００８３】
　前記上部ベース部材２０２の前面部２０２ｂには、左右方向に離間して上下方向に長手
が延在する長孔形状に形成された上部取付孔部２０６が複数開設されている(図３６、図
４５または図４６参照)。ここで、実施例の上部ベース部材２０２は、互いに平行な関係
で延在する３つの上部取付孔部２０６を有しており、前面部２０２ｂの中央に位置する上
部取付孔部２０６を挟んで対称な位置関係で前面部２０２ｂの側部に位置する上部取付孔
部２０６,２０６が配置されている。各上部取付孔部２０６は、上部ベース部材２０２を
前後に貫通するよう形成されている。上部ベース部材２０２には、前面部２０２ｂの後面
に左右側部の上部取付孔部２０６の外側に上下に延在して突出形成された上部当接リブ２
０５が夫々設けられている(図４６参照)。上部ベース部材２０２において左右に離間配置
された上部当接リブ２０５,２０５は、上部取付孔部２０６,２０６で後述する上部取付軸
がスライド可能に保持されて前面部２０２ｂの後面に沿って上下に往復動する上部可動体
２２０が前側へ移動するのを規制すると共に、上部ベース部材２０２と上部可動体２２０
とが面接触するのを防止している(図４４参照)。
【００８４】
　図３６または図４６に示すように、前記上部ベース部材２０２の前面部２０２ｂは、左
右の側部に位置する上部取付孔部２０６,２０６の間に、前後に貫通形成された歯車開口
２０７を有している。歯車開口２０７は、上部駆動機構の後述する上部従動歯車(従動歯
車)に合わせて開設される。なお、中央の上部取付孔部２０６は、歯車開口２０７の下側
に配置されている。また上部ベース部材２０２の前面部２０２ｂには、左側の上部取付孔
部２０６と左側部の後面部２０２ａとの間に、上下に長手が延在する長孔形状で上部検出
片通孔(検出片通孔)２０８が前後に貫通形成されている。なお、上部検出片通孔２０８は
、上部取付孔部２０６と平行に形成されると共に、上下寸法が上部取付孔部２０６の上下
寸法と略同一に設定される。
【００８５】
(上部可動体)
　前記上部可動体２２０は、透明な樹脂に光を反射する模様を施した板状部材であって(
図４７参照)、上部ベース部材２０２の後側に前面部２０２ｂと裏ユニット３０との間に
画成される空間に収容されるようになっている(図３４または図４４参照)。上部可動体２
２０の前面には、該上部可動体２２０の長手に沿う方向に離間して凹状の上部取付軸受部
２２２が複数設けられている。上部取付軸受部２２２は、上部ベース部材２０２の３ヶ所
の上部取付孔部２０６に対応して３ヶ所に設けられると共に、これら上部取付軸受部２２
２は、３ヶ所の上部取付孔部２０６に対応する位置関係で上部可動体２２０に配置されて
いる。なお、３ヶ所の上部取付軸受部２２２は、上部可動体２２０の上縁部に形成されて
いる。また、上部可動体２２０は、上部左縁の前面に前側に突出形成された上部検出片(
検出片)２２４を備え(図４２(ｂ)、図４４または図４７参照)、上部可動体２２０を上部
ベース部材２０２に取り付けた際に、上部検出片２２４が上部検出片通孔２０８に挿入さ
れて、上部検出片２２４の前端部が前面部２０２ｂの前側に臨むようになっている。
【００８６】
　前記上部可動体２２０は、上部ベース部２０２の後側に大部分が重なって上部ベース部
材２０２の後側に隠れる位置(以下、上位置という。)と(図３９(ａ)、図４０(ａ)、図４
１(ａ)、図４２(ａ)参照)、この上位置から下方に変位して上部ベース部材２０２(上部内
周装飾部５０)の下縁から表示部２０ｂに大部分が突出した位置(以下、下突出位置という
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。)との間で(図３９(ｂ)、図４０(ｂ)、図４１(ｂ)、図４２(ｂ)参照)、上部駆動機構に
より往復動される。なお、上部可動体２２０の上位置が、該上部可動体２２０の待機位置
となる。また、上部可動体２２０は、前面部２０２ｂと裏ユニット３０との間に画成され
る可動体収容空間に収容される(図３４または図４４参照)。
【００８７】
(上部駆動機構)
　前記上部駆動機構は、駆動手段としての上部モータ(モータ)２３０と、この上部モータ
２３０の出力軸に固定された上部駆動歯車(駆動歯車)２３２と、この上部駆動歯車２３２
の回転につれて回転する複数の上部従動歯車(従動歯車)２３４と、この上部従動歯車２３
４に設けられた上部連繋軸２３６と、上部可動体２２０に連結されると共に上部連繋軸２
３６の回転変位につれて往復動するスライドベース２３８とから構成される(図３９～図
４６参照)。図４２に示すように、上部モータ２３０は、上部ベース部材２０２における
後面部２０２ａの後面に出力軸を前側に向けて取り付けられ、上部ベース部材２０２の上
縁部に延在する後面部２０２の左右方向中央部に配置されている。上部駆動歯車２３２は
、板状の平歯車であって、後面部２０２ａの前側に突出する出力軸に固定されて、上部ベ
ース部材２０２の前側において後面部２０２ａと前面部２０２ｂとの段差により画成され
る上部機構収容空間に配置される(図４５参照)。
【００８８】
　前記上部従動歯車２３４は、板状の平歯車であって、前後方向に回転軸を延在させて上
部ベース部材２０２の後面部２０２ａの前面に対して回転自在に軸支されている(図４６
参照)。なお、上部従動歯車２３４の回転軸は、上部ベース部材２０２に圧入して取り付
けられている。ここで、上部従動歯車２３４は、前面部２０２ｂに開設された歯車開口２
０７の後側に重なるように、上部ベース部材２０２の上縁部をなす後面部２０２ａから下
方に延出した部位に支持され、歯車開口２０７に整合して前記上部機構収容空間に収容さ
れるようになっている(図４５および図４６参照)。すなわち、上部従動歯車２３４を歯車
開口２０７に収容して、上部ベース部材２０２の板厚分のスペースを有効利用することで
、前後方向にコンパクトになっている。また、複数(実施例では２つ)の上部従動歯車２３
４は、外径が同一であって、上部駆動歯車２３２の外径より大きいもの(実施例)または同
一径のものが採用される。２つの上部従動歯車２３４は、上部駆動歯車２３２を挟んで左
右対称な関係で配置されており、板面を遊技盤面に沿わせて左右に並設して２つの上部従
動歯車２３４の回転軸が左右方向に一直線上に並ぶようになっている(図４１参照)。そし
て、２つの上部従動歯車２３４は、上部駆動歯車２３４にかみ合って、上部駆動歯車２３
２により回転されるよう構成される(図４５参照)。なお、２つの上部従動歯車２３４の回
転方向は同一になっている。実施例では、左右外側の上部取付孔部２０６,２０６の間に
２つの上部従動歯車２３４,２３４が配置されると共に、２つの上部従動歯車２３４,２３
４の間であって上部駆動歯車２３２の下側に中央の上部取付孔部２０６が配置されている
。
【００８９】
　前記２つの上部従動歯車２３４には、スライドベース２３８の後述する上部連繋孔部２
４０に挿入される上部連繋軸(連繋軸)２３６が夫々設けられている。各上部連繋軸２３６
は、上部従動歯車２３４の回転中心から半径方向外側に偏倚した位置に配置されて、該上
部従動歯車２３４の前面から前側に突出するよう形成される。上部駆動機構では、対をな
す上部連繋軸２３６,２３６の位相が同じになるよう設定されており、対をなす上部連繋
軸２３６,２３６が、上部駆動歯車２３２の回転につれて対応の上部従動歯車２３４の回
転中心に対して互いに同じ位置を同期して変位するよう構成される。
【００９０】
　前記上部ベース部材２０２において、上部モータ２３０の出力軸と上部従動歯車２３４
とは、出力軸が上部駆動歯車２３２にかみ合う上部従動歯車２３４の上下幅の範囲に対応
する部位に少なくとも位置するよう配置される(図３９(ｂ)参照)。実施例では、上部従動
歯車２３４の回転中心から上側(上部可動体２２０の上位置から下突出位置に向かう方向
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の反対側)において、上部駆動歯車２３２にかみ合う上部従動歯車２３４における上下の
半径範囲に対応して、上部モータ２３０の出力軸を位置させて、この出力軸に固定される
上部駆動歯車２３２を上部従動歯車２３４より小径に設定している。これにより、上部駆
動機構では、上部駆動歯車２３２を挟んで左右に並ぶ２つの上部従動歯車２３４,２３４
において隣り合う四半円のなす隙間に上部駆動歯車２３２の一部が収まって、上部ベース
部材２０２において上部駆動歯車２３２および上部従動歯車２３４の設置に要する上下ス
ペースを少なくでき、上部駆動機構の上下寸法をコンパクトにできる。
【００９１】
　図３９または図４０に示すように、前記スライドベース２３８は、上部ベース部材２０
２の前側にスライド可能に設けられる細長い板状部材であって、長手に沿う方向に離間し
て３ヶ所の上部取付孔部２０６に対応する上部取付軸(取付軸)２４２が３つ設けられてい
る。各上部取付軸２４２は、スライドベース２３８の後面に後側に向けて突出形成され、
上部取付軸２４２は、スライドベース２３８の左右の側部に夫々配置されると共に、中央
部下部に配置されている。なお、各上部取付軸２４２の外径は、上部取付孔部２０６の短
手寸法と略同一寸法に設定される。また上部可動体２２０には、左右側部に離間配置した
上部取付軸２４２,２４２の間に位置して該取付軸２４２,２４２の離間方向である左右に
離間して、一対の上部連繋孔部２４０,２４０が開設されている。各上部連繋孔部２４０
は、左右方向に長手が延在する長孔形状に形成されいる。スライドベース２３８は、上部
取付軸２４２を上部ベース部材２０２の前側から対応する上部取付孔部２０６に挿入し、
後端を上部可動体２２０の上部取付軸受部２２２に収容して位置決めして、上部取付軸２
４２を介して上部可動体２２０に連結される。
【００９２】
　スライドベース２３８は、各上部取付軸２４２が対応の上部取付孔部２０６に保持され
て、上部ベース部材２０２の長手辺に合わせて長手辺を左右方向に延在して、上部ベース
部材２０２の前側に上部取付孔部２０６の長手に沿う方向である上下にスライド可能に取
り付けられる。また、スライドベース２３８は、左右の上部連繋孔部２４０,２４０に上
部連繋軸２３６を夫々挿入した状態で取り付けられ、対をなす上部連繋軸２３６,２３６
が対応の上部連繋孔部２４０,２４０の長手辺に当接しつつ同期して回転変位することで
、水平状態が維持されたまま上下方向に直線的に往復動するようになっている(図３９ま
たは図４０参照)。そして、上部可動体２２０は、スライドベース２３８によって上部ベ
ース部材２０２の後側で保持されて、スライドベース２３８のスライド変位につれて上下
に往復動するようになっている。なお、各上部連繋軸２３６の外径は、上部連繋孔部２４
０の短手寸法とが略同一寸法に設定される。なお、実施例では、左右の上部連繋軸２３６
,２３６の位相を合わせる構成であるが、左右の上部連繋軸２３６,２３６の位相をずらす
ように構成することで、上部可動体２２０を一方の側部と他方の側部とでずらして変位さ
せることができ、上部可動体２２０の各側部が交互に上下するような動作態様とすること
も可能である。
【００９３】
　前記上部連繋孔部２４０は、短手寸法(短手に沿う方向の寸法)が上部連繋軸２３６の外
径と一致すると共に、長手寸法(長手に沿う方向の寸法)が上部従動歯車２３４の回転に伴
う上部連繋軸２３６の回転変位経路の直径以上に形成される(図３９参照)。実施例では、
上部連繋軸２３６の直径分以下の余裕寸法をとって上部連繋孔部２４０の長手寸法が設定
されている。また、上部取付孔部２０６は、長手寸法が上部従動歯車２３４の回転に伴う
上部連繋軸２３６の回転変位経路の直径以上に形成されている(図３９(ｂ)参照)。すなわ
ち、上部取付孔部２０６の長手寸法により規定される上部可動体２２０(上部取付軸２４
２)の変位許容範囲は、上部連繋軸２３６の回転変位経路の直径以上になるよう設定され
る。実施例では、上部可動体２２０の変位許容範囲を上部連繋軸２３６の回転変位経路の
直径と同一に設定して、上部連繋軸２３６の最上点で上部取付軸２４２が上部取付孔部２
０６の開口縁上縁に当接し(図３９(ａ)参照)、上部連繋軸２３６の最下点で上部取付軸２
４２が上部取付孔部２０６の開口縁下縁に当接するようになっている(図３９(ｂ)参照)。
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【００９４】
　なお実施例では、上部従動歯車２３４を２つ組み合わせる構成であるが、２つ以上であ
れば例えば３つ以上でもよい。また複数の上部従動歯車２３４を、上部駆動歯車２３２を
挟んで対称な位置関係で配置するのが好ましいが、上部駆動歯車２３２を基準として何れ
かの側部のみに上部従動歯車２３４を配置しても、各側部の配置数を変えてもよい。この
場合、上部連繋軸２３６は、左右方向に最も離間した外側に位置する上部従動歯車２３４
,２３４に夫々設けるとよい。
【００９５】
　前記上部駆動機構による上部可動体２２０の動作について説明する。上部可動体２２０
が上位置で待機している場合に、左右の上部連繋軸２３６,２３６は、上部従動歯車２３
４の最上点に位置すると共に、対応の上部連繋孔部２４０の中央部に位置している(図３
９(ａ)、図４０(ａ)参照)。前記上部モータ２３０が駆動すると、上部駆動歯車２３２が
回転し、これにつれて上部従動歯車２３４が回転し、左右の上部連繋軸２３６,２３６が
、同じ方向に同期して回転変位する。この際、上部連繋軸２３６は、左右方向に延在する
上部連繋孔部２４０の長手辺に沿って左右方向の変位が許容される一方、上部連繋孔部２
４０の下側開口縁に係合することで、左右の上部連繋軸２３６,２３６の下方変位につれ
てスライドベース２３８を介して上部可動体２２０の左右方向の姿勢を維持したまま押し
下げる。左右の上部連繋軸２３６,２３６が、上部従動歯車２３４において右端または左
端にあって対応の上部連繋孔部２４０の何れか一方の側端部に位置した際に、上部可動体
２２０が上位置と下突出位置との中間に位置している。
【００９６】
　左右の上部連繋軸２３６,２３６が上部従動歯車２３４の最下点に位置すると、上部可
動体２２０が上部ベース部材２０２の下縁から最も突出した下突出位置に至る(図３９(ｂ
)、図４０(ｂ)、図４１(ｂ)、図４２(ｂ)参照)。なお、上部連繋軸２３６の最下点におい
て、該上部連繋軸２３６が上部連繋孔部２４０の中央部に位置している。そして、上部連
繋軸２３６が最下点から更に回転すると、上部連繋軸２３６が左右方向に延在する上部連
繋孔部２４０の長手辺に沿って左右方向の変位が許容される一方、上部連繋孔部２４０の
上側開口縁に係合することで、左右の上部連繋軸２３６,２３６の下方変位につれてスラ
イドベース２３８を介して上部可動体２２０の左右方向の姿勢を維持したまま押し上げる
。上部駆動機構は、上部可動体２２０を例えば所定回数だけ上下に往復動した後、上部検
出手段(原位置検出手段)２２６による上部検出片(検出片)２２７の検出によって、上部可
動体２２０を上位置で停止する(図３９(ａ)、図４０(ａ)、図４１(ａ)、図４２(ａ)参照)
。
【００９７】
　実施例では、上部モータ２３０を一方向に回転する構成であるが、該上部モータ２３０
の制御負荷の増大を考慮しなければ、上部モータ２３０を正逆回転制御してもよい。
【００９８】
(発光手段)
　前記上部演出装置２００は、発光演出を行う上部ＬＥＤ基板(発光体基板)２４４,２４
４を備えている。図３５または図３７に示すように、上部ベース部材２０２には、前面に
おける左右の両側に上部ＬＥＤ基板が設けられている。各上部ＬＥＤ基板２４４は、前面
部２０２ｂの前面から上部ベース部材２０２の側部に設けられた後面部２０２ａの前側を
覆うように延在させて該後面部２０２ａから離間して取り付けられ、前面部２０２ｂより
後側に延在する後面部２０２ａと該上部ＬＥＤ基板２４４との間に隙間が画成されるよう
になっている。左右の上部ＬＥＤ基板２４４,２４４は、上部内周装飾部５０で覆われる
領域の外側に配置され(図３５または図３７参照)、上部内周装飾部５０の前面より後側に
延在するよう配置されている(図３８参照)。左右の上部ＬＥＤ基板２４４,２４４の前側
には、上部光拡散部材２４５が該上部ＬＥＤ基板から夫々離間して設置され、この上部光
拡散部材２４５と上部内周装飾部５０の前面とが略同一平面上に延在している。なお、上
部ＬＥＤ基板２４４および上部光拡散部材２４５は、上部内周装飾部５０の前面側縁に設
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けられる別の上部ＬＥＤ基板２４６と共に、配置側の側部内周装飾部６０によって前側が
覆われるようになっている。上部ＬＥＤ基板２４４の後面には、該基板に電力を供給する
ための配線が接続される上部ソケット(ソケット)２４４ａが、後側に開口するよう設けら
れている。
【００９９】
　図３６に示すように、上部ベース部材２０２の両側部に形成された後面部２０２ａは、
前側に位置する上部ＬＥＤ基板２４４の上部ソケット２４４ａに対応して、前後に貫通形
成された上部ソケット開口(ソケット開口)２１０を備えている。上部演出装置２００では
、上部ソケット開口２１０を介して後側に臨む上部ソケット２４４ａに配線が接続される
。ここで、上部ソケット２４４ａは、上部ソケット開口２１０に収容されて後面部２０２
ａの後面より突出しないようになっており、他の部材との干渉が回避される。これにより
、上部演出装置２００は、上部ＬＥＤ基板２４４の後側に放熱スペースを確保でき、上部
ソケット開口２１０を介して上部ソケット２４４ａに配線を容易に挿脱できる。また上部
演出装置２００は、後側に突出する上部モータ２３０および上部ソケット２４４ａが、裏
ユニット３０における図柄表示装置１７の設置領域から外れた位置に対応して位置するよ
う設けられている。
【０１００】
　そして、裏ユニット３０には、上部モータ２３０および上部ソケット２４４ａの後側に
対応して、上部モータ２３０が挿通可能な上部モータ開口(開口)３３と、上部ソケット２
４４ａにアクセス可能な上部ソケット開口(開口)３４とが設けられている(図５または図
８参照)。裏ユニット３０には、上部モータ開口３３の後側を覆って箱状の上部カバー部
材(後面カバー)３５が設けられ、上部カバー部材は、配線を保持可能な上部配線保持具(
配線保持具)３５ａを備えている。なお、上部モータ開口３３および上部ソケット開口３
４は、裏ユニット３０の上面に形成された上部切欠部(切欠部)３６と共に上部モータ２３
０やＬＥＤから発する熱を逃がす通路としても機能する。上部演出装置２００は、後側に
突出する上部モータ２３０が図柄表示装置１７に干渉せず、裏ユニット３０に上部ソケッ
ト開口２１０にアクセスするために開設された上部ソケット開口３４を介して、図柄表示
装置１７に邪魔されずに配線を挿脱することができる。裏ユニット３０の後面には、図柄
表示装置１７の設置領域の上外側で、上部モータ開口３３の側方(右側)に中継基板８２が
設置されている(図８参照)。上部モータ２３０および上部ソケット２４４ａに接続した配
線は、上部配線保持具３５ａで図柄表示装置１７に干渉しないように保持されて、中継基
板８２に接続されるようになっている。
【０１０１】
　前記上部演出装置２００では、上部可動体２２０の位置検出のために上部検出手段(原
位置検出手段)２２６を備えており、上部検出手段２２６は、左側の上部ＬＥＤ基板２４
４の後面に設置されている(図４４参照)。上部検出手段２２６は、上部ＬＥＤ基板２４４
と後面部２０２ａとの間を利用して設置され、上部ベース部材２０２に設けられた上部検
出片通孔２０８の上部に形成された拡張部位に後端が収容されるよう構成される(図４１(
ｂ)参照)。上部検出片通孔２０８は、上部可動体２２０の往復動に伴う上部検出片２２４
の移動経路に対応して開設され、この上部検出片通孔２０８を介して上部検出片２２４が
上部ベース部材２０２の前側に臨むようになっている。そして、実施例では、上部可動体
２２０の上位置で、上部検出手段２２６が上部検出片２２４を検出するようになっている
。上部検出手段２２６は、上部ＬＥＤ基板２４４から後側に突出するものの、上部ベース
部材２０２における上部検出片通孔２０８の拡張部位に収容される構成であるので、上部
ベース部材２０２の板厚分のスペースを有効利用して、上部検出手段２２６を設置するた
めに要する前後のスペースを短縮することができる。
【０１０２】
　前記上部演出装置２００は、上部モータ２３０を一方向に回転することで、上部従動歯
車２３４の上部連繋軸２３６の回転変位がスライドベース２３８を介して上部可動体２２
０の往復動に変換されるので、上部可動体２２０を往復動させるために上部モータ２３０
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を正逆回転する必要がなく、上部モータ２３０への負荷および制御負荷を軽減することが
できる。また、上部可動体２２０は、左右に長手が延在しているが、左右に離間して設け
られた対をなす上部連繋軸２３６,２３６でスライドベース２３８を支持すると共に、ス
ライドベース２３８が３ヶ所の上部取付軸２４２で上部可動体２２０を支持する構成であ
るから、上部可動体２２０をバランスよく支持でき１上部可動体２２０を大型化したり、
上部可動体２２０の動作頻度や動作速度を増しても、上部可動体２２０をがたつきなく安
定して動作することができる。また上部演出装置２００は、上部ＬＥＤ基板２４４,２４
６を備えているので、上部可動体２２０の動作演出と併せて、光による発光演出も行うこ
とができる。そして上部演出装置２００は、上部可動体２２０およびこれを動作させる機
構が前後方向にコンパクトで、しかも上部可動体２２０および上部可動体２２０に上部モ
ータ２３０から動力を伝達する伝達手段を上部ベース部材２０２に設けた空間に収容して
いるので、全体として前後方向に非常にコンパクトにできる。すなわち、上部演出装置２
００は、全体として前後方向にコンパクトであって、裏ユニット３０の前側の狭いスペー
スに設置可能であり、上部可動体２２０を図柄表示装置１７の表示面直前で動作すること
ができるので、上部可動体２２０の動作演出と図柄表示装置１７の表示演出との一体感を
向上することができる。
【０１０３】
　前記上部演出装置２００は、上部駆動歯車２３２および上部従動歯車２３４を上部ベー
ス部材２０２の上部機構収容空間に配置すると共に、前後方向に重ねて配置せずに遊技盤
面に沿って並べているので、上部可動体２２０に上部モータ２３０から動力を伝達する伝
達手段が前後方向に大型化しない。また、上部ＬＥＤ基板２４４と上部ベース部材２０２
における後面部２０２ａとの間の隙間を利用して上部検出手段２２６を設けてあるので、
上部検出手段２２６が前または後に突出することを回避できる。
【０１０４】
　なお、上部演出装置２００は、上部ベース部材２０２に上部駆動機構、上部可動体２２
０および上部内周装飾部５０が取り付けられる構成であるので、上部ベース部材２０２を
基準としてユニットとして取り扱い可能である。
【０１０５】
(前部演出装置)
　図９,図１０,図３４,図４８～図５５に示すように、前記前部演出装置３００は、枠状
装飾体７０に取り付けられる前部ベース部材(ベース部材)３０２と、この前部ベース部材
３０２の前側に設けられ、複数の可動部３４０,３４２を有する前部可動体(可動体,第２
の上部可動体)３３０と、前部ベース部材３０２の後側に設けられ、複数の可動部３４０,
３４２を動作させる前部駆動機構(駆動機構)とから構成される。前部演出装置３００は、
上部演出装置２００の前側に重ね合わせて設けられ、前部可動装置３００の下縁後側から
上部可動体２２０が表示部２０ｂに対して出没するようになっている。
【０１０６】
　図９に示すように、前記前部ベース部材３０２は、透明板２２の装着口に合わせて枠状
に形成された枠状装飾体７０の内周上部から装着口に向けた下方に突出形成された設置部
７５に取り付けられている。前部ベース部材３０２の設置部位となる設置部７５について
簡単に説明すると、設置部７５は、装着口に重なると共に上部演出装置２００の前側に設
けられており、表示部２０ｂの上縁を画成する上辺前側に配置されている。また設置部７
５は、上側から下側に向かうにつれて後側に変位するよう形成され、該設置部７５に設け
られる前部演出装置３００の前面が斜め下方に指向するようになっている(図３４または
図５０参照)。設置部７５は、枠状装飾体７０の内周上部から下に向かうにつれて先細り
になる略三角形状に形成され、前後に貫通する設置開口７５ａを備えている。なお、設置
開口７５ａは、両側部を除いて設置部７５の外形におおよそ合わせて開口するよう形成さ
れている。
【０１０７】
(前部ベース部材)
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　図５３または図５４に示すように、前部べース部材３０２は、前部可動体３３０の後述
する前部装飾不動部(装飾部)３３２が設置される板状部３０４と、この板状部３０４の後
側に設けられ、前部駆動機構を収容する透明なケース体３１０とを備えている。板状部３
０４は、設置部７５の設置開口７５ａに整合するよう外形が形成された透明な部材であっ
て、上部中央に前後に貫通形成されたレンズ開口３０５と、このレンズ開口３０５の下方
における下部中央に位置して、前後に貫通形成された板状体軸開口３０６とを備えている
(図５３参照)。また板状部３０４の後面には、門形(下向きコ字状)の前部ＬＥＤ基板(発
光体基板)３０８が、レンズ開口３０５の左右側部および上部に延在するよう取り付けら
れている。なお、板状体軸開口３０６は、上下に長手が延在する長孔形状である。
【０１０８】
　前記ケース体３１０は、後側に開口する箱状の前板部３１２と、この前板部３１２の周
壁(壁)３１３に合わせて外形が形成され、前板部３１２の後側を塞ぐように該前板部３１
２に取り付けられる後板部３２０とから構成される(図５３または図５４参照)。ケース体
３１０は、板状部３０４の後面に取り付けられた前部ＬＥＤ基板３０８を挟んで板状体３
０４の後面に前板部３１２を取り付けることで、全体として板状部３０４における左右方
向の中央部分に固定される。
【０１０９】
　図４９、図５３または図５４に示すように、前記前板部３１２は、前部駆動機構を構成
する部材が設置される本体部分の後面外周縁に後側に延出するよう形成された周壁３１３
と、本体部分の前面における上縁および左右側縁上部に前側に延出するよう形成された前
出片３１４とを備えている。また前板部３１２の中央部には、長手が上下に延在する長孔
形状の連結開口３１５が、上下に離間して２ヶ所に貫通形成されている。更に、前板部３
１２の後面には、連結開口３１５を挟んで左右両側に前部保持片(保持片)３１６,３１６
が後側に突出するよう形成されており、この左右平行に並設された２つの前部保持片３１
６,３１６は、周壁３１３よりも延出寸法が小さく設定されている。
【０１１０】
　前板部３１２は、前出片３１４で本体部分と板状部３０４との間に画成される隙間に、
前出片３１４の内側に上縁および左右側縁を沿わせて前部ＬＥＤ基板３０８を収容し、こ
の際、前部ＬＥＤ基板３０８の上部が前板部３１２の上部に位置し、前部ＬＥＤ基板３０
８の左右の側部が左右に対向する前部保持片３１６の外側領域の前側に位置するようにな
っている。前板部３１２の右上部には、前部ＬＥＤ基板３０８の後面に開口を後側に向け
て設置された複数の前部ソケット(ソケット)３０９が挿通される前部ソケット開口(ソケ
ット開口)３１７が開設されている。実施例では、複数の前部ソケット３０９が前部ＬＥ
Ｄ基板３０８の後面右上部にまとめて設けられ、前部駆動機構の後述する前部ソレノイド
３４６に接続される配線を接続する第１の前部ソケット３０９が、長手を上下に沿わせて
最上部に配置され、前部ＬＥＤ基板３０８と外部とを接続する配線を接続する２つの第２
の前部ソケット３０９,３０９が、長手を左右に延在させて第１の前部ソケット３０９の
下側に上下に並べて配置されている(図４９参照)。
【０１１１】
　図４９に示すように、前記前板部３１２は、前部ソケット開口３１７を囲うように該前
板部３１２の後面に設けられた前区画壁(区画壁)３１８を備えている。前区画壁３１８は
、前部ソケット開口３１７を介して複数の前部ソケット３０９が前板部３１２の後側に臨
む領域と、前板部３１２の後側において前部駆動機構を構成する部材が設置される領域と
を区分している。前区画壁３１８は、本体部分からの延出寸法が周壁３１３と同じに設定
される。実施例の前区画壁３１８は、上側の周壁３１３から第１の前部ソケット３０９に
沿って上下に延在した後、右側の前部保持片３１６に向けて左右方向に延在し、右側の前
部保持片３１６上部から中間部に亘って本体部分からの延出寸法を周壁３１３と同一とす
ることで、右側の前部保持片３１６の一部を前区画壁３１８の一部として共用している。
また、前区画壁３１８は、右側の周壁３１３の中間部から右側の前部保持片３１６の中間
部に亘って左右方向に延在するよう設けられている。
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【０１１２】
　図５３に示すように、前記後板部３２０は、本体部分の外周縁から前側に延出する後周
壁(壁)３２１と、前板部の前区画壁３１８に合わせて設けられた後区画壁(区画壁)３２２
とを備えている。後板部３２０は、前板部３１２の周壁３１３後端に後周壁３２１の前端
を突き合わせると共に、前区画壁３１８の後端に後区画壁３２２の前端を突き合わせて前
板部３１２に取り付けられ、前板部３１２と後板部３２０との間の空間が前後の区画壁３
１８,３２２によって前部駆動機構の構成部材が配置される前部機構収容空間(機構収容空
間)３１０ａと前部ソケット３０９が臨むソケット空間３１０ｂとに画成される(図４９参
照)。すなわち、ケース体３１０では、右上部の領域がソケット空間３１０ｂとなる。ま
た後板部３２０は、前部機構収容空間３１０ａの上部が他の部位と比べて後側に突出する
よう形成されて、当該突出部位の上面および下面に前部機構収容空間３１０ａに連通する
放熱孔３２３が左右に離間して複数設けられる(図５３および図５４参照)。更に、後板部
３２０は、ソケット空間３１０ｂに対応する部位に該ソケット空間３１０ｂに連通するよ
う開設された前部配線開口(配線開口)３２４を有し(図５３および図５４参照)、この前部
配線開口(３２４)を介して第２の前部ソケット３０９に接続する配線が外部から挿通され
る。後板部３２０は、前板部３１２の内側に周壁３１３より延出寸法が大きく設定された
前板ボス３１９に対して、後板部３２０に凹設された後板受部３２５を整合して突き合わ
せて位置決めし、該後板部３２０の後側からネジ止めすることで互いに固定される。
【０１１３】
(前部可動体)
　図４８,図５０,図５１および図５２に示すように、前部可動体３３０は、板状部３０４
の前面に設けられた固定部分である装飾不動部(装飾部)３３２と、この装飾不動部３３２
の前側を往復動する第１可動部３４０と、装飾不動部３３２から一部が突出するよう設け
られて揺動する第２可動部３４２とから構成され、実施例では全体として仮面の如き意匠
形状となっている。実施例の前部可動体３３０は、１基の第１可動部３４０と２基の第２
可動部３４２,３４２とを備えている。
【０１１４】
　装飾不動部３３２は、板状部３０４の前側に該板状部３０４から間隔をあけて設けられ
、前側に延在する前延部３３４と、この前延部３３４より後側に延在する後延部３３６と
を備えており、装飾不動部３３２は前後に段形状になっている(図５０参照)。前延部３３
４は、板状部３０４の下部中央に設置され、板状部３０４の板状部軸開口３０６に整合す
る前延部軸開口３３５を中央部に備えている。また前延部３３４の両側部には、板状部３
０４との間に左右方向に開口する間隙が画成され(図５１参照)、前延部３３４の上部には
、該前延部３３４の上側に位置する後延部３３６との間に上方に開口する間隙が画成され
ている(図５０参照)。なお、実施例の前延部３３４は、下側が板状部３０４の前面に一体
的に突出形成されて光拡散処理をした半透明な部分で構成されると共に、上側が半透明の
有色部材で構成される。また前延部３３４の上下の中間部分は、所定部分が光拡散処理を
施した光透過性の有色部材(特に区別する場合は前延部光透過片３３４ａと云い、前部可
動体のなすの仮面において目の部分に該当する。)で構成されるものの、大部分が光を透
過しない有色部材で構成される(図４８参照)。
【０１１５】
　図４８に示すように、前記後延部３３６は、前板部３１２の上側に位置して板状部３０
４のレンズ開口３０５を覆うよう板状部３０４に取り付けられたレンズ部分３３７と、前
板部３１２の上部側縁から左右方向に延在するよう板状部３０４の前面に取り付けられた
羽根状部分３３８とを有している。レンズ部分３３７は、複数の光拡散処理が施された半
透明の有色部材を前後に重ね合せて構成され、レンズ部分３３７の上部および左右側部の
後側に位置する前部ＬＥＤ基板３０８から照射された光を拡散するようになっている。ま
た羽根状部分３３８は、有色不透明な部材と有色半透明な部材を組み合わせて構成される
。このように、前部演出装置３００では、透明な板状部３０４の後側に前部ＬＥＤ基板３
０８が設けられ、またケース体３１０における透明な前板部３１２の後側に前部駆動機構
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が設けられるが、半透明または不透明な部材からなる装飾不動部３３２で前部ＬＥＤ基板
３０８および前部駆動機構の前側が覆われているので、遊技者から前部ＬＥＤ基板３０８
および前部駆動機構が見えてしまう不都合はない。
【０１１６】
　前記第１可動部３４０は、不透明な有色部材で形成された左右方向に長手が延在する部
材であって、後面中央部に連結棒３４１が突出形成されている(図５４参照)。第１可動部
３４０は、板状部軸開口３０６および前延部軸開口３３５に挿通した連結棒３４１の後端
が前部駆動機構に保持されて装飾不動部３３２における前延部３３４の前側に配置され、
前部駆動機構によって板状部軸開口３０６および前延部軸開口３３５の長手辺に沿って下
方位置と上方位置との間で上下に往復動するようになっている(図５２参照)。ここで、第
１可動部３４０は、待機位置となる下方位置において前延部３３４の中間部分を覆って前
記前延部光透過片３３４ａを隠し、上方位置において前延部３３４の上側にずれて前延部
光透過片３３４ａを露出させる(図４８参照)。
【０１１７】
　前記２基の第２可動部３４２,３４２は、互いに左右対称な構成の部材であって、前延
部軸開口３３５を挟んで左右対称に配置されている。各第２可動部３４２は、有色半透明
の略Ｌ字状の部材であって、屈曲部分が前延部３３４の後側に配置されて、この屈曲部分
から分岐して遊技盤面に沿って互いに異なる２方向に延出する延出片３４３が前延部３３
４の上部および配置側の側部から延出するよう構成される(図５２参照)。実施例では、右
側の第２可動部３４２であれば、２本の延出片３４３,３４３が上方と右側方とに延在す
るよう配置され、左側の第２可動部３４２であれば、２本の延出片３４３,３４３が上方
と左側方に延在するよう配置される。すなわち、右側の第２可動部３４２であれば、前延
部３３４の上縁と後延部３３６との間の間隙から上延出片３４３がレンズ部分３３７の前
側に突出し、前延部３３４の右縁と板状部３０４との間の間隙から横延出片３４３が右側
の羽根状部分３３８の下側に位置して板状部３０４の前側に突出するようになっている。
また左側の第２可動部３４２であれば、前延部３３４の上縁と後延部３３６との間の間隙
から上延出片３４３がレンズ部分３３７の前側に突出し、前延部３３４の左縁と板状部３
０４との間の間隙から横延出片３４３が左側の羽根状部分３３８の下側に位置して板状部
３０４の前側に突出するようになっている。
【０１１８】
　各第２可動部３４２は、屈曲部分が前部駆動機構に接続されて、この屈曲部分を中心と
して正逆回転することで、２本の延出片３４３,３４３が同期して揺動するよう構成され
る。２基の第２可動部３４２,３４２は、第１可動部３４０が下方位置にあるときに、左
右に隣り合う上延出片３４３,３４３が互いに近接して略平行な関係で延在すると共に、
各横延出片３４３,３４３が前延部３３４の対応する側部に沿って延在している。また２
基の第２可動部３４２,３４２は、第１可動部３４０が上方位置にあるときに、左右に隣
り合う上延出片３４３,３４３が互いに離間して略Ｖ字となる関係で延在すると共に、各
横延出片３４３が前延部３３４の対応する側部から離間して左右方向に延在するようにな
っている。なお、実施例では、第２可動部３４２の延出片３４３を２本とする場合である
が、１本または３本以上であってもよい。
【０１１９】
(前部駆動機構)
　図５５に示すように、前記前部駆動機構は、駆動手段としての前部ソレノイド(ソレノ
イド)３４６と、この前部ソレノイド３４６の駆動を第１可動部３４０および第２可動部
３４２に伝達する複数の連繋部からなる伝達手段とから構成される。伝達手段は、前部ソ
レノイド３４６の出力軸３４６ａに前部連結片(連結片)３４８を介して連結した第１連繋
部３５０と、この第１連繋部３５０に連繋すると共に第１可動部３４０に連結する第２連
繋部３５２と、この第２連繋部３５２に連繋すると共に第２可動部３４２に連結された前
部回転軸(回転軸)３５５に連繋する第３連繋部３５６とを備えている(図４９参照)。また
、伝達手段としては、第２連繋部３５２と第３連繋部３５６とを直接連結することも可能
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であるが、第２連繋部３５２と第３連繋部３５６との間に、別の連繋部として第４連繋部
３５８および第５連繋部３６０を設けて、第２連繋部３５２に対して第４連繋部３５８お
よび第５連繋部３６０を介して第３連繋部３５６が連動するよう構成される。なお、前部
ソレノイド３４６および伝達手段は、ケース体３１０における前部機構収容空間３１０ａ
に設置される。ここで、前部駆動機構では、左右対称な位置関係で配置される２つの第２
可動部３４２,３４２の夫々に対応して、前部回転軸３５５、第３連繋部３５６、この第
３連繋部３５６を第２連繋部３５２に連繋する第４および第５連繋部３５８,３６０の伝
達組を２系統備えている。そして、前記伝達組を構成する部材は、前板部３１２の後面に
おいて左右対称な位置関係で配置される(図４９参照)。
【０１２０】
　前記前部ソレノイド３４６は、直方体形状の自己保持型のものが採用され、出力軸３４
６ａを左右方向に延在させると共に長手辺を左右方向に延在させて、前板部３１２の後面
上部に取り付けられる。前部ソレノイドは３４６、前板部３１２の周壁３１３より後側に
突出する後部が、後板部３２０上部の突出部分に収容されて、ケース体３１０における前
部機構収容空間３１０ａの上部に配置されている。また前部ソレノイド３４６は、出力軸
３４６ａが本体部分の左右の側面から夫々突出しており、出力軸３４６ａの右側に突出す
る部分と本体部分の右側面との間にばね(図示せず)が介挿されて、このばねによって出力
軸３４６ａが右方向へ向けて付勢されている。前部ソレノイド３４６は、出力軸３４６ａ
の右側部分が本体部分から突出して左側部分が本体部分に引き込まれた状態が待機位置で
あり、該前部ソレノイド３４６の駆動により直線往復動を行う出力軸３４６ａの左側部分
が本体部分から接離することで、当該左側部分に前部連結片３４８を介して連結された伝
達手段によって第１可動部３４０および第２可動部３４２が動作される。前部連結片３４
８は、一端部に出力軸３４６ａの左側部分先端に設けた円形板部に嵌合する凹部を有し、
他端部に第１連繋部３５０の後述する第１上連結突起３５０ａに嵌合する凹部を有してお
り、出力軸３４６ａの左右方向の変位につれて左右方向に変位するようになっている。
【０１２１】
　図４９に示すように、前記第１連繋部３５０は、前板部３１２において左側の周壁３１
３と左側の前部保持片３１６との間における上部に位置して、出力軸３４６ａの左側部分
の下側に前板部３１２に立設された支軸３５１に回転自在に保持されている。第１連繋部
３５０は、略Ｌ字状に形成された部材であって、屈曲部分が支軸３５１に回転自在に保持
されている。また第１連繋部３５０は、上方に延在する一方の腕部分先端に後側に突出す
る第１上連結突起３５０ａが設けられ、ケース体３１０の中央部に向けて左側の前部保持
片３１６の後側を通って右方向に延在する他方の腕部分先端に、前側に突出する第１下連
結突起３５０ｂが設けられている。そして、第１連繋部３５０は、一方の腕部分の第１上
連結突起３５０ａが前部連結片３４８の凹部に左右方向に位置規制された状態で収容され
て、前部連結片３４８の左右方向の移動に伴って凹部と第１上連結突起３５０ａの左右方
向の係合下に一方の腕部分が支軸３５１を中心として左右に揺動されることで、他方の腕
部分が支軸３５１を中心として上下に揺動するようになっている。なお、第１連繋部３５
０は、出力軸３４６ａの左側部分が本体部分側に引き込まれた前部ソレノイド３４６の待
機状態において、一方の腕部分が右側に位置して、他方の腕部分が下側に位置している(
図４９(ａ)参照)。
【０１２２】
　図４９に示すように、前記第２連繋部３５２は、前板部３１２にスライド可能に設けら
れ、第１連繋部３５０の揺動に伴って前板部３１２に沿って上下に往復動するよう構成さ
れている。第２連繋部３５２は、前板部３１２の後側に配置された後半体３５３と、前板
部３１２の前側に配置された前半体３５４と、前板部３１２に該第２連繋部３５２の往復
動方向である上下方向に長手が延在する長孔状に開設された連結開口３１５を介して後半
体３５３および前半体３５４を連結する複数(実施例では２つ)の連結部３５４ａとを有し
ている。後半体３５３は、平板状の部材であって、上部に前後に貫通形成された連結突起
開口３５３ａが設けられると共に、上下方向の中間部分の両側縁に左右対称な関係で切欠
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形成された２つの連結突起切欠３５３ｂが設けられている。連結突起開口３５３ａは、左
右方向に長手が延在する長孔形状に形成され、短手寸法が第１連繋部３５０の第１下連結
突起３５０ｂの直径と略同一に設定されて、第１下連結突起３５０ｂの上下方向に変位に
係合する一方、左右方向の変位を許容するようになっている。
【０１２３】
　前半体３５４は、後半体３５３と略同一外形の平板状部材であって、該前半体３５４の
後面に上下に離間して２つの連結部３５４ａ,３５４ａが設けられ、各連結部３５４ａの
外径は、連結開口３１５の短手寸法と略同一に設定されている。第２連繋部３５２は、左
右の前部保持片３１６,３１６の間に配置した後半体３５３と、上下の連結部３５４ａ,３
５４ａを対応する連結開口３１５に挿通した前半体３５４とで前板部３１２を挟持して、
連結部３５４ａと後半体３５３とがネジ固定される。第２連繋部３５２は、上下の連結部
３５４ａ,３５４ａが連結開口３１５の長手辺両側に摺接することで左右方向の移動が規
制される一方、上下の連結部３５４ａ,３５４ａが連結開口３１５の長手辺に沿って移動
が許容されるようになっている。そして、第２連繋部３５２は、連結突起開口３５３ａに
挿入された第１連繋部３５０の第１下連結突起３５０ｂの上下変位につれて上下方向(上
側に位置する前部ソレノイド３４６に対する進退方向)に往復動される。なお、第２連繋
部３５２は、前部ソレノイド３４６の待機状態において、下側に位置する第１下連結突起
３５０ｂに連動して、連結部３５４ａが連結開口３１５の下部に位置する下側に位置して
いる(図４９(ａ)参照)。
【０１２４】
　前記第２連繋部３５２には、前延部軸開口３３５および板状部軸開口３０６を介して板
状部３０４の後側に臨む第１可動部３４０の連結棒３４１の後端が、前半体３５４の下部
中央に連結される。前半体３５４の下部中央には、連結棒の外形形状に合わせて環状に延
在させて突出形成した位置決め片３５４ｂが設けられ、この位置決め片３５４ｂの内側に
連結棒３４１の後端を嵌め合わせて位置決めするようになっている(図５４参照)。これに
より、第１可動部３４０は、第２連繋部３５２の上下への往復動と共に上下に往復動し、
前部ソレノイド３４６の待機状態において、下側に位置する第２連繋部３５２に伴って下
方位置で待機する。
【０１２５】
　実施例では、上下の連結開口３１５,３１５のうち下側の連結開口３１５が、連結部３
５４ａの上下変位範囲の下限より下側に長く延在させて前板部３１２に開設されて、余剰
部分を備えており、この余剰部分の前側に整合する位置で前半体３５４に連結棒３４１が
ネジ固定されている。そして、後半体３５３の下部中央における余剰部分に整合する位置
にネジ開口３５３ｃが設けられ、後半体３５３の後側からネジ開口３５３ｃおよび下側の
連結開口３１５の余剰部分を介して連結棒３４１を前半体３５４に固定するネジを挿脱す
ることが可能になっている。
【０１２６】
　前記前板部３１２には、左右の前部保持片３１６,３１６を挟んで左右に離間して軸保
持部３１２ａが２ヶ所設けられ、各軸保持部３１２ａに回転可能に保持された前部回転軸
３５５の前板部３１２の後側に臨む後端に、第３連繋部３５６が固定される(図５５参照)
。すなわち、前板部３１２の後側には、第２連繋部３５２を該第２連繋部３５２の往復動
方向と交差する左右方向に挟んで両側に、第３連繋部３５６が夫々設けられる。なお、軸
保持部３１２ａに保持された前部回転軸３５５は、前端が装飾不動部３３２の前延部３３
４と板状部３０４との間に画成される空間に臨んで、当該空間において第２可動部３４２
の屈曲部分に固定される。そして、第３連繋部３５６は、第２連繋部３５２の往復動に伴
って回転することで前部回転軸３５５を回転するよう構成される。なお、２つの第３連繋
部３５６,３５６は、左右対称な形状である。各第３連繋部３５６は、前部回転軸３５５
の後端に固定される支持部位から半径方向外側に延出する延出部３５６ａを備えたレバー
状の部材であって、支持部位における延出部３５６ａの延出側と反対側の周面に複数の第
３回転歯(歯)３５６ｂが設けられると共に、延出部の延出端の周面に複数の連繋歯(歯)３
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５６ｃが設けられている。２つの第３連繋部３５６,３５６は、第３回転歯３５６ｂを外
側に向けると共に延出部３５６ａを前部保持片３１６の後側を通して左右方向に延在させ
て、第２連繋部３５２の後側において互いの連繋歯３５６ｃ,３５６ｃをかみ合わせてあ
る。すなわち、２つの第３連繋部３５６,３５６は、互いの連繋歯３５６ｃ,３５６ｃの噛
合下に連動して回転するよう構成され、これにより左右の第２可動部３４２,３４２が同
期して揺動するようになっている。
【０１２７】
　図４９に示すように、前記各第４連繋部３５８は、前板部３１２における前部保持片３
１６外側の各側部において第３連繋部３５６を固定する前部回転軸３５５の上側に立設さ
れた支軸３５１に回転可能に保持され、２つの第４連繋部３５８,３５８が、前板部３１
２の後側の上下方向中間部に第２連繋部３５２を挟んで左右に離間配置されている。各第
４連繋部３５８は、支軸３５１に回転可能に保持された支持部位(一端部)から半径方向外
側に延出するアーム部を有するレバー状の部材であって、アーム部の延出端前面に第４連
結突起(連結突起)３５８ａが設けられている。第４連結突起３５８ａは、第２連繋部３５
２の連結突起切欠３５３ｂの上下寸法と略同一寸法で形成され、第４連結突起３５８ａを
対応する側縁部の連結突起切欠３５３ｂに収容することで、第４連繋部３５８が第２連繋
部３５２に連結される。また各第４連繋部３５８には、支持部位の周面(実施例では、主
に周面における下側部分)に複数の第４回転歯(歯)３５８ｂが設けられている。そして、
第４連繋部３５８は、第２連繋部３５２の上下への往復動につれて、第４連結突起３５８
ａと連結突起切欠３５３ｂとの上下方向の係合下にアーム部が支軸３５１を中心として上
下方向に揺動し、これに伴って支持部位が回転するようになっている。前部駆動機構では
、第２連繋部３５２の左右両側に設置された２つの第４連繋部３５８,３５８の第４連結
突起３５８ａ,３５８ａが対応の連結突起切欠３５３ｂに収容されて、左右の連結突起３
５８ａ,３５８ａが対応の連結突起切欠３５３ｂの側縁に係合するので、第２連繋部３５
２の左右方向の移動が規制される。すなわち、第２連繋部３５２は、連結部３５４ａと連
結開口３１５との摺接関係だけでなく、左右の第４連繋部３５８,３５８によっても上下
の往復動方向と交差する左右方向にぶれたりすることを抑制でき、第２連繋部３５２に連
結された第１可動部３４０を安定して往復動させることができる。
【０１２８】
　図４９に示すように、前記各第５連繋部３６０は、前板部３１２における前部保持片３
１６外側の各側部において第３連繋軸３５６を固定する前部回転軸３５５と第４連繋部３
５８の支軸３５１との間に立設された支軸３５１に回転可能に保持されている。すなわち
、２つの第５連繋部３６０,３６０が、前板部３１２の後側の上下方向中間部であって第
３連繋部３５６と第４連繋部３５８との間に位置して、第２連繋部３５２を挟んで左右に
離間配置されている。なお、第５連繋部３６０の支軸３５１は、前部回転軸３５５と第４
連繋部３５８の支軸３５１とを結んだラインより外側に配置されている。各第５連繋部３
６０は、支軸３５１に回転可能に保持された歯車状の部材であって、第３連繋部３５６の
第３回転歯３５６ｂに対応して周面側部に複数設けられた第５横回転歯(歯)と、第４連繋
部３５８の第４回転歯３５８ｂに対応して周面上部に複数設けられた第５上回転歯(歯)３
６０ｂとを備えている。
【０１２９】
　各第５連繋部３６０は、第３連繋部３５６の第３回転歯３５６ｂに第５横回転歯３６０
ａをかみ合わせると共に、第４連繋部３５８の第４回転歯３５８ｂに第５上回転歯３６０
ｂをかみ合わせて設置され、第４連繋部３５８の支持部位の回転につれて回転して、第３
連繋部３５６を回転するよう構成される。すなわち、前部駆動機構では、第２連繋部３５
２の上下変位量が第４連繋部３５８および第５連繋部３６０を介して第３連繋部３５６に
対して調節して伝達されるようになっている。これにより、前部駆動機構は、第２連繋部
３５２と共に往復動する第１可動部３４０と、第３連繋部３５６と共に揺動する第２可動
部３４２との間で変位態様をより変化を付けることができる。なお、第３連繋部３５６、
第４連繋部３５８および第５連繋部３６０の歯には、対応する歯同士のかみ合わせに際し
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て、互いのかみ合わせ位置が判る目印が付されている。また第１連繋部３５０、第４連繋
部３５８および第５連繋部３６０の支軸３５１は、前板部３１２に設けた孔に対して圧入
して固定されている。
【０１３０】
　前記ケース体３１０の後板部３２０には、前部回転軸３５５、第４連繋部３５８の支軸
３５１および第５連繋部３６０の支軸３５１の後端に対応して軸開口３２６が開設されて
いる(図５５参照)。前部回転軸３５５に対応する軸開口３２６は、前部回転軸３５５の後
端より大径に形成されて、前部回転軸３５５の後端と後板部３２０との干渉を回避してい
る。これに対して、第４連繋部３５８の支軸３５１および第５連繋部３６０の支軸３５１
に対応する軸開口３２６は、支軸３５１の後端と略同一寸法で形成されて、当該軸開口３
２６によって支軸３５１の後端を保持するようになっている。このように、後板部３２０
の軸開口３２６に前部回転軸３５５および支軸３５１を受け入れることで、前部回転軸３
５５および支軸３５１を受け入れた分だけケース体３１０を前後方向にコンパクトにでき
る。
【０１３１】
　前記前部駆動機構による第１および第２可動部３４０,３４２の動作について説明する
。前部演出装置３００は、前部ソレノイド３４６が待機状態にある場合、第１可動部３４
０が下方位置にあって装飾不動部３３２における中間部位に位置し、左右の第２可動部３
４２,３４２の上延出片３４３,３４３が互いに近接すると共に横延出片３４３が装飾不動
部３３２の側部に沿って延在している(図４８(ａ)参照)。前部ソレノイド３４６が駆動さ
れて、出力軸３４６ａの左側部分が本体部分から離間するよう左方向に突出して前部連結
片３４８が左側に変位するにつれて、第１連繋部３５０が揺動して第２連繋部３５２を押
し上げる(図４９(ｂ)参照)。これにより、第２連繋部３５２に連結された第１可動部３４
０が下方位置から上方位置に向けて上方変位して前延部３３４の上側にずれて、前延部光
透過片３３４ａを露出させる。この際、前部ＬＥＤ基板３０８から光を照射して前延部光
透過片３３４ａを発光させることで、第１可動部３４０の動作と相まって、遊技者の注意
をより惹きつけるので演出効果を向上することができる。また第２連繋部３５２の上方変
位と同時に、左右の第４連繋部３５８,３５８が揺動して第５連繋部３６０を介して対応
の第３連繋部３５６が回転され、これに伴って第３連繋部３５６に固定された前部回転軸
３５５が回転することで、左右の第２可動部３４２,３４２が上延出片３４３,３４３が互
いに離間すると共に横延出片３４３が装飾不動部３３２の対応する側部から離間して左右
方向に延在するように揺動する(図４８(ｂ)参照)。
【０１３２】
　前部ソレノイド３４６が逆駆動されて、出力軸３４６ａの左側部分が本体部分に近接す
るよう右方向に引き込まれて前部連結片３４８が右側に変位するにつれて、第１連繋部３
５０が揺動して第２連繋部３５２を押し下げる(図４９(ａ)参照)。これにより、第２連繋
部３５２に連結された第１可動部３４０が上方位置から下方位置に向けて下方変位して前
延部３３４の上側から前延部光透過片３３４ａを覆うように中間部分に位置する(図４８(
ａ)参照)。また第２連繋部３５２の下方変位と同時に、左右の第４連繋部３５８,３５８
が揺動して第５連繋部３６０を介して対応の第３連繋部３５６が回転され、これに伴って
第３連繋部３５６に固定された前部回転軸３５５が回転することで、左右の第２可動部３
４２,３４２が上延出片３４３,３４３が互いに近接すると共に横延出片３４３が装飾不動
部３３２の対応する側部に沿って延在するように揺動する。このように、前部演出装置３
００は、１つの前部ソレノイド３４６によって、第１可動部３４０および左右の第２可動
部３４２,３４２が同期して動作される。すなわち、前部演出装置３００は、複数の可動
部３４０,３４２,３４２を一つの前部ソレノイド３４６で動作させることができるので、
複数の可動部３４０,３４２,３４２を駆動するための機構全体をコンパクトにし得る。ま
た、往復動する第１可動部３４０と揺動する第２可動部３４２とが設けられるので、異な
る動作を同期して行う複数の可動部３４０,３４２,３４２によって、演出効果を向上する
ことができる。
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【０１３３】
　しかも、前部演出装置３００は、装飾不動部３３２の前側に設けた第１可動部３４０お
よび装飾不動部３３２から遊技盤面に沿う方向に延出する第２可動部３４２により前部可
動体３３０を構成してあるので、全体として立体感があり、各可動部３４０,３４２の動
作による演出効果を相乗して向上し得る。前部演出装置３００は、装飾不動部３３２の後
延部３３６における発光演出が行われるレンズ部分３３７と第２可動部３４２の上延出片
３４３とが前後の関係で配置されるので、前部可動体３３０全体として立体感を増すこと
ができ、またレンズ部分３３７の発光により上延出片の動作を強調することができる。更
に、前部演出装置３００は、第２可動部３４２の異なる方向に延在する延出片３４３,３
４３が装飾不動部３３２の異なる縁辺から延出し、遊技者から異なる複数の可動部分があ
ると見えるので、部材点数を増やすことなく演出効果を向上し得る。そして、前部ＬＥＤ
基板３０８からの光の照射によって前部可動体３３０における可動部３４０,３４２の動
作演出と相まって演出効果を更に向上することができる。
【０１３４】
　前記前部ソレノイド３４６は、配線が接続対象である第１の前部ソケット３０９と反対
側となる本体部分の左側(第１連繋部３５０側)から延出しており、ケース体３１０の前板
部３１２に設けられた配線通路３１０ｃを介して第１の前部ソケット３０９に接続される
(図４９および図５３参照)。配線通路３１０ｃは、前板部３１２の前側に位置して前部ソ
レノイド３４６と第２連繋部３５２との間に設けられ、前部機構収容空間３１０ａにおけ
る第１連繋部３５０側に開口するように左側の前部保持片３１６に配線通路３１０ｃに連
通する配線開口部が開設されると共に、ソケット空間３１０ｂに開口するよう右側の前部
保持片３１６(区画壁３１８)に配線通路３１０ｃに連通する配線開口部が開設される。ま
た、前板部３１２の前面には、第２連繋部３５２に位置して前半体３５４の上側に左右方
向に延在させて配線通路壁３５４ｃが設けられ、前板部３１２の前側に位置して板状部３
０４の後面に取り付けられる前部ＬＥＤ基板３０８の後面と前板部３１２の前面との間に
画成される配線通路３１０ｃを通る配線が、配線通路壁３５４ｃによって後半体と干渉し
ないように区画している。
【０１３５】
　前部演出装置３００は、前部ソケット３０９が臨むソケット空間３１０ｂと可動部３４
０,３４２を動作させるための前部ソレノイド３４６や連繋部３５０,３５２,３５６,３５
８,３６０等の伝達手段が配置される前部機構収容空間３１０ａとが区画壁３１８,３２２
で分けられているので、前部ソレノイド３４６や伝達手段との配線の干渉を確実に回避で
きる。また前部ソレノイド３４６においてソケット空間３１０ｂと離間する側から延出す
る配線を、配線通路３１０ｃを介して伝達手段と干渉させることなくソケット空間３１０
ｂに導入することができる。また前部ソレノイド３４６の配線は、ソケット空間３１０ｂ
の前部ソケット３０９に接続するまでに長さを確保できるので、配線の取り回しを行い易
く、前部ソケット３０９への挿脱作業が容易になる。しかも、ソケット空間３１０ｂと前
部機構収容空間３１０ａとが区画壁３１８,３２２で分けられて前部機構収容空間３１０
ａに放熱孔３２３が設けてあるので、ソケット空間３１０ｂ側に前部ソレノイド３４６か
らの熱が侵入することを抑制できる。そして、裏ユニット３０には、前部演出装置３００
のケース体３１０と上部演出装置２００の上部内周装飾部５０との間に連通して、上面に
上部切欠部３６が設けられ、前部演出装置３００の放熱孔３２３から排出された熱は、上
部切欠部３６を介して遊技盤２０の後側に逃がされる。
【０１３６】
　前部演出装置３００は、枠状装飾体７０の内側に設けられた設置部７５に設置されて、
枠状装飾体７０で囲われているので、遊技盤２０の前面に臨んでいるものの遊技領域２０
ａを流下するパチンコ球に影響を与えることはない。また前部演出装置３００の前部可動
体３３０は、複数の可動部３４０,３４２を有しているが、前部ソレノイド３４６および
この前部ソレノイド３４６の駆動を各可動部３４０,３４２に伝達する連繋部３５０,３５
２,３５６,３５８,３６０が前後の関係でなく、前板部(遊技盤面)３１２後面に沿って並
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べて配置してあるので、前後方向にコンパクトにすることができる。このように、前部演
出装置３００および上部演出装置２００は、何れも前後方向にコンパクトであるので、裏
ユニット３０の前側の狭いスペースに前後に重ね合わせて設置することが可能となる。ま
た、前部演出装置３００および上部演出装置２００は、遊技盤２０の前面で動作する可動
部３４０,３４２を有する前部演出装置３００の後側に前部駆動機構を設け、表示部２０
ｂの直前で出没する上部可動体２２０を有する上部演出装置２００の前側に上部駆動機構
を設け、前側と後側にバランスよく２つの可動体２２０,３３０の駆動機構を設けること
で、前後の関係で２つの可動体２２０,３３０を設けても全体としてコンパクトにできる
。更に、前部演出装置３００および上部演出装置２００は、前後の関係で設置しても間隔
をあけることができるので、例えば前部演出装置３００の後側に位置する上部内周装飾部
５０の意匠形状が前部演出装置３００により制限されることを少なくし得る。しかも、前
部演出装置３００は、透明板２２の装着口に重ねて設けられた設置部７５に設置されて、
透明板２２の装着口に収容されているので、透明板２２の板厚分を設置スペースとして有
効利用している。なお、上部演出装置２００の上部モータ２３０と前部演出装置３００の
前部ソレノイド３４６とは、前後の関係で並んでいる。
【０１３７】
(側部演出装置)
　図４に示すように、前記遊技盤２０には、２基の側部演出装置４００,４００が表示部
２０ｂを挟んで裏ユニット３０における左右の側部に設けられるが、これら側部演出装置
４００,４００は左右対称な構成であるので、左側の側部演出装置４００を例に挙げて説
明する。
【０１３８】
　図５６～図６８に示すように、側部演出装置４００は、側部ベース部材(ベース部材)４
０２と、この側部ベース部材４０２の前側を覆う側部内周装飾部(カバー部材)６０の前側
に設けられた側部可動体(可動体)４２０,４２４,４２８と、この側部可動体４２０,４２
４,４２８を動作させる側部駆動機構(駆動機構)とから構成される。側部演出装置４００
は、単数または複数の側部可動体４２０,４２４,４２８を備えており、実施例では３つの
側部可動体４２０,４２４,４２８を設ける場合である(図５６参照)。実施例の側部演出装
置４００は、側部内周装飾部６０の中央部に位置する第１側部可動体４２０と、この第１
側部可動体４２０の上側に位置する第２側部可動体４２４とが上側部駆動機構で動作され
、第１側部可動体４２０の下側に位置する第３側部可動体４２８が、上側部駆動機構とは
別の下側部駆動機構で動作される。ここで、側部演出装置４００では、透明板２２の外周
縁を装飾する外周装飾部２８、および外周装飾部２８の後側に組み付けられて、外周装飾
部２８の内側に臨む部位が該外周装飾部２８より後側に段差を付けて延在すると共に外周
装飾部２８と共通する意匠形状で形成された側部内周装飾部６０に対して、側部可動体４
２０,４２４,４２８を共通する意匠形状で形成している(図４参照)。
【０１３９】
(側部ベース部材)
　図６１および図６４に示すように、前記側部ベース部材４０２は、遊技盤２０において
表示部２０ｂの左側縁部を画成する裏ユニット３０の左側辺に沿って設けられた長尺な透
明部材であって、長手辺を上下に延在させて裏ユニット３０の左側辺前側に取り付けられ
る。側部ベース部材４０２は、表示部２０ｂから離間する左縁辺後側に突出形成され、該
側部ベース部材４０２の長手辺に沿う上下方向(後述するスライド部材４３８,４５８の往
復動方向)に延在する外壁４０３と、この外壁４０３より表示部２０ｂ側(右側)に離間し
て、該側部ベース部材４０２の後面に上下方向に延在するよう突出形成された内壁４０４
とを備えている。また側部ベース部材４０２は、内壁４０４より表示部２０ｂ側(右側)に
離間して、該側部ベース部材４０２の後面に上下方向に延在するよう突出形成された中壁
４０５を備えており、中壁４０５と内壁４０４との間に側部駆動機構の構成部材が設置さ
れる(図６１参照)。側部ベース部材４０２の後面には、上下に離間して丸棒状のスライド
保持片４０６が複数(実施例では４つ)設けられ、４つのスライド保持片４０６は、内壁４
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０４と中壁４０５との間における中壁４０５側に偏倚した部位に、上下に一直線状に並べ
て設けられている(図６４参照)。側部演出装置４００では、側部ベース部材４０２の上側
領域に配置された２つのスライド保持片４０６,４０６が組をなして上側部駆動機構の後
述する上スライド部材(スライド部材)４３８を保持し、側部ベース部材４０２の下側領域
に配置された２つのスライド保持片４０６,４０６が組をなして下側部駆動機構の後述す
る下スライド部材(スライド部材)４５８を保持するようになっている。側部ベース部材４
０２の後面には、上下のスライド保持片４０６,４０６を挟んで左右両側に、筋状に突出
形成されたラック保持リブ(保持リブ)４０７が設けられ、これら２条のラック保持リブ４
０７,４０７は、平行な関係で上下に延在している。
【０１４０】
　図５７に示すように、前記側部ベース部材４０２の後側には、該側部ベース部材４０２
との間に側部駆動機構の構成部材の設置スペースをあけて透明な背面カバー４１０が組み
付けられている。背面カバー４１０は、側部ベース部材４０２に対してネジ止めされて、
側部内部装飾部６０や側部駆動機構や側部可動体に関係なく、側部ベース部材４０２に対
して着脱可能になっている。背面カバー４１０は、側部ベース部材４０２における内壁４
０４より表示部２０ｂ側の後面を覆うよう形成されると共に、内壁４０４に対向する左側
縁に亘って側部区画壁(区画壁)４１１が前側に向けて突出形成されている(図５９参照)。
背面カバー４１０は、該背面カバー４１０の側部区画壁４１１を内壁４０４に突き合わせ
て、背面カバー４１０の後側から側部ベース部材４０２のスライド保持片４０６にネジ止
めして側部ベース部材４０２に取り付けられ、側部駆動機構の構成部材を収容する側部機
構収容空間(機構収容空間)４１４を側部ベース部材４０２との間に画成している(図５８
参照)。すなわち、側部機構収容空間４１４の外壁４０３側の側面は、側部区画壁４１１
と内壁４０４とにより塞がれている。
【０１４１】
　背面カバー４１０の前面には、側部ベース部材４０２における２条のラック保持リブ４
０７,４０７に対向して筋状に突出形成されたラック保持リブ(保持リブ)４１２が設けら
れ、これら２条のラック保持リブ４１２,４１２は、平行な関係で上下に延在している(図
５８、図５９、図６０参照)。背面カバー４１０の表示部２０ｂ側の側縁には、側部装飾
片４１６がネジ止めされており(図５７参照)、この側部装飾片４１６のネジ固定部が側部
ベース部材４０２の表示部側の側縁に設けられた凹所４０８に嵌り込んで位置決めされる
ようになっている(図６１参照)。
【０１４２】
　前記側部可動体４２０,４２４,４２８は、前述の如く外周装飾部２８および側部内周装
飾部６０に施された意匠形状と共通する意匠形状で形成され、実施例では、カットされた
平面を凹凸に組み合わせた氷の如き立体的形状とされる。また、側部可動体４２０,４２
４,４２８は、光拡散処理が施された有色半透明の部材から構成される。第１側部可動体
４２０および第３側部可動体４２８は、後面に後側に向けて突出形成された複数(実施例
では３ヶ所)の接続軸４２２,４３０を備え、これらの接続軸４２２,４３０を介して対応
の側部駆動機構で動作されることで、側部内周装飾部６０の前側に重なる位置(図５６(ａ
)および図６６(ａ)参照)とこの重なる位置から表示部２０ｂ側に突出する位置(図５６(ｂ
)および図６６(ｂ))との間で往復動するよう構成される。一方、第２側部可動体４２４は
、後面に後側に向けて突出形成された側部回転軸(回転軸)４２５、側部連結軸(連結軸)４
２６および側部補助軸(補助軸)４２７とを備え、側部連結軸４２６を介して上側部駆動機
構で動作されることで、側部回転軸４２５を中心として揺動するよう構成される(図６６
参照)。第２側部可動体４２４は、側部回転軸４２５を挟んで左右に離間して側部連結軸
４２６および側部補助軸４２７が配置され、側部回転軸４２５と側部連結軸４２６との距
離が、側部回転軸４２５と側部補助軸４２７との距離よりも長く設定されており、第２側
部可動体４２４における駆動側の寸法が長く従動側の寸法が短くなっているので、上側部
駆動機構への駆動負荷を低減できる。
【０１４３】
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　前記側部可動体４２０,４２４,４２８の保持部分となる側部内周装飾部６０は、図６５
に示すように、全体として略Ｌ字状に形成されており、該略Ｌ字の短尺部分が表示部２０
ｂの上縁を画成する上辺の一部を構成すると共に、該略Ｌ字の長尺部分が表示部２０ｂの
側縁を画成する側辺を構成している。また側部内周装飾部６０は、光拡散処理が施された
有色半透明を基本とした後側に開口する箱状部材であって、左右の後縁部内側に側部ベー
ス部材４０２を嵌め合わせて該側部ベース部材４０２の前側を覆うように取り付けられる
。なお、側部内周装飾部６０は、透明板２２の後面に沿う前面部分が側部ベース部材４０
２の前面から空間をあけて該側部ベース部材４０２を覆っている。側部内周装飾部６０は
、後面に複数の側部取付ボス(図示せず)が突出形成され、複数の側部取付ボスを後述する
光拡散部材４７２および第１側部ＬＥＤ基板４６８の開口を介して、側部ベース部材４０
２の前面に凹設されたボス受部(第１の通孔)４０２ａに収容して位置決めされる(図６３
参照)。ボス受部４０２ａは、側部ベース部材４０２における背面カバー４１０で覆われ
る部位(側部機構収容空間４１４に対応する部分)に設けられており、側部ベース部材４０
２の後側からネジを螺合することで、側部内周装飾部６０と側部ベース部材４０２が取り
付けられる。また、側部ベース部材４０２は、背面カバー４１０の外縁部より突出した取
付片４０９を有し(図６４参照)、この取付片４０９に設けたネジ通孔(第２の通孔)４０９
ａを介して側部内周装飾部６０に対して側部ベース部材４０２の後側からネジ止めされる
。ここで、背面カバー４１０には、ボス受部４０２ａに整合して、該ボス受部４０２ａに
対してネジを着脱可能な挿脱孔４１０ｃが設けられている(図５７参照)。これにより、背
面カバー４１０を取り外すことなく、側部内周装飾部６０を側部ベース部材４０２に対し
て着脱することができる。
【０１４４】
　図６５に示すように、前記側部内周装飾部６０は、第１側部可動体４２０の３本の接続
軸４２２に対応して３つの上スライド孔部(スライド孔部)６１を、上下方向の中間部位に
備えており、第３側部可動体４２８の３本の接続軸４３０に対応して３つの下スライド孔
部(下スライド孔部)６２を下部に備えている。各スライド孔部６１,６２は、長孔形状で
前後に貫通形成されている。各スライド孔部６１,６２は、長手辺が斜め横方向(スライド
部材の往復動方向と交差する方向)に延在するよう形成されている。各上スライド孔部６
１は、長手辺が上から下に向かうにつれて表示部２０ｂ側に傾くよう開設される。これに
対し、各下スライド孔部６２は、長手辺が上から下に向かうにつれて表示部２０ｂ側から
離間する外側に傾くよう開設される。なお、３本の上スライド孔部６１は、互いに平行な
関係で延在し、３本の下スライド孔部６２は、互いに平行な関係で延在している。
【０１４５】
　図６５に示すように、前記側部内周装飾部６０の上部には、第２側部可動体４２４の側
部回転軸４２５を回転可能に保持する側部支持孔部６３と、この側部支持孔部６３の左側
に位置して第２側部可動体４２４の側部連結軸４２６に対応して開口する側部連結軸通孔
６４と、側部支持孔部６３を挟んで側部連結軸通孔６４と反対側に位置して第２側部可動
体４２４の側部補助軸４２７に対応して開口する側部補助軸通孔６５とが設けられている
。なお、側部連結軸通孔６４は、側部内周装飾部６０の左上角部に配置されている。側部
支持孔部６３は、側部回転軸４２５に整合する丸孔状に開設される一方、側部連結軸通孔
６４および側部補助軸通孔６５は、第２側部可動体４２４の側部支持孔部６３を中心とす
る揺動に伴う対応する軸４２６,４２７の移動経路に対応した長孔形状に開設されている
。なお、側部連結軸通孔６４および側部補助軸通孔６５は、短手寸法が対応の軸４２６,
４２７の外径と略同一寸法で設定されている。ここで、第２側部可動体４２４は、各軸４
２５,４２６,４２７を対応の孔６３,６４,６５に挿入して、側部内周装飾部６０の後側に
突出した側部回転軸４２５および側部補助軸４２７の間に架設された側部補助リンク(補
助片)４３２によって抜けないように、また安定して保持される(図６６参照)。そして、
第２側部可動体４２４は、待機状態で右下部が表示部２０ｂの上部を画成する側部内周装
飾部６０の短尺部分下縁から表示部２０ｂ側に突出するように位置し、この位置(図５６(
ａ)および図６６(ａ)参照)と、側部内周装飾部６０に重なるように表示部２０ｂ側から退
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避した位置(図５６(ｂ)および図６６(ｂ)参照)との間で揺動するよう構成される。
【０１４６】
(上側部駆動機構)
　先ず、第１側部可動体４２０と第２側部可動体４２４とを動作させる上側部駆動機構に
ついて説明する。図６６に示すように、上部駆動機構は、駆動手段としての上側部モータ
４３４と、この上側部モータ４３４の出力軸に固定された上側部ピニオン４３６と、この
上側部ピンオン４３６にかみ合うラックとしての上スライド部材４３８と、この上スライ
ド部材４３８の変位に連動するスライドベースとから基本的に構成される。上側部モータ
４３４は、出力軸を後側に向けて側部ベース部材４０２の前面上部に設置されている。こ
こで、側部内周装飾部６０は、上側部モータ４３４の前側に対応する部位が開口しており
、この開口部位の前側が第２側部可動体４２４で該第２側部可動体４２４の揺動範囲全体
に亘って覆われるようになっている。上側部ピニオン４３６は、側部ベース部材４０２の
後側に突出する上側部モータ４３４の出力軸に固定された板状の平歯車であって、出力軸
が圧入される中央部後面が突出形成されている。上側部ピニオン４３６の突出部位は、背
面カバー４１０に該突出部位に合わせて形成されたボス開口４１０ａに回転可能に収容さ
れる。また、上側部ピニオン４３６における表示部２０ｂから離間する側である外側(左
側)には、側部ベース部材４０２の内壁４０４が延在している。
【０１４７】
　図６６に示すように、前記上スライド部材４３８は、略Ｌ字形に形成された細長い板状
部材であって、側部ベース部材４０２の後側にスライド可能に設けられている。上スライ
ド部材４３８は、略Ｌ字形状の長尺部分である第１片部４３８ａが上下方向に延在すると
共に、略Ｌ字形状の短尺部分である第２片部４３８ｂが第１片部４３８ａの上端から左側
(表示部から離間する方向)に向けて左右方向に延在するよう配置されている(図６１参照)
。また上スライド部材４３８には、第１片部４３８ａの上下に離間して２つの保持孔部４
３９,４３９が開設され、上スライド部材４３８は、側部ベース部材４０２の後面上側に
立設された上下２つのスライド保持片４０６,４０６を上下の保持孔部４３９,４３９に夫
々受け入れて設置される。各保持孔部４３９は、長手が上下方向に延在する長孔形状に形
成され、短辺寸法が上スライド保持片４０６の外径と略同一寸法に設定される。
【０１４８】
　上スライド部材４３８は、第１片部４３８ａの前面が側部ベース部材の左右のラック保
持リブ４０７に当接すると共に、第１片部４３８ａの後面が背面カバー４１０の左右のラ
ック保持リブ４１２,４１２に当接して、側部ベース部材４０２と背面カバー４１０との
間で挟持される(図５９参照)。このように、上スライド部材４３８は、側部ベース部材４
０２および背面カバー４１０に対して面で接触するのではなく、ラック保持リブ４０７,
４１２と線接触する構成であるから摺接負荷を低減して円滑にスライド変位できる。更に
、上スライド部材４３８は、上側部ピニオン４３６の右側(表示部２０ｂ側)に第１片部４
３８ａが配置されると共に、第１片部４３８ａの左上部に上側部ピニオン４３６にかみ合
う複数の歯が設けられており、上側部モータ４３４の正逆回転に伴う上側部ピニオン４３
６の正逆回転につれて上下方向に往復動するよう構成される(図６１参照)。
【０１４９】
　図６１および図６６に示すように、前記上スライド部材４３８は、第１片部４３８ａの
下部に左側(表示部２０ｂと離間する外側)に突出形成された第３片部４３８ｃを有し、こ
の第３片部４３８ｃに上スライド部材４３８全体の往復動方向と直交する左右方向(横方
向)に長手が延在する長孔形状の接続孔部４４０が開設されている。また、上スライド部
材４３８は、第１片部４３８ａの上端前面に前側に向けて突出形成された上側部検出片(
検出片)４４１を有している(図６７参照)。上側部検出片４４１は、側部ベース部材４０
２の上部に上スライド部材４３８の往復動に伴う上側部検出片４４１の移動経路に合わせ
て開設された上側部検出通孔を介して側部ベース部材の前側に臨むようになっている(図
５８および図６４参照)。
【０１５０】
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　前記上スライド部材４３８は、第２片部４３８ｂの左端前面に前側に向けて突出形成さ
れた連結突部４４２を有し、この連結突部４４２が側部ベース部材４０２の左上部と側部
内周装飾部６０の左側縁との間に位置して、側部内周装飾部６０に開設された側部連結軸
通孔６４に後側に臨むようになっている(図５８および図６１参照)。連結突部４４２の前
端には、側部連結軸通孔６４を介して側部内周装飾部６０の後側に突き出た第２側部可動
体４２４の側部連結軸４２６に上下方向に係合可能な連結凹部４４２ａが設けられている
。なお連結凹部４４２ａは、側部連結軸４２６の外径と上下寸法が略同一に設定される。
すなわち、上スライド部材４３８は、連結凹部４４２ａに側部連結軸４２６を収容するこ
とで側部連結軸４２６と接続される。そして、上側部駆動機構は、上スライド部材４３８
の往復動につれて側部連結軸４２６を上下に往復動することで、側部回転軸４２５を中心
として第２側部可動体４２４を揺動することができる。
【０１５１】
　図６２および図６６に示すように、前記上スライドベース４４４は、側部ベース部材４
０２と側部内周装飾部６０との間に設けられ、上スライド部材４３８と第１側部可動体４
２０とを連結する部材である。上スライドベース４４４は、略三角形状の板状体をベース
本体(本体)４４４ａとし、このベース本体４４４ａの後面に突出して１本の後軸部４４５
が設けられると共に、ベース本体４４４ａの前面に突出して第１側部可動体４２０の接続
軸４２２に対応する数(実施例では３本)の前軸部４４６が設けられている(図６２参照)。
また、上スライドベース４４４では、略三角形状のベース本体４４４ａにおける３つの頂
部に前軸部４４６が夫々配置されると共に、略三角形状のベース本体４４４ａの重心に後
軸部４４５が配置される。このように、上スライドベース４４４の軸部４４５,４４６を
配置することで、上スライド部材４３８から上スライドベース４４４に対して力を適切に
伝達し得ると共に、第１側部可動体４２０を安定して保持し得る。上スライドベース４４
４は、後軸部４４５が側部ベース部材４０２(および後述する側部ＬＥＤ基板および側部
光拡散部材)に上スライド孔部６１と同一方向に長手を沿わせて貫通形成された上後軸部
通孔４０２ｃを介して側部ベース部材４０２の後側に突出し(図６４参照)、後軸部４４５
の後端が上後軸部通孔４０２ｃの後側に重なるように配置された上スライド部材４３８の
接続孔部４４０に挿入される。なお、後軸部４４５の外径は、接続孔部４４０の短辺寸法
と略同一に設定される。
【０１５２】
　前記上側部駆動機構の後軸部４４５は、接続孔部４４０において該接続孔部４４０の長
手辺に沿って左右方向の変位が許容されるものの、接続孔部４４０の上下縁に係合するよ
うになっている。また、上スライドベース４４４は、各前軸部４４６が上スライド孔部６
１を介して側部内周装飾部６０の後側に臨んでいる第１側部可動体４２０の対応する接続
軸４２２に夫々接続される。そして、上スライドベース４４４は、上スライド部材４３８
の上下方向への往復動につれて後軸部４４５と接続孔部４４０とが上下に係合したもとに
上下に変位するが、後軸部４４５が接続孔部４４０において左右方向の変位が許容されて
いるので、上スライド孔部６１の延在方向に沿って第１側部可動体４２０を斜め横方向に
往復動するようになっている。
【０１５３】
　前記上スライドベース４４４は、第１側部可動体４２０の待機位置からの変位方向前側
にベース本体４４４ａの底辺が位置して２本の前軸部４４６が変位方向前側に配置され、
第１側部可動体４２０の表示部２０ｂ側に突出した位置から待機位置に戻る側にベース本
体４４４ａの頂角が位置して１本の前軸部４４６が配置されている(図６６参照)。ここで
、上スライド孔部６１の寸法は、上スライド部材４３８の往復動距離および接続孔部４４
０における後軸部４４５の変位許容距離を辺とする仮想直角三角形を構成する斜辺の寸法
以上に設定される。すなわち、上スライド部材４３８の往復動距離と第１側部可動体４２
０の上下方向の変位幅とが同一になり、接続孔部４４０における後軸部４４５の変位許容
距離と第１側部可動体４２０の左右方向の変位幅とが同一になっている。これにより、側
部演出装置４００では、上スライド部材４３８の上下方向への往復動が接続孔部４４０か
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ら後軸部４４５に伝達される過程で上スライド孔部６１に沿う斜め横方向への変位に適切
に変換され、第１側部可動体４２０が斜め横方向に往復動される。また、上スライドベー
ス４４４を上下の何れの位置に取り付けても、上スライド部材４３８を上スライドベース
４４４の後軸部４４５に合わせて取り付けることができ、取り付け作業性がよい。
【０１５４】
(下側部駆動機構)
　次に、第３側部可動体４２８を動作させる下側部駆動機構について説明する。なお、下
側部駆動機構は、上側部駆動機構から第２側部可動体４２４を動作させるための構成を除
いた構成とおおよそ同一構成となっている。図６１および図６６に示すように、下側部駆
動機構は、駆動手段としての下側部モータ４５４と、この下側部モータ４５４の出力軸に
固定された下側部ピニオン４５６と、この下側部ピンオン４５６にかみ合うラックとして
の下スライド部材４５８と、この下スライド部材４５８の変位に連動する下スライドベー
ス４６４とから基本的に構成される。下側部モータ４５４は、出力軸を後側に向けて側部
ベース部材４０２の前面下部に設置されている。ここで、側部内周装飾部６０は、下側部
モータ４５４の前側に対応する部位が前側に膨出形成されており、下側部モータ４５４の
前側を覆う膨出部位前面にスリット状の放熱孔６６が開設されている(図５６参照)。下側
部ピニオン４５６は、側部ベース部材４０２の後側に突出する下側部モータ４５４の出力
軸に固定された板状の平歯車であって、出力軸が圧入される中央部後面が突出形成されて
いる。下側部ピニオン４５６の突出部位は、背面カバー４１０に該突出部位に合わせて形
成されたボス開口４１０ａに回転可能に収容される(図５７参照)。また、下側部ピニオン
４５６における表示部２０ｂから離間する側である外側(左側)には、側部ベース部材４０
２の内壁４０４が延在している(図６１参照)。
【０１５５】
　図６１および図６６に示すように、前記下スライド部材４５８は、細長い板状部材であ
って、側部ベース部材４０２の後側に上スライド部材４３８の下側に位置してスライド可
能に設けられている。下スライド部材４５８は、長手が上下方向に延在するよう配置され
ている。また下スライド部材４５８には、上下に離間して２つの保持孔部４５９が開設さ
れ、下スライド部材４５８は、側部ベース部材４０２の後面下側に立設された上下２つの
スライド保持片４０６,４０６を上下の保持孔部４５９,４５９に夫々受け入れて設置され
る。各保持孔部４５９は、長手が上下方向に延在する長孔形状に形成され、短辺寸法がス
ライド保持片４０６の外径と略同一寸法に設定される。そして、下スライド部材４５８は
、前面が側部ベース部材４０２の左右の側部保持リブ４０７,４０７に当接すると共に、
後面が背面カバー４１０の左右の保持保持リブ４１２,４１２に当接して、側部ベース部
材４０２と背面カバー４１０との間で挟持される(図６０参照)。このように、下スライド
部材４５８は、側部ベース部材４０２および背面カバー４１０に対して面で接触すするの
ではなく、側部保持リブ４０７,４１２と線接触する構成であるから摺接負荷を低減して
円滑にスライド変位できる。更に、下スライド部材４５８は、下側部ピニオン４５６の右
側(表示部側)に配置されると共に、下部左側面に下側部ピニオン４５６にかみ合う複数の
歯が設けられており、下側部モータ４５４の正逆回転に伴う下側部ピニオン４５６の正逆
回転につれて上下方向に往復動するよう構成される。
【０１５６】
　図６１および図６６に示すように、前記下スライド部材４５８は、下部に左側(表示部
２０ｂと離間する外側)に突出形成された接続片部４５８ａを有し、この接続片部４５８
ａに下スライド部材４５８全体の往復動方向と直交する左右方向(横方向)に長手が延在す
る長孔形状の接続孔部４６０が開設されている。また、下スライド部材４５８は、下端前
面に前側に向けて突出形成された下側部検出片(検出片)４６１を有している(図６８参照)
。下側部検出片４６１は、側部ベース部材４０２の下部に下スライド部材４５８の往復動
に伴う下側部検出片４６１の移動経路に合わせて開設された下側部検出通孔４０２ｄを介
して側部ベース部材４０２の前側に臨むようになっている(図６０参照)。
【０１５７】
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　図６２および図６６に示すように、前記下スライドベース４６４は、側部ベース部材４
０２と側部内周装飾部６０との間に設けられ、下スライド部材４５８と第３側部可動体４
２８とを連結する部材である。下スライドベース４６４は、略三角形状の板状体をベース
本体(本体)４６４ａとし、このベース本体４６４ａの後面に突出して１本の後軸部４６５
が設けられると共に、ベース本体４６４ａの前面に突出して第３側部可動体４２８の接続
軸４３０に対応する数(実施例では３本)の前軸部４６６が設けられている。また、下スラ
イドベース４６４では、略三角形状のベース本体４６４ａにおける３つの頂部に前軸部４
６６が夫々配置されると共に、略三角形状のベース本体４６４ａの重心に後軸部４６５が
配置される。このように、下スライドベース４６４の軸部４６５,４６６を配置すること
で、下スライド部材４５８から下スライドベース４６４に対して力を適切に伝達し得ると
共に、第３側部可動体４２８を安定して保持し得る。下スライドベース４６４は、後軸部
４６５が側部ベース部材(後述する側部ＬＥＤ基板および側部光拡散部材)４０２に下スラ
イド孔部６２と同一方向に長手を沿わせて貫通形成された下後軸部通孔４０２ａを介して
側部ベース部材４０２の後側に突出し、後軸部４６５の後端が下後軸部通孔４０２ａの後
側に重なるように配置された下スライド部材４５８の接続孔部４６０に挿入される(図６
１および図６４参照)。なお、後軸部４６５の外径は、接続孔部４６０の短辺寸法と略同
一に設定される。
【０１５８】
　前記下側部駆動機構の後軸部４６５は、接続孔部４６０において該接続孔部４６０の長
手辺に沿って左右方向の変位が許容されるものの、接続孔部４６０の上下縁に係合するよ
うになっている。また、下スライドベース４６４は、各前軸部４６６が下スライド孔部６
２を介して側部内周装飾部６０の後側に臨んでいる第３側部可動体４２８の対応する接続
軸４３０に夫々接続される。そして、下スライドベース４６４は、下スライド部材４５８
の上下方向への往復動につれて後軸部４６５と接続孔部４６０とが上下に係合したもとで
上下に変位するが、後軸部４６５が接続孔部４６０において左右方向の変位が許容されて
いるので、下スライド孔部６２の延在方向に沿って第３側部可動体４２８を斜め横方向に
往復動するようになっている。
【０１５９】
　前記下スライドベース４６４は、第３側部可動体４２８の待機位置からの変位方向前側
にベース本体４６４ａの底辺が位置して２本の前軸部４６６が変位方向前側に配置され、
第３側部可動体４２８の表示部２０ｂ側に突出した位置から待機位置に戻る側にベース本
体４６４ａの頂角が位置して１本の前軸部４６６が配置されている。ここで、下スライド
孔部６２の寸法は、下スライド部材４５８の往復動距離および接続孔部４６０における後
軸部４６６の変位許容距離を辺とする仮想直角三角形を構成する斜辺の寸法以上に設定さ
れる。すなわち、下スライド部材４５８の往復動距離と第３側部可動体４２８の上下方向
の変位幅とが同一になり、接続孔部４６０における後軸部４６６の変位許容距離と第３側
部可動体４２８の左右方向の変位幅とが同一になっている。これにより、側部演出装置４
００では、第１側部可動体４２０と同様に、下スライド部材４５８の上下方向への往復動
が接続孔部４６０から後軸部４６６に伝達される過程で下スライド孔部６２に沿う斜め横
方向への変位に適切に変換され、第３側部可動体４２８が斜め横方向に往復動される。ま
た、下スライドベース４６４を上下の何れの位置に取り付けても、下スライド部材４５８
を下スライドベース４６４の後軸部に合わせて取り付けることができ、取り付け作業性が
よい。
【０１６０】
(発光手段)
　図６２に示すように、前記側部演出装置４００は、側部ベース部材４０２と側部内周装
飾部６０との間に配置された複数の側部ＬＥＤ基板(発光体基板)４６８,４７０を備え、
側部可動体４２０,４２４,４２８の動作に合わせてまたは単独で発光演出を行うことがで
きる。側部演出装置４００は、図６３に示すように、側部ベース部材４０２の前面に取り
付けられた第１側部ＬＥＤ基板(第１の発光体基板)４６８と、この第１側部ＬＥＤ基板４
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６８より前側に配置して側部ベース部材４０２の前側に取り付けられた第２側部ＬＥＤ基
板(第２の発光体基板)４７０とを備えている実施例の側部演出装置４００では、側部ベー
ス部材４０２の中間部分に第１側部ＬＥＤ基板４６８が設置され、側部ベース部材４０２
の上端部および下端部に第２側部ＬＥＤ基板４７０が夫々設置される。なお、第１側部Ｌ
ＥＤ基板４６８は、側部ベース部材４０２において上下の側部モータ４３４,４５４に挟
まれる中間部分前面を覆う形状に形成されている。
【０１６１】
　図６２に示すように、前記側部演出装置４００は、第１側部ＬＥＤ基板４６８の前面に
設けたＬＥＤ(発光体)４６８ａおよび側部内周装飾部６０の後面から離間させて側部光拡
散部材(光拡散部材)４７２が、側部ベース部材４０２の前面に突出形成された突出ピンの
前端に取り付けられている。ここで、実施例では、第１側部ＬＥＤ基板４６８、側部光拡
散部材４７２および側部内周装飾部６０が等間隔で配置されているので(図５９参照)、側
部光拡散部材４７２による光拡散効果を向上し得る。更に、側部演出装置４００では、側
部内周装飾部６０と第１側部ＬＥＤ基板４６８との間に配置した側部光拡散部材４７２と
、側部ベース部材４０２の前面に突出形成された突出ピンにより側部ベース部材４０２の
前面から離間配置した第２側部ＬＥＤ基板４７０とが、同一垂直平面上に配置されており
(図６２参照)、側部ベース部材４０２と側部内周装飾部６０との間のスペースを有効利用
している。第１側部ＬＥＤ基板４６８および側部光拡散部材４７２には、上スライドベー
ス４４４の後軸部４４５の変位経路および下スライドベース４６４の後軸部４６５の変位
経路の夫々に合わせて後軸部開口４７４が開設され(図６３参照)、この後軸部開口４７４
および側部ベース部材４０２の後軸部通孔４０２ｃ,４０２ｅを介して挿通された後軸部
４４５,４６５が対応の接続孔部４４０,４６０に挿入される。なお、後軸部開口４７４は
、挿通される後軸部４４５,４６５より一回り大きく形成される。
【０１６２】
　前記側部内周装飾部６０の前面には、第１側部ＬＥＤ基板４６８の前側に対応する所要
部位にカバー開口６７が前後に貫通形成され、このカバー開口６７に光拡散カバー６８が
取り付けられている(図６５参照)。すなわち、側部内周装飾部６０は、カバー開口６７を
覆う光拡散カバー６８によって前面の一部が構成されている。なお、光拡散カバー６８は
、カバー開口６７に整合する外形形状に形成された側縁に設けた図示しない爪を、カバー
開口６７の開口縁に引っ掛けて取り付けられる。側部内周装飾部６０は、ラメ入りの樹脂
からなる有色半透明であるのに対して、光拡散カバー６８は、後面に筋状の凹凸を並べた
無色問透明な樹脂部材であり、側部内周装飾部６０と光拡散カバー６８との光拡散処理が
相違するよう構成される。ここで、側部内周装飾部６０では、側部内周装飾部６０に重な
る待機位置にある側部可動体４２０,４２４,４２８で隠れる領域の外側にカバー開口６７
が設けられることによって、待機位置の側部可動体４２０,４２４,４２８から外れた部位
光拡散カバー６８が配置されている(図５６(ａ)参照)。側部可動体４２０,４２４,４２８
は、待機位置から表示部２０ｂに向けて変位すると光拡散カバー６８の少なくとも一部の
前側を覆うようになっている(図５６(ｂ)参照)。すなわち、側部可動体４２０,４２４,４
２８は、光拡散カバー６８の前側から外れる位置と、光拡散カバー６８の前側の少なくと
も一部を覆う位置との間で変位される構成である。
【０１６３】
　側部内周装飾部６０の後側に設置される側部光拡散部材４７２は、側部内周装飾部に重
なる待機位置にある第１および第３側部可動体４２０,４２８の後側の領域に配置されて
いる。換言すると、光拡散カバー６８は、側部内周装飾部６０における側部光拡散部材４
７２の前側から外れた位置に設けられ、側部光拡散部材４７２は、カバー開口６７の後側
から外れた部位に設けられる。側部光拡散部材４７２は、無色透明な樹脂部材の後面に半
円形の小突起を並べた光拡散処理が施されており、側部内周装飾部６０に施された光拡散
処理と相違している。第１側部ＬＥＤ基板４６８は、前側が側部光拡散部材４７２で覆わ
れる部位に配置される第１ＬＥＤ(第１の発光体)４６８ａとしてフルカラーで発光可能な
ものが用いられ、前側が光拡散カバー６８で覆われる部位に配置される第２ＬＥＤ(第２
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の発光体)４６８ｂとして単色(実施例では白色)発光のものが用いられる(図６３参照)。
すなわち、第１側部ＬＥＤ基板４６８では、前側に位置する相違する光拡散処理の施され
た部材に合わせて、設置するＬＥＤの発光態様を変える構成であって、第２ＬＥＤ４６８
ｂでは、第１ＬＥＤ４６８ａと相違する発光色で発光されるようになっている。
【０１６４】
　前記側部演出装置４００は、前面の大部分を構成する側部内周装飾部６０の本体部分と
光拡散カバー６８とで光拡散態様が異なり、夫々の部位に対応して設けられたＬＥＤ４６
８ａ,４６８ｂの発光態様も異なるので、側部内周装飾部６０の部位によって異なる発光
演出を行うことができる。しかも、側部可動体４２０,４２４,４２８の動作につれて該可
動体４２０,４２４,４２８により覆われる側部内周装飾部６０の本体部分および光拡散カ
バー６８の領域が変化するので、発光態様に変化を与えることができる。そして、側部演
出装置４００は、強く光を照射したい部分を無色透明な光拡散カバー６８で構成すると共
に、光拡散カバー６８に対応して強い光を照射し得る白色の第２ＬＥＤ４６８ｂを用い、
これに対して側部内周装飾部６０の大部分を有色半透明として側部光拡散部材４７２を後
側に設置すると共に、側部光拡散部材４７２に対応してフルカラーの第１ＬＥＤ４６８ａ
を用いており、側部内周装飾部６０と光拡散カバー６８とで夫々の光拡散処理に合わせ適
切な種類のＬＥＤ４６８ａ,４６８ｂを対応して配置してあるので、発光態様の変化を大
きくすることができる。なお、側部内周装飾部６０の光拡散カバー６８を用いた発光態様
を変化させる構成は、他の演出装置１００,２００,３００でも採用可能である。
【０１６５】
　前記上側に位置する第２側部ＬＥＤ基板４７０の後面には、該第２側部ＬＥＤ基板４７
０と側部ベース部材４０２との間に画成されたスペースに、上側部検出手段(原位置検出
手段)４１７が設けられている(図６７参照)。上側部検出手段４１７は、上側部駆動機構
の上スライド部材４３８に設けられた上側部検出片４４１を検出するものであって、往復
動作方向の何れか一方の動作限界位置にある上スライド部材４３８の上側部検出片４４１
を検出するよう配置されている。実施例の上側部検出手段４１７は、上スライド部材４３
８が最下限にある場合(第１側部可動体４２０の突出位置)に上側部検出片４４１を検出す
るよう構成され、上側部検出片通孔４０２ｂの下端部に対応する位置に配置される。すな
わち、上側部検出片４４１が上側部検出手段４１７を通過して往復動することがないので
、上側部検出手段４１７による上側部検出片４４１の誤検出を防止できる。
【０１６６】
　下側に位置する第２側部ＬＥＤ基板４７０の後面には、該第２側部ＬＥＤ基板４７０と
側部ベース部材４０２との間に画成されたスペースに、下側部検出手段(原位置検出手段)
４１８が設けられている(図６８参照)。下側部検出手段４１８は、下側部駆動機構の下ス
ライド部材４５８に設けられた下側部検出片４６１を検出するものであって、往復動作方
向の何れか一方の動作限界位置にある下スライド部材４５８の下側部検出片４６１を検出
するよう配置されている。すなわち、下側部検出片４６１が上側部検出手段４１８を通過
して往復動することがないので、下側部検出手段４１８による下側部検出片４６１の誤検
出を防止できる。実施例の下側部検出手段４１８は、下スライド部材４５８が最上限にあ
る場合(第３側部可動体４２８の突出位置)に下側部検出片４６１を検出するよう構成され
、下側部検出片通孔４０２ｄの上端部に対応する位置に配置される。
【０１６７】
(配線通路)
　前記側部演出装置４００では、側部ベース部材４０２の後側に、該側部ベース部材４０
２、背面カバー４１０、内壁４０４および側部区画壁４１１によって画成される側部機構
収容空間４１４に、上側部駆動機構の上スライド部材４３８および上側部ピニオン４３６
と下側部駆動機構の下スライド部材４５８および下側部ピニオン４５６とが収容されてい
る。また側部ベース部材４０２には、該側部ベース部材４０２における外壁４０３と内壁
４０４との間に、第１側部ＬＥＤ基板４６８の後面に設けられた側部ソケット４６９が臨
む側部ソケット開口４０２ｆが開設されている(図６４参照)。更に、側部ベース部材４０
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２は、上下の側部モータ４３４,４５４の外側部分が切り欠かれて、側部モータ４３４,４
５４および第２側部ＬＥＤ基板４７０への配線の通路になっている。側部ベース部材４０
２の後側には、外壁４０３と内壁４０４との間に側部配線通路(配線通路)４１５が設けら
れ、この側部配線通路４１５に側部ソケット４６９に接続される配線が収容されるように
なっている。
【０１６８】
　第１側部ＬＥＤ基板４６８には、上側の第２側部ＬＥＤ基板４７０の配線が接続される
側部ソケット４６９、上側部モータ４３４の配線が接続される側部ソケット４６９、第１
側部ＬＥＤ基板４６８から外部に接続する配線の側部ソケット４６９、下側部モータ４５
４の配線が接続される側部ソケット４６９および下側の第２側部ＬＥＤ基板４７０の配線
が接続される側部ソケット４６９が上から順に並設されており(図６１参照)、これらの配
線が側部配線通路４１５に収容される。更に外壁４０３の後端には、内壁４０４に向けて
突出して側部配線通路４１５の後側に延在する第１配線保持片(配線保持片)４０３ａが設
けられ、背面カバー４１０の側部配線通路４１５側の縁部には、外壁４０３に向けて突出
して側部配線通路４１５の後側に延在する第２配線保持片(配線保持片)４１０ｂが設けら
れる(図５７参照)。実施例では、外部に接続される配線が引き出される側部配線通路４１
５の下部に、第１配線保持片４０３ａを挟んで上下に２つの第２配線保持片４１０ｂ,４
１０ｂが設けられ、側部配線通路４１５の上部に第１配線保持片４０３ａが１つ設けられ
ている。なお、上側に位置する第１配線保持片４０３ａの先端は、上から下に向かうにつ
れて表示部２０ｂ側に突出するように傾斜形成され、上側部ピニオン４３６の外形に合わ
せて延在する内壁４０４の延在形状に合わせてある。
【０１６９】
　このように、側部ソケット４６９が側部ソケット開口４０２ｆを介して臨む側部配線通
路４１５と側部可動体４２０,４２４,４２８を動作させるための上下のスライド部材４３
８,４５８および上下の側部ピニオン４３６,４５６が配置される側部機構収容空間４１４
とが内壁４０４、側部区画壁４１１および背面カバー４１０で隔てられているので、スラ
イド部材４３８,４５８等の駆動部材と配線との干渉を確実に回避できる。しかも、第１
および第２配線保持片４０３ａ,４１０ｂによって配線が外側にはみ出ないように側部配
線通路４１５に保持できる。従って、側部演出装置４００(側部ベース部材４０２)を裏ユ
ニット３０に取り付ける際にも、側部演出装置４００の配線が裏ユニット３０との間に噛
み込むことを回避でき、側部演出装置４００の裏ユニット３０に対する取り付け作業を容
易にし得る。
【０１７０】
　ここで、上側および下側の第２側部ＬＥＤ基板４７０,４７０の後面には、前述した検
出手段４１７,４１８と同様に第２側部ＬＥＤ基板４７０と側部ベース部材４０２との間
のスペースに、該第２側部ＬＥＤ基板４７０用の側部ソケット(ソケット)４７１が設けら
れている。第２側部ＬＥＤ基板４７０用の側部ソケット４７１は、表示部２０ｂと反対側
に向けて側部配線通路４１５側に開口するように設けられている。すなわち、 第２側部
ＬＥＤ基板４７０と側部ベース部材４０２との隙間を有効利用して側部ソケット４７１を
設け、この側部ソケット４７１を側部配線通路４１５側に開口させることで、当該ソケッ
ト４７１に対する配線の挿脱が行い易く、また配線を迂回することなく側部配線通路４１
５に取り出すことができ、配線の取り回しも容易になる。
【０１７１】
　 前記側部演出装置４００は、側部ベース部材４０２が遊技盤２０における表示部２０
ｂの周縁部の一辺に長手を沿わせて設置されているので、当該周縁部の長手スペースを合
理的に利用して、スライド部材４３８,４５８の大きさやこのスライド部材４３８,４５８
の往復動の範囲を大きくとることができ、側部可動体４２０,４２４,４２８の動作を大き
くすることが可能となる。また、スライド部材４３８,４５８が表示部２０ｂの周縁部の
一辺に沿って往復動するものの、第１側部可動体４２０および第３側部可動体４２８が該
周縁部で囲われる表示部２０ｂに対して進退するように変換されて動作するので、表示部
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２０ｂでの図柄表示装置１７の表示演出と第１側部可動体４２０および第３側部可動体４
２８の動作との関連性が増して、第１側部可動体４２０および第３側部可動体４２８によ
る演出効果を向上し得る。しかも、第１側部可動体４２０および第３側部可動体４２８は
、表示部２０ｂに突出した位置において、第１側部可動体４２０の下部に第３側部可動体
４２８の上部が潜り込む構成であるから(図５６(ｂ)および図６６(ｂ)参照)、両側部可動
体４２０,４２８の変位距離を確保し得ると共に、両側部可動体４２０,４２８の動作の関
連性を増すことができる。また側部演出装置４００は、表示部２０ｂに向けて進退するよ
う往復動する第１側部可動体４２０と同期して揺動する第２側部可動体４２４を設け、ま
た１つの上側部モータ４３４でこれらの側部可動体４２０,４２４を異なる動作をさせる
ことができ、大型化を招くことなくこれらの側部可動体４２０,４２４によって演出効果
を向上することができる。
【０１７２】
　前記側部演出装置４００は、半透明で光拡散処理が施された側部内周装飾部６０の後側
に設けた側部ＬＥＤ基板４６８,４７０から光を照射することで、側部内周装飾部６０お
よび該側部内周装飾部６０を介して光が照射された半透明の側部可動体４２０,４２４,４
２８を発光させることができる。また、側部可動体４２０,４２４,４２８の動作につれて
該可動体４２０,４２４,４２８により覆われる側部内周装飾部６０の領域が変化するので
、発光態様に変化を与えることができる。従って、側部演出装置４００では、側部可動体
４２０,４２４,４２８の動作と相まって効果的に発光演出することができる。更に、側部
演出装置４００では、外周装飾部２８、側部可動体４２０,４２４,４２８および側部内周
装飾部６０が共通の意匠形状で形成されると共に、外側から内側に向かうにつれて段階的
に下がるように段差を形成するよう配置してあるので、表示部２０ｂに臨む図柄表示装置
１７に向けて奥行きがあって立体感を向上でき、側部可動体４２０,４２４,４２８の動作
による演出効果も向上し得る。
【０１７３】
　このように、実施例に係るパチンコ機１０の遊技盤２０は、表示部２０ｂの下辺を画成
する下部内周装飾部４０の後側に設けられて、該表示部２０ｂに対して出没する第１下部
可動体１１０と、第１下部可動体１１０の前側に位置して下部内周装飾部４０の前側に設
けられて揺動する第２下部可動体１３０と、表示部２０ｂの上辺を画成する上部内周装飾
部５０の後側に設けられて、表示部２０ｂに対して出没する上部可動体２２０と、枠状装
飾体７０で囲われる領域内側に、上部可動体２２０の前側に位置して設けられ、複数の可
動部３４０,３４２を有する前部可動体３３０と、表示部２０ｂの側辺を画成する側部内
周装飾部６０の前側に夫々設けられ、表示部２０ｂへ向けて進退動する側部可動体４２０
,４２４,４２８とを備えている。すなわち遊技盤２０は、、注目度が高い図柄表示装置１
７が臨む表示部２０ｂの四辺を画成する内周装飾部４０,５０,６０,６０の夫々の辺に対
応して可動体１１０,１３０,２２０,３３０,４２０,４２４,４２８を配設したので、複数
の可動体１１０,１３０,２２０,３３０,４２０,４２４,４２８が遊技者に注視され易く、
複数の可動体１１０,１３０,２２０,３３０,４２０,４２４,４２８による演出効果が向上
される。しかも、外周装飾部２８と内周装飾部４０,５０,６０,６０との段差と、可動体
１１０,１３０,２２０,３３０,４２０,４２４,４２８の立体形状と、前後に配置された可
動体１１０,１３０,２２０,３３０の関係とが相まって全体として立体感も向上される。
【０１７４】
　実施例に係る演出装置１００,２００,３００,４００では、軸を孔に挿入して部材を変
位可能に保持した軸と孔との係合構造について、部材に固定された芯に回転可能に嵌め合
わされた自己潤滑性樹脂からなるスリーブを設ける構成を採用し得る。部材は、変位に際
して軸のスリーブが孔の開口縁に摺接させて摺接負荷を低減するようになっており、また
スリーブが摩耗した場合に部材体全体ではなく当該スリーブを交換するだけでよい。なお
、実施例では、下部演出装置１００の下部取付軸１１２、下部連繋軸１２２、下部支持軸
１３２、下部連結軸１３４、下部補助軸１３６および下部ピニオン保持片１６３や、上部
演出装置２００の上部取付軸２４２および上部連繋軸２３６や、側部演出装置４００にお
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ける第１側部可動体４２０の接続軸４２２、 第３側部可動体４２８の接続軸４３０、側
部回転軸４２５、側部連結軸４２６、側部補助軸４２７等にスリーブが採用されている。
なお、軸に設けるスリーブは、自己潤滑性樹脂からなるものに限定されず、例えば金属製
であってもよい。
【０１７５】
　実施例で説明した孔の長孔形状とは、挿通する軸等の部材の外形に合わせて端部を半円
形に形成してもよい。
【０１７６】
　実施例では、可動体１１０,１３０,２２０,４２０,４２４,４２８の位置を確認する原
位置検出手段１２４,１２６,２２６,４１７,４１８としては、対向配置した発光部と受光
部との間で対応の検出片の有無を検出するフォトセンサが用いられ、前述した実施例の演
出装置では、検出片が発光部と受光部との間に位置した際に、可動体の原位置(待機する
位置)となるように構成される。
【０１７７】
(変更例)
　なお、遊技機の構成としては、実施例のものに限らず、種々の変更が可能である。例え
ば、実施例では、遊技盤を透明板と裏ユニットとを積層して構成したが、所定厚のベニヤ
板や合成樹脂板の単体から構成してもよく、また３つ以上の部材を積層して遊技盤２０を
構成するようにしてもよい。
【０１７８】
　遊技盤に設けた演出装置の配置は、入れ替えることが可能である。例えば下部演出装置
を表示部の側部に設置することができる。この際、可動体が表示部に対して変位するよう
に、演出装置の構成部材が配置される。
【０１７９】
　実施例では、遊技機としてパチンコ機を例示して説明したが、これに限られるものでは
なく、アレンジボール機やピンボール機等の従来公知の各種遊技機を採用し得る。
【図面の簡単な説明】
【０１８０】
【図１】本発明の好適な実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
【図２】実施例の遊技盤を示す正面図である。
【図３】図２のＸ１－Ｘ１線断面図である。
【図４】実施例の裏ユニットを示す正面図である。
【図５】実施例の裏ユニットを示す背面図である。
【図６】実施例の裏ユニットを示す左側面図である。
【図７】実施例の裏ユニットを示す前面斜視図である。
【図８】実施例の裏ユニットを示す後面斜視図である。
【図９】実施例の枠状装飾体を示す正面図である。
【図１０】実施例の枠状装飾体を示す背面図である。
【図１１】実施例の枠状装飾体を示す左側面図である。
【図１２】実施例の遊技盤の下部を拡大して示す側断面図である。
【図１３】実施例の下部演出装置を示す正面図である。
【図１４】実施例の下部演出装置を示す平断面図である。
【図１５】実施例の下部演出装置を下部内部装飾部を一部破断して示す前面斜視図である
。
【図１６】実施例の下部ベース部材を示す背面図である。
【図１７】実施例の下部内部装飾部を示す正面図である。
【図１８】実施例の下部内部装飾部を示す背面図である。
【図１９】実施例の下部内部装飾部を示す前面斜視図である。
【図２０】実施例の第１下部可動体を示す前面斜視図である。
【図２１】実施例の第１下部駆動機構の伝達手段を示す背面図である。
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【図２２】実施例の第１下部駆動機構の伝達手段を示す後面斜視図である。
【図２３】実施例の下部ベース部材を示す正面図であって、(ａ)は第１下部可動体が下位
置にあり、(ｂ)は第１下部可動体が上突出位置にある。
【図２４】実施例の下部ベース部材を示す背面図であって、(ａ)は第１下部可動体が下位
置にあり、(ｂ)は第１下部可動体が上突出位置にある。
【図２５】実施例の下部ベース部材を示す前面斜視図であって、(ａ)は第１下部可動体が
下位置にあり、(ｂ)は第１下部可動体が上突出位置にある。
【図２６】実施例の下部ベース部材を示す平断面図である。
【図２７】実施例の下部駆動機構を後側から示す概略斜視図である。
【図２８】実施例の第２下部可動体を分解して示す前面斜視図である。
【図２９】実施例の第２下部可動体を分解して示す後面斜視図である。
【図３０】実施例の下部演出装置を示す背面図であって、(ａ)は第１下部可動体が下位置
にあり、(ｂ)は第１下部可動体が中間位置にあり、(ｃ)は第１下部可動体が上突出位置に
ある。
【図３１】実施例の下部演出装置を示す後面斜視図であって、(ａ)は第１下部可動体が下
位置にあり、(ｂ)は第１下部可動体が中間位置にあり、(ｃ)は第１下部可動体が上突出位
置にある。
【図３２】実施例の下部演出装置の正面図であって、第２下部可動体の揺動状態を示す。
【図３３】実施例の下部ベース部材の背面図であって、第２下部可動体の揺動状態に伴う
下部リンクの状態を示す。
【図３４】実施例の遊技盤の上部を拡大して示す側断面図である。
【図３５】実施例の上部演出装置を示す正面図である。
【図３６】実施例の上部ベース部材を示す背面図である。
【図３７】実施例の上部演出装置を示す前面斜視図である。
【図３８】実施例の上部演出装置を示す右側面図である。なお、上部可動体を省略してあ
る。
【図３９】実施例の上部ベース部材を示す正面図であって、(ａ)は上部可動体が上位置に
あり、(ｂ)は上部可動体が下突出位置にある。
【図４０】実施例の上部ベース部材を示す前面斜視図であって、(ａ)は上部可動体が上位
置にあり、(ｂ)は上部可動体が下突出位置にある。
【図４１】実施例の上部ベース部材を示す背面図であって、(ａ)は上部可動体が上位置に
あり、(ｂ)は上部可動体が下突出位置にある。
【図４２】実施例の上部ベース部材を示す後面斜視図であって、(ａ)は上部可動体が上位
置にあり、(ｂ)は上部可動体が下突出位置にある。
【図４３】実施例の上部ベース部材を示す平面図である。
【図４４】実施例の上部ベース部材を示す底面図である。
【図４５】実施例の上部ベース部材を上部可動体を取り外した状態で示す前面斜視図であ
る。
【図４６】実施例の上部ベース部材を上部可動体を取り外した状態で示す後面斜視図であ
る。
【図４７】実施例の上部可動体を示す前面斜視図である。
【図４８】実施例の前部演出装置を示す正面図である。
【図４９】実施例の前部演出装置を後板部を取り外した状態で示す背面図である。
【図５０】実施例の前部演出装置を示す左側面図である。
【図５１】実施例の前部演出装置を示す底面図である。
【図５２】実施例の前部可動体を示す背面図である。
【図５３】実施例の前部演出装置を分解して示す前面斜視図である。
【図５４】実施例の前部演出装置を分解して示す後面斜視図である。
【図５５】実施例の前部駆動機構を分解して示す後面斜視図である。
【図５６】実施例の側部演出装置を示す正面図である。
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【図５７】実施例の側部演出装置を示す背面図である。
【図５８】図５７のＸ２－Ｘ２線断面図である。
【図５９】図５７のＸ３－Ｘ３線断面図である。
【図６０】図５７のＸ４－Ｘ４線断面図である。
【図６１】実施例の側部演出装置を背面カバーを取り外した状態で示す背面図である。
【図６２】図６１のＸ５－Ｘ５線断面図である。
【図６３】実施例の側部ベース部材を示す正面図である。
【図６４】実施例の側部ベース部材を示す背面図である。
【図６５】実施例の側部内周装飾部を示す正面図である。
【図６６】実施例の側部駆動機構を示す後面斜視図である。
【図６７】実施例の上側部駆動機構を示す右側面図である。
【図６８】実施例の下側部駆動機構を示す右側面図である。
【符号の説明】
【０１８１】
　１７　図柄表示装置
　２０　遊技盤
　２０ａ　遊技領域
　２０ｂ　表示部
　２２　透明板
　２５　始動入賞装置
　２５ａ　始動入賞口(入賞口)
　３０　裏ユニット
　４０　下部内周装飾部(取付部)
　４３　前突部
　４４　設置凹部
　４９　第２下部検出片通孔(第２の検出片通孔)
　１０１　入賞装置凹部
　１０２　下部ベース部材(ベース部材)
　１０２ｄ　第１下部検出片通孔(第１の検出片通孔)
　１０９ａ　下部配線開口(配線用の開口)
　１１０　第１下部可動体(第１の可動体)
　１１５　第１下部検出片(第１の検出片)
　１１６　第１下部モータ(第１のモータ)
　１１８　下部駆動歯車(第１の駆動機構)
　１２０　下部従動歯車(第１の駆動機構)
　１２４　第１下部検出手段(第１の原位置検出手段)
　１２６　第２下部検出手段(第２の原位置検出手段)
　１３０　第２下部可動体(第２の可動体)
　１３２　下部支持軸(支持軸)
　１３４　下部連結軸(連結軸)
　１３８　第２下部検出片(第２の検出片)
　１６０　第２下部モータ(第２のモータ)
　１６２　下部ピニオン(第２の駆動機構)
　１６４　下部ラック(第２の駆動機構)
　１７２　第１下部ＬＥＤ基板(発光体基板)
　１７４　第２下部ＬＥＤ基板(発光体基板)
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